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　……だるい。

　身体からだが水を吸すった真ま綿わたのように、重い。

「つらいであろう、沙さ綾あや。兄はそなたが不ふ憫びんでならぬ……！」

　兄・空くう也やの涙なみだをこらえるような声も、ひどく遠くに聞こえる。

「だがしかし、耐たえるのだぞ沙綾。いたわしいが、それが〈神凪姫かんなぎ〉のさだめである。そなたが黒こく牙が神しんを封ふうじているからこそ、帝みかども京みやこ人びとも平安に暮らせるのだ」

「はい」と沙綾は答えたつもりだったが、声がうまく出せたかはわからない。

　寒気がして、まぶたがすうっと閉じる。

「沙綾しっかりいたせ、兄はここであるぞ！　陰かげながらなどとは言わぬっ。むしろ正面から力いっぱい、そなたを応おう援えんしている……!!」

「暑苦しいですから空也様。さっさとお下がりください。あなたが封ふう呪じゆ陣じんからお出にならないことには、儀ぎ式しきがはじめられませぬ」

「むう」

　僧そうに遮さえぎられ、不満げなうなり声をもらした空也が沙綾の側を離れた。

　ここは八や洲しまの国くにの京みやこ・匂く桜おう京きよう。

　春の花盛りの御ご所しよにある封ふう呪じゆ殿でんでは、いままさに年に一度の重要な儀式がはじまろうとしていた。

　床ゆかに描かれている封呪陣の、要所に置かれた護ご摩ま炉ろに、火が入れられる。

「これより、〈神凪姫〉を要かなめとする黒牙神嵐らん嶺りよう、〈追つい封ぶうの法〉を執とり行う」

　大だい護ご摩ま段だんに座した大だい僧そう正じようの宣言で、ずらりと並んだ僧たちが読ど経きように入る。

　抹まつ香こうがくべられ、僧たちの法力で封呪陣が光を帯おびた。結界が生まれる。

（ほっとする……）

　封呪陣の中央に臥ふした沙綾の、額ひたいににじんだ汗がすうっと引いてゆく。

　封呪陣のなかでは、いつものだるさが少しだけ和やわらぐのだ。

　顔に乱れかかる艶つややかな長い髪かみを透すかして見ると、封呪陣の外で床にへばりついて見守っている空也と目が合った。

　沙綾は十五歳。空也は二十五歳。ふたりの面おも差ざしには兄きよう妹だいらしく似たところがあり、髪の色も同じ茶色だが、沙綾の目が春の空色なのに対し、空也の目は新しん緑りよくの色だ。

　ふたりは兄妹だが、主従でもある。代々巫み女こを輩はい出しゆつする名家に生まれ、沙綾が三歳で〈神凪姫〉位を継ついだとき、兄の空也はそれを護まもる『護ご持じ大たい将しよう』となったからだ。

　案じている兄に、沙綾はどうにか「大丈夫だ」と視線で伝えた。

　すると空也は端たん正せいなその顔を歪ゆがませて、片手で目を覆おおい横を向く。

「沙綾、くうっ。咲き初ぞめる花の年頃でありながら、宴うたげに興じることもなく、殿でん舎しやの奥でただひたすら臥せているだけなど、不憫……!!」

　そう。沙綾は物心ついてからこちら、「元気潑はつ剌らつ、気分爽そう快かい」だったことなどない。

「未来永えい劫ごうなどと、図ずう々ずうしいことは申しません。一度だけでいいのです」

　だれにも聞こえぬ小声で、沙綾は知らずつぶやいていた。

「わたしも、みんなのように軽々と歩いてみたい。声をあげて笑ってみたい」

　それができたら、どんなに気持ちが晴れ晴れとするだろうか。

　ほんとうに、たった一度でいいのだ。

（身体が軽いってどんなふうなのか、知りたいだけ）

　だが、その願いは叶かないそうにない。沙綾は邪じや神しんを封じる〈神凪姫〉で、身体のだるさはこの役目を受け継いだことと関係している。

　役目は、生しよう涯がいにわたる。沙綾は死ぬまで〈神凪姫〉でありつづけるのだ。

　そのこと自体に、否いなやはない。

〈神凪姫〉でいることがさだめなら、沙綾は受け入れ、まっとうする覚かく悟ごがある。

（だけど、走ってみたいの。あんなふうに）

　折しも、ひとりの少女が駆かけこんできたところだった。いや、少女ではない。淡あわい茶の髪と目をした、少女と見まごうほど華きや奢しやで可か憐れんな少年だ。

　見習い僧の衣ころもをつけた少年──渚なぎは、修ず法ほう中だというのに、かまわず大声を出した。

「ありましたぁ、姫様！」

　沙綾の衣装の、飾りを振ってみせる。

　着付けの際、ひとつ足りないことがわかって、側そば仕づかえの渚が捜さがしていたのだ。

　やっと見つかったらしいそれを高々と掲かかげ、満面の笑えみを浮かべてやって来る。

　封呪陣に迫せまっても、いっこうに止まろうとしない渚に、僧たちの血けつ相そうが変わった。

　すばやく起き上がった空也が制止しようとする。

「控ひかえよ、儀式の最中である──」

　遅おそまきながら沙綾も気づいた。封呪陣の作る結界は、踏ふみこまれると崩くずれてしまう！

　だが渚は、空也の制止にきょとんとしながらも封呪陣の銀の光に爪つま先さきを置いた。

　その場にいた、渚以外のだれもが息を吞のんだ。

　読経が、しんと途と絶だえる。

　護摩炉の炎が、水をかけられたようにジュッと言って消えた。

　封呪陣の光──結界が霧む散さんし、その瞬間空が暗転した。

　真っ黒な雲が厚く垂たれこめ、どおっと走った生温かい風が護摩炉をなぎ倒たおし、僧たちの経きよう文もんを横さらいにし、女によ官かんたちの衣装をはためかせる。

「あれえ！」

「きゃああっ」

　空を太い稲いな妻づまが幾いく本ほんも走った。ばりばりと空が裂さけるような音を立て、雷かみなりが落ちる。

　すさまじい音と地じ響ひびきに渚が尻しり餅もちをつき、沙綾は身を縮めた。

　思わず目を閉じてやり過ごし、こわごわ目をあけると、ひとりの青年がすぐ側にふわりと降り立ったところだった。

　下衣の裾すそを綾あや織おりの飾り紐ひもで結ゆわいた古風な装束に、先のそり返った沓くつ。

　高い位置でまとめた、濃紅色こきくれないの髪。底光りする紅あかい双そう眸ぼう。

　ゆっくりと広げ、たしかめるように曲げた指には、尖とがって血のように紅い爪つめ。

　額にはうっすらと紅く、花し神る字しが浮かびつつある。

　焚たきしめられた黄おう沈じん香こうが威い圧あつするように香った。

　輝かがやくように白い貌かおは、人ならざる美しさだ。

　黒牙神──。

　まぎれもなく、彼は沙綾の封じていた禍まがつ神、嵐嶺であった。

　神が周囲に目を配ると、その波動に恐おそれをなした僧たちが顔色を失なくした。

　ひとかたまりになっていた女官たちが、声もなく気を失う。

「ここは現世うつしよか。そうか、ついに出られたのか」

　氷よりも冷たい声が、問うともなしに問う。

　かと思うと、それはふいに笑い声になった。

「くくくく。どれほどこのときを待っていたか。どれほど、我われを封じた者どもに地じ獄ごくの苦しみを味わわせてやりたかったことか──」

　沙綾ははっと身を起こした。桜色の唇くちびるをひらき、かすかにわななかせる。

　禍つ神は満足げに、にい、と口の端はしを引いて笑み、抑おさえきれぬ悦よろこびにか哄こう笑しようする。

「ははははは！　我わが身の不運を嘆なげくがよい！　そこの小こ娘むすめ。まずおまえを血祭りに上げてやる。それから帝を切り刻み、この国の隅すみ々ずみまでを祟たたり尽つくしてくれるわ！」

「────」

　沙綾は信じられぬ思いで目を瞠みはっていた。

　なんてこと──なんということだろう！

「噓うそですよね」

「噓？　そう思いたければ、魂たましいが消え去るその瞬と間きまでおのれを欺だませばよい」

「すばらしいです……。こんな日が来るのを、ずっと夢見ていました……！」

「むろん、我がおまえの首を引き抜き血を啜すする日を夢見て──なんだと？」

　ぎょっとする神をよそに、沙綾は立ち上がって叫さけんだ。

「軽いです！　身体が、軽い軽い軽い！　やりました！　きゃっほー！」










[image: ]










　沙さ綾あやはその場で裳も裾すそをからげると、兎うさぎのように跳はねた。

「きゃーっ、きゃーっ。だるくない！　跳とべてます。見てください、ほらほらほら！」

「──」

　面めん喰くらった神などおかまいなしにはしゃぐ沙綾は、感かん激げきに震ふるえていた。

「いままでだったら、もうとっくに倒たおれていたのに。で、兄様に抱だきかかえられて寝しん所じよ行きでした。でも、そんな気配もないし、むしろ駆かけ出したいくらい！」

「────」

　反応できない黒こく牙が神しんをよそに、沙綾はいてもたってもいられない気持ちだった。

「いまなら、御ご所しよの周りを百周だってできます。軽々！　もう、軽々！　翼つばさがあれば、空まで飛べそうです」

「をを、沙綾……!!」

　空くう也やは滂ぼう沱だと涙を流した。







[image: ]







「そなたが、これほど快活に振る舞うところを見られるとは。まさに奇き跡せきだ」

　彼の「奇跡発言」を正す者はおらず、沙綾はそわそわと辺あたりを見回していた。

　今度は感動する。

「まあ！　世界って、なんて美しいんでしょう！」

「おい。よく見てみろ」

　とうとう、神が沙綾の正気を疑って部屋の惨さん状じようを示した。

　封ふう呪じゆ殿でんは、吹き抜けた突風でめちゃくちゃだった。護ご摩ま炉ろは転がり、ひらいた経きよう文もんが散らばり、留とめ金が片方外はずれた簾すだれはひん曲がっている。

　おまけに空は、垂たれこめた不吉な暗雲で真っ暗だ。

　が、沙綾はおかまいなしに、息を大きく胸むねいっぱいに吸いこんでみたりする。

「空気が美お味いしい！　甘い香り。花かしら？　桜？　いいえ、桜はそこまで匂においやかな花じゃないから、お香？　でも焚たきしめた薫かおりとは違いますから、これは空気そのものの味わいなのね」

　沙綾はひとり感心した。喜びにあふれて、首から提さげた掛け守に両手を添そえる。

「気分爽そう快かい……！　やっとの思いで、ふさがりそうなのどを欺だまし欺し呼吸していたときとは大おお違ちがいです」

「もういいか」

　苛いら立だちを押し殺したような声に訊たずねられ、沙綾はようやく我われに返った。

　やけに機き嫌げんが悪そうな、紅あかい髪の男が自分を見み下おろしているのはなぜだろう。

「どなたでしたっけ？」

　喜びのあまり記き憶おくがあいまいになっていた沙綾は、ついうっかり素すで訊きいた。

「どなた、だ？　ほう。この状じよう況きようで、よく訊けたものだな〈神凪姫かんなぎ〉」

　訊ね返した男の美しい紅い双そう眸ぼうに、ふつふつと怒りが湧わいている。

　紅い髪と瞳ひとみ＝人外のモノ。

　その図式を思い出し、ほのかに邪じや気きも感じたところでようやく、沙綾は口に手を当てる。

「あっ。封ふうが破れて──」

「ああ甦よみがえった。おまえら京みやこ人びとがなによりも畏おそれた黒牙神、嵐らん嶺りようがな！」

　そうだった、目の前の彼は神だった、と沙綾はつつましく床ゆかに手をついた。

「はじめまして。十代目となります〈神凪姫〉、沙綾でございます」

　挨あい拶さつすると嵐嶺は面めん喰くらい、まじまじと沙綾を見つめて訊ねた。

「おまえが〈神凪姫〉？　十代目だと？　芙ふ蓉ようはどうした」

「初代様は遙はるか昔にお役目を終えられ、いまは浄じよう土どにおられるかと」

「浄土──？　おまえ、十代目とか言ったな。いまはいつだ」

「あなた様が封じられたときより、三百年ほど後でしょうか」

「三百年──」

　絶句して目に翳かげをよぎらせる嵐嶺をよそに、沙綾ははっとして詫わびた。

「失礼いたしました」

「なにがだ」

　謝罪の意い図とを吞のみこめないらしい神に、沙綾は説明する。

「せっかくのご復活場面でしたのに、私事ではしゃいで横取りしてしまいましたお詫びです。やはりご堪たん能のうなさりたいですよね。さ。どうぞ、ご存分にやり直しを」

　妙案だと思ったのだが、嵐嶺はイライラと却きやつ下かする。

「いまさら悦よろこび直せるか！」

　怒ど鳴なっておいて食指が動いたのか、神はつづけて訊ねてきた。

「というか、はじめからやれば、おまえは逃にげるんだろうな？」

「ええと、それは……はい」

　頭のなかで予行演習した沙綾はうなずいた。想像と違う答えだったのか、嵐嶺がわずかに目を瞠みはる。

「本気で逃げ惑まどえるというんだな？」

「はい。いまならば、だれよりも速くここから遠ざかることができると思います！」

「本気で走れるかどうかなど聞いていない！　本気で畏れられるのか、どうだ!?」

「ああ…………。申しわけありません。だるくないことが嬉うれしくて、ついそちらかと」

「祟たたるぞ、〈神凪姫〉」

　すっとぼけた返答が癇かんに障さわったのか、嵐嶺が眼をすう、と細めた。

　彼の周りで、噴ふき出した邪気が渦うずを巻まいてはぜると、空気が黒いかげろうとなって揺ゆれる。

「あ──姫様！」

　尻しり餅もちをついたままだった渚なぎが悲鳴をあげて駆け寄った。

「これはすべてぼ──わたしの失態。祟るなら、どうかわたしを！」

　身を挺ていして沙綾を庇かばった渚に、嵐嶺が薄うす氷ごおりのような笑えみを向ける。

「なるほど、あれは貴様の手柄か。礼を言ってやろう。ありがたく平へい伏ふくして受けよ」

「受けかねます。わ、わたしは白はく羅ら神しんに仕つかえる身」

　震えながらも、渚は拒こばんだ。嵐嶺は「そうだろう」というようにうなずき、渚に向けて立てた人さし指を、床を示すように曲げた。

　とたん、渚の身体は意思に反して沙綾を離れ、床にうつ伏せに叩たたきつけられる。

「ああっ、痛つぅ─」

「なにをなさるのです！」

　沙綾は声をあげた。

　抗こう議ぎの気持ちをこめてにらみつけたが、嵐嶺は意に介さなかった。

「我に礼を欠いたのは、その小童こわつぱのほうだろうが」

「…………面倒くさ」

　ぽろっと沙綾は心の声をもらし、嵐嶺にすごまれる。

「なんだと」

「いえあの。礼儀にかなおうと挨拶してもキレられ、礼を欠いても手をつかえよと強要されるので」

「！　我は神だぞ！　おまえは神に意見するか!?」

「めっそうもない」

　沙綾が意見を引っこめたので、嵐嶺は当然だと腕うで組ぐみをした。

「そうであろう」

「でも、わたくしの従者を力ずくで従わせようとするのには、異を唱えます」

　沙綾は神の目を見つめた。

　黒牙神とは、あまたおられる禍まがつ神の総称である。

　世に混乱を招まねき祟りをまき散らす神が怖こわくないわけではないが、そこだけは譲ゆずれない。

「神に意見するとは、片腹痛いわ〈神凪姫〉」

「片腹痛いのは、貴き神さまであろう」

　空也の声が割って入った。妹への暴言を耳にした証あかしに、長めの前髪が一ひと房ふさ、膠にかわで固めたようにぴんと立っている。

「側そば仕づかえの者を手荒に扱あつかわれ、庇うのは、沙綾の心が京みやこを流れる鏑かぶら川がわよりも、空を彩いろどる星よりも美しいからに決まっておろう。訂てい正せいされよ」

　嵐嶺はゆっくりと視線を空也に移した。

「くどすぎる形容詞を恥はずかしげもなくちりばめて、何者だ、そのほう。──いや、顔が血筋を語っている。そのほうは〈神凪姫〉の」

「兄、護ご持じ大たい将しようの空也だ」

「護持大将？　はっ。言葉はご大層だが、ようは〈神凪姫〉の犬か」

「唯ゆい一いつ無む二にの犬だ」

　嘲あざけりの言葉を、空也はいとも簡単に肯こう定ていしてのけた。

　むしろ犬最高!!　と言わんばかりに肩かたをそびやかす。





「疾シッ」






　嵐嶺の口から短たん呪じゆが飛ぶと、額ひたいの花し神る字しがカッと紅くなった。

　空也が、見えない鎚つちに横よこ殴なぐりにされたように転がる。

「兄様っ」

　ばたばたと袖そでが床で乱れた。が、武官だけあってすぐに身を起こす。怪け我がもない。

「おやめください！」

　沙綾は嵐嶺を止めようと、神の腕に手をかけた。

　が、腕をするりと返され、逆に手首を摑つかまれてしまう。

　嵐嶺の手は想像よりも大きく、感かん触しよくは木のように硬かたかった。

　温かくも冷たくもないのは、その身体からだが現世に具象あらわれるための借りものだからだろう。神とヒトの住む階層は、決して同じではないのだ。

　感じる波動も、胸が冷たく轟とどろくほどに大きい。

「手を離されよ、黒牙神」

　空也が警告した。すでに片かた膝ひざを立てている。いつでも刀を抜ぬき放てるかまえだ。

　嵐嶺が、同情の笑みを浮かべて問うた。

「ほう、そこの犬。神を斬きるつもりか、笑しよう止し」

「斬れるとは思わぬ。が、沙綾を護まもるためであれば、犬死にも厭いとわぬ。犬ゆえにな」

　空也の表情には、これっぽっちも恐れはなかった。

　心意気やよし、と神が嗤わらう。

「神を相手に、震えもせずよく言った。それほど〈神凪姫〉が大事か」

「愚ぐ問もんだと心得よ、黒牙神。沙綾はわたしの命だ。掌しよう中ちゆうの珠たまのなかの珠だ。見よ、この清らかで可か憐れんな姿を。そこいらのハナクソどもには指一本触ふれさせぬ。帝みかどの入じゆ内だい要よう請せいすら蹴け散ちらしてやったわ。黒牙神とて例外ではない」

　入内。そんな話があったのかと、沙綾はいささか場違いな感想を持った。

　兄の幼おさななじみでもある今きん上じよう帝ていとは、役目柄、幾いく度ども顔を合わせている。が、つねにそっけなく、とてもじゃないが、入内を望んでいるようには見えなかったのだ。

　もっとも、后きさきのひとりとなったところで沙綾は〈神凪姫〉だ。清らかなその身に、生しよう涯がい神を封じつづけるのが役目。

　皇み子こや皇女ひめみこを産むわけにはいかず、そういう意味では「飾りもの」の后となる。

　だから冷たいのだろうかと内心首をひねり、どうでもいい物思いはそこでやめておく。

　嵐嶺が、空也を唆そそのかすようにささやきかけた。

「正気を疑いたくなるほど熱いな、貴様。では、貴様の泣き面つらから見てやろう」

「なんだと」

　気け色しきばむ空也から、嵐嶺は沙綾に目を移す。

「兄の目の前だ。思う存分、良い声で啼なけ。身をよじりながらな」

「い──痛いことをするとおっしゃってますか」

　声を震わせて訊ねると、嵐嶺が満足そうに笑んで教える。

「痛いこと、ではない。早く殺してと哀あい願がんしたくなるほど痛い思いを味わわせてやる」

「…………」

「言葉を失うほど、肝きもが縮んだか」

　いたぶるように言った嵐嶺は、沙綾の返事に愕がく然ぜんとする。

「いえ、そういうわけでは。ただの『痛い』ならともかく、『殺してと頼たのみたいほど痛い』までは想像が及ばなかったので」

「は──？　それで固まったとでもいうのか!?　なんだそれ。いまの世では、素直と見せかけたボケで苛立ちを誘さそうのが戦法なのか」

　問うた嵐嶺のこめかみに筋が浮いたので、沙綾はつい手を打ってしまった。

「まあ。借りものの身体でも、青筋が浮くのですね」

「だから！　それだ!!　妙みようなことばかり言いおって、そこまでだぞ〈神凪姫〉」

　激げつ昂こうした嵐嶺が、沙綾の手首を放してのどを摑む。

「あくっ」

「沙綾ッッ！」

　空也がはじかれたように立ち上がる。

　その瞬しゆん間かん、嵐嶺が空あいているほうの腕を振るった。

　見えない扇おうぎが風を起こし、宙を舞まった空也の身体が枯れ葉のように吹き飛ばされた。

　巻き添えを食った僧そうともども、壁かべにしたたか打ちつけられる。

「兄さ──、あっ？」

　兄様。言い終えぬうちに、身体に正体不明の激げき痛つうが走った。それがなんなのかたしかめられぬままに、沙綾はさらにつよくのどを握にぎられる。

「ううっ──」

「まず、その声を焼いてやる。二度と馬ば鹿かげたことが言えぬようにな」

（泣き叫さけべとおっしゃったのと、矛む盾じゆんするのですが）

　性しよう分ぶんでそう考えたのが伝わったのか、嵐嶺の顔が憤ふん怒ぬに歪ゆがんだ。

「そうやっておまえが小こ賢ざかしいから、計画を変更するんだろうが！　それともなにか？　おまえには変更ごとにいちいち流れを説明しておけと!?　冗じよう談だんではないわ!!」

（勝手に心を読んで、勝手に逆上されましても困ります～～）

　のどを摑まれていては、弁解もままならない。

　と。端たん座ざした渚が指で宙に呪じゆ印いんを描いた。





「陽ひの光もて環わを成し月の──」






「よせ！　見習いなどの半可な呪じゆ言ごんなど効きかぬ。沙綾を危険にさらすな！」

　呪言を唱えはじめた渚を、青ざめた空也が制す。

　相手は死し霊りようや生いき霊りようなどとはわけが違うのだ。禍つ神──黒牙神。

　しかも、〈神凪姫〉を用いて封じねばならぬほどの神力を持つ相手なのだ。

　だから、はじめの衝しよう撃げきから立ち直った僧たちは動けずにいる。

「すみません、姫様……！」

　渚は顔を歪めて拳こぶしを握り、膝に下ろした。

　成されなかった術の名残なごりで、宙の印しるしがぼうっと光って散りこぼれ、消える。

（わたし、殺される）

　黒牙神の腕のなかで、沙綾はもうろうと死を覚かく悟ごした。

　沙綾には、嵐領に対たい抗こうできるような呪力はない。小者の物ものの怪けを追い払う程度の呪言を唱えることはできるが、その特性は器うつわ──神を抱いだき微ね睡むらせるという点にあるのだ。

『死にますよね、わたし』

　沙綾は目で訊いた。怯おびえの色を見つけたのか、嵐嶺はどこか愉たのしげに答えた。

「これでもかというくらい、確実にな。我が怒りを一身に浴あびて、苦しみもがけ」

『いやです』

「残念だが、否いなやは聞かぬ」

　嵐嶺は答えながら、声を出せる程度に力を緩ゆるめた。

　ここぞとばかりに沙綾は訴うつたえる。

「いやです。せめて今日だけ、今日だけはご容よう赦しやください。お願いします……！」

「ふん。明日ならばよいとでも言うのか？」

「いいえ。でも今日よりは」

　本音がこぼれると、嵐嶺が酷こく薄はくな笑みを浮かべて訊く。

「なぜ、それほど今日にこだわる」

「だって、こんなにスッキリしてるんですよ!?」

　沙綾は泣いてすがらんばかりだった。なんとかわかってもらおうと、まくしたてる。

「わたし、女童こどものころからずっとだるかったんです。〈神凪姫〉というのは容よう易いなお役目ではなくて、神様を微睡らせることで力をすべて取られてしまうから、それ以外のところにまで余裕がなくて」

　先代の死により位くらいを継ついで以来、身体はやっと動かせる程度で、住まいとしている殿でん舎しやから出るときは、兄の空也に背負われてゆく。

　食事も脇きよう息そくにもたれながら一いつ刻こく近くかけて摂とるのだし、風ふ呂ろにも介かい添ぞえがいる。

「わかりますか？　自分の思うように動けないのがどんなふうなのか。綺き麗れいなお衣装も重いだけ。絵え巻まき物ものなど、読み終わる前まで保もちませんし、宴うたげなどもってのほか。舞まいを眺ながめるのも月を愛めでるのも、わたしには拷ごう問もんに等しいのですもの。

「だけど、今日は違うんです。飛び跳ねることだってできて、こんなに長く喋しやべっていられて。いつもならば、もうとっくに撃げき沈ちんです。

「わたし、重い身体を脱ぬぎ捨ててみたいって、ずっと夢見ていました。それがやっと叶かなったら、そのままでいたいって思いませんか。きっと無理だろう、でももし願えるなら。そう思って耐たえてきたのに、ただの四し半はん刻こくも経たたずに消えなければならないのですか──」




「長いわ────ッッッ!!」




　嵐嶺の大だい音おん声じようが沙綾を遮さえぎった。

　神の怒りが招いた雷かみなりが、庭にいくつも落ちる。

「消えなければならぬかどうか以前に、長すぎるわ！　あーイライラする、もうイライラする！　たいした才能だな〈神凪姫〉。我をここまで苛立たせた者は、あとにも先にもおまえだけだ！」

　言葉を叩きつけられた沙綾は、まじまじと嵐嶺を見上げていた。

「あのう。なんだか黒牙神様って、想像とずいぶん違うのですね。わたしこれまでに二度ほど、間近で白羅神様を拝しているのですけれど、こんなに親しくお言葉をかけてはくださいませんでしたので。色の違いでしょうか」

「アホか」

　ぐいと顔を近づけた嵐嶺が、ありったけの力をこめたような声で返す。

「黒でも白でも色は関係ないわ。おまえが埒らちもないことをぐだぐだ抜かすせいだ」

「まあ。人のせいになさるところなんかも、ずいぶん人間くさくてらっしゃるのねえ」

「感心するな──！」

　嵐嶺が逆上したのを見かねたのか、空也が言った。

「その神はもとはヒト。死して怨おん霊りようとなり、さらに黒牙神へと進んだ〈人じん神しん〉だからではないか？」

「なるほど。ヒトだったころの感覚が残っておいでなのですね。だとすると、黒牙神様はもともと血気にはやってらしたのですね」

「勝手に決めるんじゃない!!」

　怒鳴っただけでは気がおさまらなかったのか、嵐嶺はつよく沙綾を突き放すと、感情に任まかせて髪をかきむしった。

「なんなんだ、おまえは！　なぜそうやって我の調子を狂くるわせる!?」

「──、──、──」

　解放されて咳せきこんだ沙綾は肩で大きく息をしていた。その必死な様子に、嵐嶺がふと声を落として訊ねる。

「おい。それほど苦しかったのか？」

「いえ。──、──、──」

　みじかく答えた沙綾が寸すん暇かを惜おしんで深呼吸を繰くり返したため、嵐嶺が疑いを持つ。

「待て。それはなんの真ま似ねだ」

「惜別わかれの深呼吸です。せっかくのすがすがしい空気がもったいない──」

　嵐嶺の目に浮かんだ気き遣づかうような色は、その返答で消し飛んだ。

　両手で紅い髪をわしづかみにし、黒牙神が絶ぜつ叫きようする。

「だからおまえは！　そうまで、まともな答えを返せんのか！　空気などどうでもいい！　まず命いのち乞ごいだろうが！　助けてと叫べ！」

「でも、──、命乞いは、──、先ほど、──、長いと、──言われましたので、──」

「間にいちいち深呼吸を挟はさむな────！」

　嵐嶺が天も裂さけよとばかりに吼ほえた。

「すごい姫様。互角です……！」ともらした渚に、とばっちりが行く。

「黙だまっていろ、小童！」

　嵐嶺の目が光り、雷が渚を打ち据すえる！

　だれもが息を吞んだ。

　沙綾も呼吸を止めて顔をあげた。

　と同時に、ふたたびの激痛が彼女を襲おそう。

　原因を探るゆとりはなかった。渚のいた場所が閃せん光こうに包まれ、なにかがはじけ飛んだ。

　……が。

　光が消えると、渚はその場で座していた。

　怪我ひとつ、睫まつげの先すら焦こがした様子はない。

　見習い少年僧の周りには、木こっ端ぱが散らばっていた。

「あ……。炎えん夏か天てん像」

　渚が胸元を押さえた。懐ふところに忍しのばせていた本ほん尊ぞんの像が、黒牙神の雷らい撃げきを受け止めて身代わりになったのだろう。

「おお」と僧たちがざわめいた。次々と、白羅神を称たたえる呪言を唱える。

「渚、よかゃった……あらら」

　ほっとした沙綾の舌がもつれたかと思うと、いきなり目の前が暗くなった。

　よく知っているめまいの感覚とともに、意識がすくわれる。

　ふわりと意識がとぎれかける瞬間、沙綾は神に支えられ、いまいましげな声を聞いた。

「たわけ者めが。欲張りすぎるからそうなる」
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　八洲国やしまのくに。

　あまたの神が住まう、東海の島国。

　この国では、恵みをもたらし人々を護る善神たちを白羅神。

　争いを生み禍わざわいをもたらす邪じや神しんたちを、黒牙神と称している。
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「だってこれが最後でしたら──」

　答えながら沙綾はがばりと身を起こした。

　身を起こしてから、自分が横たわっていたことに気づく。

　生ぬるくなった手しゆ巾きんが額から剝はがれた。

　見ればそこは、御所の片かた隅すみにある自分の殿舎の、自分の寝所だ。

「わたし、気を失って……？」

「お気づきになられましたか、姫様」

　枕まくら元もとには渚が座していた。

　傍かたわらには水の張られた盥たらいがある。手巾を冷やしては、額にのせてくれていたのだろう。

「渚……。あれから、どのくらい？」

「そろそろ二に刻こくになると思います」

　蔀しとみ窓まどの向こうに広がる空はおだやかな青色に戻もどっている。

「渚、怪我は？」

「ぼくはなんとも。炎夏天様がお護りくださいましたから」

「兄様は？」

　いつもならば、上うわ敷じきの枕辺にへばりつくように見守っている空也の姿がない。

「大将殿どのは、帝に招しようじられて央おうの宮みやへ参さん内だいしてます」

　央の宮は、帝が政務を司つかさどる殿舎だ。

　大だい僧そう正じようをはじめ、僧たちは封ふう呪じゆ言ごんを編み直す作業に入ったという。宮きゆう廷てい雇やといの呪言師たちも、ぞくぞくと駆けつけているそうだ。

　そんな状況だというのに、沙綾の傍かたわらには渚しかいなかった。

　不意を襲おそわれたら、どうするつもりなのだろう。みな、平安ボケだ。

　そんなことを思いながら、沙綾は辺りを憚はばかるように声をひそめて訊ねる。

「黒牙神様は？」

「居間におられます」

　帳とばりで隔へだてられた向こうが居間だ。沙綾は黒牙神の気配を窺うかがった。

「静かですけれど、なにをなさっているの？」

「読書──です」

　黒牙神も書を読むのかと感心しかけたが、渚の歯切れがどうにも悪い。

　怪け訝げんに思いつつ、沙綾は寝台から起き上がった。

　部屋を仕切っている薄うすい紗しやの帳ににじりよって、嵐嶺を透すかし見る。

　居間には神が独ひとりきりのようだった。

　邪気が時折ふわりとにじんでは、黒い渦を巻いている。

　沙綾づきの女官たちは、恐れをなして逃げたのだろう。

　嵐嶺は沙綾の座所に我がもの顔で座り、脇息に肘ひじをついて巻まき物ものを読みふけっていた。

　その姿は禍まが々まがしくも美しく、近寄りがたい。

「あれは、追つい封ぶうの儀の前に、わたしが机に置いていった──きゃああ！」

　それがなんであったかを思い出した沙綾は、叫ぶなり寝所を飛び出した。

「返してください、返して～～～！」

　近寄りがたいと感じたのが噓うそのように、必死で巻物を奪うばい取ろうとする。

　左右上下、とあちこちから手を出してみるが、嵐嶺はことごとくをかわした。

　八尋じゆうごメートルにもなる巻物を広げきり、適当なところを次々と読み上げる。

「『美お味いしいお菓か子しを、お腹なかの皮が破れるほど食べてみたい』」

「『いっぺんに、三さん刻こく以上つづけて寝ねてみたい』」

「『朝、すがすがしく目覚めてみたい』」

「『ため息をつかずに過ごしたい』」

「『四半刻以上、座ったままでいてみたい』」

「『思いきり笑ってみたい、駆けてみたい』」

　そこで顔をあげた嵐嶺が、呆あきれたように沙綾に訊ねる。

「なんだこれは。おまえの煩ぼん悩のう備び忘ぼう録ろくか」

「わたしの〈夢の書〉です！」

　顔から火が出る思いで沙綾は訂正した。読み上げられた恥ずかしさから反論する。

「日常生活の、ささやかな憧あこがれを書きためただけです。なにが悪いんですか」

「悪くはないがな、質問がある。三刻以上つづけて寝たいとはどういう意味だ」

「ああ、それは。体力のせいで、小刻みにしか眠れないので」

　うとうとしては、起きる。その繰り返しではなく「朝までぐっすり」を体験してみたい、と思ったのである。

「なんだ。禁じられているのではないのか」

　拍ひよう子し抜ぬけしたように嵐嶺が言った。禁じられていると答えたら、どうするつもりだったのだろう。沙綾が考えていると、神はふたたび読み上げはじめる。

「『雪見の宴に出てみたい、月見の宴に出てみたい、花見の宴に出てみたい』」

「『宴で殿との方がたに見み初そめられてみたい、文ふみをもらってみたい』」

「ややっ、やめてください！」

　沙綾は両手を振り回したが、巻物にはかすりもしない。

　身体をひねって沙綾を遠ざけた嵐嶺は、さらに声を大きくした。

「『恋をしてみたい』」

「そそそ、それは一昨年おととし、仲良しだった皇女ひめみこ様がご降こう嫁かなさったのがちょっとうらやましくてっ」

　訊かれてもいないのに沙綾が弁解すると、嵐嶺は首をかしげた。

「おまえ、恋に興味があるのか」

「いけませんか。これでもわたし、十五歳なのですけれど」

　世間ではそろそろ婿むこ取とりのはじまる年頃である。

「それは、わたしは〈神凪姫〉──巫かんなぎですから、生涯、恋などできぬのは承知です」

　だからこそ巻物に書きつけたのだ。せめて、見果てぬ夢として。

「返してくださいったら」

　どうにか奪い取った巻物を、沙綾は腹に抱かかえこんだ。

　渚が横から手を出したので、預かってもらう。

　渚が手て際ぎわよく巻き直してゆくその音を聞きながら、沙綾は寂さびしい気持ちになっていた。

「秘めてきた気持ちを暴くなんて、ひどいです」

　あの巻物は少なくとも、沙綾の心のよすがだった。厨ず子しから出してきたのだって、封呪の儀に挑いどむ前に読んで、気持ちを奮ふるい立たせようとしたからである。

　嵐嶺は、非難した沙綾に返礼した。

　渚がせっせと巻いていた巻物が、突とつ如じよ火を噴いて燃え上がったのだ。

「わわっ、熱っ」

　渚が放り出した巻物は、ゆうらりと大きな炎ほのおを立ちのぼらせた。

　神の力が働いた炎だからだろう。あっという間に、巻物を舐なめ尽つくしてしまう。

　はたはたっと、床に灰が落ちた。

　沙綾は〈夢の書〉の残ざん骸がいに目を落とした。見つめたまま言葉もない彼女に神が言う。

「消えてしまえば文もん句くはなかろう？」

「────」

　沙綾はため息を吞みこんだ。〈神凪姫〉に対するいやがらせなのだろうが、神はちょっと詰つめが甘い。

（巻物は、正副補、と三点作ってありますから）

　御所の火事など、まさかの喪そう失しつに備えるためだ。目の前の一巻を燃やされたところで、大損害には至らない。少々、沙綾の心が痛む程度だ。

　素直すぎると言われた沙綾だが、さすがにこの事実を口にしないことくらいはわきまえていた。衝撃を与えたと思いたいのならば、それでいい。

　黒牙神が〈神凪姫〉にいい感情を持てないのは、理解できる。

「あの、それで御用は？」

　沙綾は訊いた。

　恐れもせず神に用件を聞く沙綾も沙綾だが、考えてみれば、復活した黒牙神がおとなしく二刻も待っているというのも、おかしな話だ。

「決まっている。先ほどのつづきだ」

「とおっしゃいますと、わたしを血祭りに上げる──という？」

「そうだ。ほかにはあるまい」

　さあ怯えろと言わんばかりに嵐嶺がまなざしに脅おどしをこめるが、沙綾の心にはそれほど響ひびかなかった。

　と思ったのが、黒牙神に伝わったようだ。

「なんだその顔は」

「いえその、なぜさっさとおやりにならなかったのかな、と」

　べつに死にたいわけではないが、その気なら、とっくに命を奪えていただろうに。

「おまえが気を失ったからだろうが。泣き叫べ、と我は言ったはずだ」

「覚えてます。けど」

「けどなんだ？　どうしておまえは、いちいち一言多い」

「申しわけありません。でもあの、気つけなら、髪を抜けるほど引っ張るとか、頰ほおを拳でこれでもかと殴りつけるとか、背や腹を蹴りまくるとか、方法はあったかと思いまして」

　あれこれ挙げると、嵐嶺が引き気味になった。

「おまえ。そうされたい趣しゆ味みがあるのか？」

「どちらでも。たんに、黒あ牙な神た様のお好みは、その辺でしょうか……と」

「愚ぐ弄ろうか！　だれがそんな下げ賤せんの真似をするかっっ」

「いやでも、姫様は血祭りなんですよね。泣き叫べと言うなら──あわわ」

　口を滑すべらせた渚が、嵐嶺に激しくにらみつけられて慌あわてて両手で口元を覆おおう。

（ヘンな人ヒ神ト）

　沙綾はそんな感想を持った。この気け圧おされるような波動がなければ、ただの怒りっぽい美青年である。

　そのせいだろうか、こちらもなぜか気軽い調子になってしまう。

「すみません。あともうひとつ、質問があるのですが」

　はい、と挙手をして沙綾は言った。

「なんだ」

「どうでもいいことかもしれませんが、黒牙神様なのに、あんまり邪気を感じないのはどうしてなのかと」

　鬼おになどだと、邪気を霞かすみのようにまとっていることもあるそうだが、嵐嶺は違う。

「我は品格ある神だ。小者のように、ダダ漏もれにするわけがない」

「はあ、なるほど。お気遣いなさる黒牙神様というのは、ずいぶん新しいですね」

「からかっているのか、おまえ」

　むっとした嵐嶺が手を伸ばして沙綾のあごを摑み、振り向かせる。

　きょとんとまん丸になった沙綾と目を合わせると、突き放すように手を外した。

「くそ。おまえといるとほんッとうに調子が狂う」

「……」

　力んで言われてもとくになんの感想もなかったので、沙綾は黙っていた。

　すると嵐嶺のほうが理由づけしたくなったようで、考えながら訊ねてくる。

「たとえばだな。我が『おまえの腸はらわたを鬼に喰くわせるのも一いつ興きようだな』と言ったら、おまえはどう答える？」

「ええと──。『そうですか』と」

「それは、どういう意味の『そうですか』だ？」

　これ以上逆上されたくないので、沙綾は「率直に？」とたしかめた。

「率直にだ」と嵐嶺が応じたので、思考の流れを説明する。

「『鬼に喰わせる』とおっしゃいましたので、『鬼だけであなた様は手をおつけにならないのか』と考えました。でもそれを口にするとお叱しかりを受けるだろうと考えて、当たり障りなく『そうですか』と。そういう意味の『そうですか』です」

「ほらな!!」

　吼えるように言った嵐嶺が、そっくり返るように天てん井じようを振り仰あおぐ。

「思った通りだ。なぜ、まっとうな反応をしない。青ざめるとか、取り乱すとか！」

「そんなふうにご不快にさせるつもりは。ですが取り乱さないのは、強しいて言えば思いつかなかったからです」

　沙綾の言葉に、嵐嶺が怪訝な顔をした。思いつくつかないの問題ではないだろう、と考えているのがありありとわかる。

「これまで、動くことすらままならぬ身でしたから」

　泣きわめいたりすれば、てきめんに体力を奪われてしまう。

　あとでつらいのは自分だし、そもそもそんなゆとりもなかったので、怖い目に遭あってもそういう行動に出られないのだ。

　逆に思考には制限がない。なので細かいところにまで注意が向いてしまうのである。

「おまえは、我を封じているからだるかったと言ったな」

　ふっと口調を変えて嵐嶺が訊ねた。

「申しあげましたが」

「これまでの〈神凪姫〉は、みなそうだったのか？　あの芙蓉も」

「おそらく、多かれ少なかれそうだったのではないでしょうか。皆様耐えてこられたのですよ、と諭さとされたことがありますから」

　沙綾が答えると、嵐嶺は「そうか」と言って目をそらした。

　なぜか雰ふん囲い気きがしんみりしてしまい、沙綾はどうしたものかわからなくなる。

（ええと……）

「あのう。お茶でも淹いれましょうか」

　場を救うつもりだったのか、渚が遠えん慮りよがちに口を挟んだ。

　するととたんに、嵐嶺が「茶だと!?」という目つきをする。

「だだだだって、しーんとしちゃいましたし長くなりそうかなと。それにもう、命をやりとりする雰囲気でもないしなぁと──すみません他意は！」

　自分を庇うように手をかざした渚の印象通り、緊きん迫ぱくした空気は失われている。

「そうねえ。いま『死ね！』などと言われても。黒牙神様が気に入るようなやりとりをできる自信はないかもしれないわね」

　頰に手を当ててうなずく沙綾を、やおら立ち上がった嵐嶺がにらみ下ろした。

「仕切り直す！」

　びしっとした宣言だった。

「感謝するがよい、〈神凪姫〉。今日一日の猶ゆう予よをやる。だが明日、この刻限がおまえの命日だ。そのときこそ、我が恨み、晴らしてくれる!!」

　言い置くなり、嵐嶺は宙に吸いこまれるように姿を消してしまった。

　残された主従は、どちらからともなく顔を見合わせる。

「とりあえず、助かったようですけれど……」

　渚の濁にごした言葉を、沙綾は拾い上げて声に出した。

「最後の一言は、負け惜おしみっぽかったわね」




　図星が不ふ愉ゆ快かいだったかのように、遠えん雷らいが轟いた。




[image: ]




　そして翌日、約束の刻限。

　嵐嶺は哄こう笑しようとともに現れた。

「ふはははははは！　とうとうおまえの命を奪うときが来たぞ、〈神凪姫〉!!」

　昨日きのうと状況は一緒だ。場所は封呪殿。空は暗転し、沙綾を護るために焚かれた護摩炉の火は、突風になぎ倒されて消える。

　帳はばたばたと不ふ穏おんにはためき、几き帳ちようも面おも白しろいように転がる。

　ああ、気持ちよさそうだな、と沙綾は厭いや味みでもなんでもなく思った。

　まさしくこれが、嵐嶺の望んでいた登場なのだ。

　三百年ぶりの復活と、その解放感。

（お気持ちはわかります、とてもよく）

　ある意味似たような境きよう遇ぐうの沙綾には共感できる。

　深くひれ伏ふしているのは、表情にあれこれ出して神を邪じや魔ましないためである。

「ほう、潔いさぎよしや。腹を決めて我を待つとは」

　上機嫌で誤解しているのは、そのままにしておくべきだろう。

　傍らには空也や渚、僧たちが緊きん張ちようの面おも持もちで並んでいる。

　たった一日では、破れた封呪言は編み直せなかった。せめても他よ所そに累るいが及ばないようにと、呪言師たちが殿舎を囲み、結界を張っている。

『すべては、あなた様のお手並みにかかっておりまする』

　これはあのあと、大僧正に言われた言葉だ。

　嵐嶺封呪のめどがつかぬいま、なんとか沙綾がしのぐしかない。

『とにかく生き延びるのです。手段は問いませぬ。どうか命をおつなぎくださいませ』

　具体案を授さずけず丸投げ、もとい、一任するという大だい胆たんな作戦だ。

　文句を言ってもはじまらないので、沙綾は一日中対策を練ねろうと知恵を絞しぼってきた。

　しかしなにも浮かばず、この場に無計画のまま座している。

（どうにかしないと）

　嵐嶺の喜びに共感するいっぽうで、焦あせる沙綾がいた。

　死にたくなんてないのだ。黒牙神を畏れてもいるし、嵐嶺の気持ちひとつで命を失うことも迫せまるように感じている。

「ところで〈神凪姫〉」

　嵐嶺に声をかけられた沙綾は顔をあげた。

「はい」

「おまえの煩悩は、ひとつくらい叶ったのか？」

「いいえ」

　首を振ってみせ、一気に心が沈しずんだ。対策に追われ、〈夢の書〉の覚え書きはなにひとつ試せていない。

「愚おろか者めが。つまらぬ画かく策さくなどにかまけるからだ」

「……どなたのせいだと？」

　訊ね返す言葉が悔くやしさで震えた。沙綾は嵐嶺をきっとにらむ。

「つまらぬ画策などと、こちらをお見通しでしたのなら、一言おっしゃってくだされば」

「言う？　なにをだ？　無む駄だに時を使わず、我わが世を謳おう歌かせよとでも？　お門かど違ちがいも甚はなはだしいわ」

　一いつ蹴しゆうされた。当然だろう。

　嵐嶺に沙綾を気にかける謂いわれなど、これっぽっちもない。

「そうか、無念か〈神凪姫〉」

　合が点てんした嵐嶺が嗤いだした。沙綾が口を結ぶと、その反応を待っていたとばかりに声が大きくなる。

「ははははは、さだめとは無情なものだ。たった一日で、おまえの自由は終わる。美う味まいものも食えず、駆け回ることもできず、宴も、文も、恋もなしだ！」

　その通りだ、と思ったとたん、沙綾の腹の虫が鳴いた。

「ごめんなさいね。せめてあなたを喜ばせることくらいはできたのに」

　申しわけなくなった沙綾は胃の腑ふを撫なでながら、腹の虫に語りかける。

「そういえば、昨日から鳴いていたのにいたわることもできなかった。初めて鳴いたのにね。もらえたのは、適当な握り飯めしだけだなんて。台所に、美お味いしいお菓子くらいあったでしょうに」

　沙綾の行動に出で端ばなをくじかれた嵐嶺が片かた眉まゆをあげた。

「なんの真似だ、〈神凪姫〉」

「腹の虫に詫びております。わたしが至らず、なんにもいい思いをさせられなくて──」

　まさに絶妙の間合いで胃の腑がぎゅむ、ぎゅう、ぎゅるるると訴えた。

「沙綾！　それはそなたの不徳ではない。気遣ってやれなかったこの兄のせいだ……！」

　空也が胸も張り裂けんばかりに声を絞る。隣となりで渚が、小さく手を挙げた。

「でしたら、いちばんの罪人は側仕えのぼくかと」

「いいえ兄様、渚。みな大変だったのですもの。わたし自身が申し出るべきでした」

「それは違うぞ沙綾。悪いのはこの兄だ」

「いえ、ぼくです姫様」

「だれでもよいわッッ。見習いボウズ、台所から菓子を持て」

　イライラと嵐嶺が怒鳴り散らした。

「え、でも」とぐずぐずする渚をうなり飛ばす。

「いいから持ってこい！」

　命めいじられた渚が駆け出した。沙綾は、目の前で片膝をついた嵐嶺を見上げる。

「黒牙神──」

「菓子を食したら、死ね」

　そこが最大限の譲じよう歩ほ、と言い渡される。

「持って参りました」

　乱れた足音が廊ろうを駆け戻り、渚が膳ぜんをささげ持って現れる。

　塗ぬり椀わんには、薄い粥かゆが盛られていた。

　薄粥は、どちらかというと沙綾が苦手としているものだ。

　青菜の切れ端はしがちょぼっと浮いているのが、わびしさを誘う。

「……………………」

「すみません。菓子の支し度たくはととのわないそうで、とりあえずこれをと」

　まるで自分の責任のように、渚が肩をすぼめた。

　渚が悪いのではない。もちろん、台所の者でも。

　そう理解していて、泣くつもりもなかったのに、沙綾の両目には涙が盛りあがった。

　一粒ずつ、頰を滑り落ちる。

「ごめんなさい、お見苦しい真似を」

　慌てて手の甲でぬぐったが、逆効果だったようだ。

　むなしさと悔しさを自覚してしまい、涙が、堰せきを切ったようにあふれ出す。

「菓子ごときでやめよ、〈神凪姫〉」

　うっとうしそうに嵐嶺が言う。もっともだ。

「はい。はしたないですよね。わたしもそう思います。でも、この世の最後の食事が、苦手な薄粥かと思うと、なにか情けなくなり、悔しくて」

　美味しいものを、これでもかと食べてみたかった。

　腹の虫が圧死するほど、詰めこんでみたかった。

　考えないようにしようと思えば思うほど、無念の気持ちが後から後からこみあげる。

「〈神凪姫〉──」

「あと一日だけ……！」

　沙綾は神に取りすがった。

　ここまでくると、もはや恥はじも外がい聞ぶんも関係ない。

「お願いですお願いです！　お菓子も食べられないなんて、死んでも死にきれません」

「いや、菓子なら一刻もあれば用意されるし食べられるんじゃね？」

　指摘する嵐嶺に、沙綾は言いつのった。

「いいえ。菓子を食べるとは、そのあとの満腹を堪能するところまでがその行こう為いなのです。腹の虫を満たし、くちくなったお腹を撫で、お茶をいただき、孫まご庇びさしまで出てうたた寝をし、春の昼下がりを楽しんで過ごし、ふと目が覚めると傍らにはまたお菓子が！　なんて幸せなの、ではもうひとつ──と、また口に入れる。それが醍だい醐ご味みなのですから」

　嵐嶺は長なが台詞ぜりふに辛しん抱ぼう強く耐え、冷静に問うた。

「だったら、夜には死ねるな」

「死ねません」

「なぜだ」

「それは」

　言いよどむと、嵐嶺が勝ち誇ほこったように後を引き取る。

「死にたくないからだろう？　ふはははは、ようやく本ほん音ねが出たな。ざまを見ろ〈神凪姫〉！　ままならぬ惨みじめさを嚙かみしめるがよい。この世を呪のろいながら逝いくがよい！」

　叫んだ嵐嶺の身体から邪気が噴き出し、神が鉄てつ槌ついを下そうと片手をあげる。

　すると、まただ。沙綾の身体に激痛が走る。

「！」

「沙綾、く!?」

　空也が駆け寄ろうとした、が、神力で押さえつけられ、思うように立ち上がれない。

「姫様！」

　渚が空に印いんを描いて飛ばすが、嵐嶺に届く手前で、見えない壁にぶつかって砕くだける。

　もはやこれまで、と沙綾は覚悟した。

（ああでもせめて最後に、もうお粥でもいいから）

　かきこんでおこうかと、椀に視線が向く。

「なんだおまえのその意地汚さは」

　やる気を削そがれたのか、嵐嶺が手を下げた。いい加減、うんざりしたような表情だ。

「すみません。ですが、いちいちお気になさらず進めてくださっても」

「ほらな。一言多い」

　だれにともなく愚ぐ痴ちのように言い、嵐嶺がぷいと姿を消してしまう。

「え？　ええと、あのー」

　神の振る舞いは、とつぜんすぎてついていけない。

　呆ぼう然ぜんとする沙綾に、どこからともなく神の声が降ってきた。

「明日同刻、また仕切り直す。いいな、次こそ腹を決めて気持ちよく死にやがれ！」
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　次こそ腹を決めて気持ちよく死にやがれ──から、十日あまりが過ぎた。

　散り初そめだった桜はすっかり花びらを落とし、若葉を茂しげらせている。

　黒こく牙が神しん復活当初、未み曾ぞ有うの混乱が予想された京みやこは、いつもと変わらぬにぎわいのなかにあった。

　御ご所しよ内ないも、ものものしい読ど経きようが聞こえつづける以外、おだやかなものだ。

　むろん、沙さ綾あやも生き存ながらえている。

「黒牙神、嵐らん嶺りよう──」

　沙綾は自室の居間で、渚なぎを相手に覚えていることを諳そらんじていた。

「もとは天てん孝こう帝ていの皇み子こである。政争に敗れて流る罪ざい、のちに謀む反ほんで死罪となったが、これを怨うらみに思い怨おん霊りようとなる。その霊れい異いはすさまじく、時の帝みかどは神格を贈おくってなぐさめたが効果はなく、疫えき病びよう、洪こう水ずい、火事の頻ひん発ぱつする京を棄すて、現在の匂く桜おう京きように移す。

　しかし祟たたりはやまず、時の呪じゆ言ごん師し九く曜よう様がやむなく巫み女こ・芙ふ蓉ようを器うつわにした秘技を用いて彼を封ふうじた……だったかしら」

　と、あいまいな知識を眉まゆをひそめてうんうん絞しぼり出して、沙綾はこめかみを揉もんだ。

「うーん、だめね。瀕ひん死しの状態で受けた講義って、ちっとも記き憶おくに残らなくて」

〈神凪姫かんなぎ〉として最低限押さえておくべき史実だが、記憶の底をさらったところでこれ以上は出てきそうにない。

「ぼくも、姫様とは違う意味で瀕死だったので」

　下がり眉で答えた渚は、講義のときに居眠りでもしていたのだろう。

「いままでは、それでもべつにかまわなかったのだけれど」と沙綾は言った。

「この状況で自分が封じる相手のことをほとんど知らない、というのは致ち命めい的てきよね」

　あと一日だけ、もう一日だけ、という攻防がつづきにつづいて、今日で十日目だ。

　いまだ封ふう呪じゆ言ごんは編あみあがっていないため、戦いも必然的に終わらない。

　これまでのように、ただ次代の〈神凪姫〉に嵐嶺を受け継つがせればよかったときとは事情が違ちがうのだ。

　この先も切り抜ぬけてゆくには、もっと詳くわしい情報を手に入れ、対策を練ねる必要がある。

「そうだ姫様。歴史書に当たってみるのはどうでしょうか」

「！　いいわね、それ」

　その手があったかと、沙綾は渚の提案に乗る。

　渚はすぐさま部屋を出、僧そうたちの管理している書庫から歴史書を二巻引き出してきた。

「嵐らん公こうのことでしたら、このあたりの年代だそうです」

　書庫詰づめの者にでも教えてもらったのだろう。迷いもなくひとつを示す。

「こちらの巻まき物ものは？」

「あ、系図です。言葉だけだと、聞いていてごちゃごちゃしますから」

　渚はふたつの巻物を解き、系図は床ゆかに広げて歴史書のほうを持った。

　すでに当たりがついており、該がい当とう箇か所しよに平織りの細い紐ひもが挟はさんである。

「では」と軽く咳せき払ばらいして読みはじめた。




　──三百年前、天孝帝の御み代よ、世は嵐あらしの海に漕こぎ出した舟のように揺ゆれていた。

　発ほつ端たんは、病弱だった帝が若くして崩ほう御ぎよしたことだった。

　当時、嵐嶺は生まれたばかりで、即位するには早すぎると周囲が判断、帝位には叔お父じである仁じん賢けんが成人まであずかるという約束で即ついた。

　だが、嵐嶺皇おう子じの成人する前年、仁賢帝も落馬による負傷がもとで死去。その際、帝位はすでに成人している嵐嶺の従兄いとこにあたる仁賢帝の第一皇子、劉りゆう徳とくに譲ゆずる、と遺ゆい言ごんがあった。

　嵐嶺はこれを不満に思い、自らの正統性を主張したが、御所では劉徳帝の生せい母ぼ后こうとその外がい戚せきが力をふるっていた。

　母を亡なくし、後ろ盾だてのない嵐嶺は争いに敗れ、遠地に流る刑けいとなる。
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「つまり帝位を横取りされたことを怨んで、従兄帝を呪のろったのね」

　理解したところを口にした沙綾は、その後、嵐嶺がたどったさだめをなぞる。

「その呪詛が発覚して捕とらえられ、処刑されて怨霊になり、京を滅ほろぼすほど祟りまくって人々を恐怖の底に叩きこんだから、時の帝みかど橘きつ宝ぽう帝がお祀まつりして神になった──で合っているかしら？」

「はい。そして神化してなお荒あらぶりまくったので、初代の芙蓉様のなかに封じられたわけです」

　渚の言葉を聞きながら、沙綾は系図に目をやった。

「渚、見て。ここ、名前が塗ぬりつぶされてる」

　天孝─■■

　そこに書かれていたのは『嵐嶺』の二文字だったはずだ。

「謀反を起こして死を賜たまわった以上、皇室の系けい譜ふにふさわしくないということでしょうね」

　渚の言う通りだったが、なぜかしくんと、沙綾の胸むねは痛む。

「もともとは、叔父様の仁賢帝が欲張られたからなのに」

　知らず沙綾はそうつぶやいていた。

「ですが、嵐公は天子を呪詛したわけで、それは大罪ですから」

「ほんとうなのかしら」

　訊いたのは嵐嶺を信じたいからなのだと、沙綾は口にしたあとで気づいた。

　そう、我が欲よくゆえに破は滅めつしたのではないと信じたいのだ。京を滅ぼすような怨霊になったのは、それほど理り不ふ尽じんなつらい経験をしたから。と思いたい。

（なんでだろう）

　どこからそんな気持ちが湧わいてきたのだろう、と沙綾は首をかしげた。

　いっぽうの渚は、ほんとうかという沙綾の言葉をまじめに受け止めていたようだ。

「うーん。もしかしたら、姫様のおっしゃる通り、違うかもしれません」

「それ、嵐嶺皇子様は濡ぬれ衣ぎぬを着せられただけ、という可能性もあるということ？」

「そうです。なぜなら、歴史書というのは為い政せい者しやのためのものですので」

　もともと、正確に事実を残してこそ歴史書、という概がい念ねんもない。都つ合ごうの悪い事実は隠かくす反面、権威をつよめる出来事は、盛りに盛って書いてあっても不思議はないだろう。

「たしかに、そんな側面もあると思うけれど。でもいまとなっては知りようがないわね」

　真実は三百年の彼方かなただ──と考えた沙綾は、はたと気づいた。

　と、ほぼ同時に神の声が空から降ってくる。

「知りたいなら、当事者に訊きいてみたらどうだ」

　す、と目の前に嵐嶺が姿を現した。

　女によ官かんたちが「ひいっ」と声をあげ居間から這はい出すなか、沙綾は笑顔で歓かん迎げいした。

「そうなんです。ちょうど、わたしもそう思っていたところで」

　我が意を得たりとばかりにうなずくと、嵐嶺が前言をひるがえす。

「！　答えるわけがあるか！　おまえときたら、不ぶ躾しつけの極きわみだわ！」

「……。当事者に訊けと言った舌の根も乾かぬうちに、不躾の極みと罵ば倒とうされても」

　出端をくじかれたからとわめく嵐嶺に沙綾は閉へい口こうしたが、それと同時に、なぜ嵐嶺が激げき怒どしたのかも感じ取って手を打った。

「ああ。ふいうちに驚おどろいて叫さけび、登場におののくべきでしたか」

　決して決して悪気はないのだが、またしても沙綾は期待を外はずしてしまったらしい。




　嵐嶺曰いわく、沙綾は「空気が読めない」のだそうだ。




「ったく。これだから、おまえはいやになる！」

「そうやって文もん句くをおっしゃるあなたが学ばれれば、解決するような気がしますが」

　もう十日も、こんなやりとりをつづけているのだ。

　沙綾は嵐嶺の気に入るような答えを返さない、と覚えればいいと思う。

「だいたい、なにか忘れていると思わんか？」

　沙綾はきょとんとし、自分が神を目の前にでんと座ったままだったことに気づいた。

「大変失礼いたしました」

　当然の顔をした嵐嶺に主座を譲ゆずる。黒かろうと白かろうと神は神だ。敬うやまうべきだろう。

　嵐嶺は、いつのまにか歴史書を渚の手から奪うばっていた。ざっと目を走らせて訊たずねる。

「今きん上じようは何代目の帝だ？」

　沙綾は頭のなかで系図をたどった。

「天孝帝様からですと、十九代目になります」

　嵐嶺の叔父と従兄の劉徳帝の名を出すのが憚はばかられ、沙綾は天孝帝から数えて答える。

「おまえは芙蓉より十代目だったな。十代目ともなると気楽でいい。我のことをいまごろ、歴史書こんなもので学んでいるとは」

　巻物にそそがれるまなざしは冷ひややかだ。

　というよりも暗い？　そう思ってしまうのは、沙綾の感情が入っているからだろうか。

「あなたとの戦いをやり遂とげるために、少し情報が必要になってきたので」

「ほう、なるほどな。いいネタは仕入れられたか？」

「あんまり。これって事実なのかしら、という疑問だけが残りました」

　沙綾はそこまで言って、答えてくれるだろうかと嵐嶺を見つめた。

　だが嵐嶺は、床の上に広げた系図にふいと目をやる。

「橘宝帝の御世は、どのくらいつづいた？」

　橘宝帝は劉徳帝の弟で、嵐嶺には従弟いとこにあたる。

「ええと、およそ二十五年です」

　渚が、嵐嶺の手にした巻物の、後ろのほうをたどって答えた。

「この時代のかたにしては、例外的にご在位が長かったみたいですね。劉徳帝の血に連なるかたがたは、おおむね即位から三年で亡くなっているみたいなので」

　嵐嶺から帝位を横取りした劉徳帝も、彼の後を継いだ二人の息むす子こも二年と経たず亡なくなり、やむなく帝位を預かった劉徳の弟皇子・橘宝だけが、二十五年在位しているのだ。

　橘宝の死後、帝位はふたたび劉徳の末まつ子しに返されたが、これも一年で薨こう去きよ。生まれたばかりの皇子が次の帝に立ったが、それも二歳で身み罷まかっている。

　劉徳帝の血はそこで絶え、以後より今上までは橘宝帝の系譜が継いでいた。

「ひとりにつき三年とは、ずいぶんかかった。くそ、〈神凪姫〉の力に呪いが殺そがれたせいか」

　憎にく々にくしげに系図を見つめたまま、嵐嶺がつぶやく。

　橘宝帝は？　と沙綾は思った。二十五年、と特別長く在位した従弟帝は、法ほう会えを開いて嵐嶺を神化したからかまわないというのだろうか。

（あ、でも、『〈神凪姫〉修ず法ほう』で封じたのも橘宝帝よね）

　だとすると、怨みを持っていても不思議はないはずなのに──。




「ひとつ訊いていいか、〈神凪姫〉」

　声をかけられた沙綾は我に返って顔をあげた。

「？　はい」

「おまえ、どうして歴史書　こ　れ　を信じない？」

「わかりません」

　自分でも疑問だったので、正直に答えた。

「なんとなく、あなたを信じたかったみたいですけれど」

「なんとなくとは、どういう意味だ」

「わからないから、なんとなくなんです」

「────」

　いきなり嵐嶺が沈ちん黙もくしたので、沙綾は気分を害したのだろうかと眉根を寄せる。

「黒牙神様？」

「何度考えても、おまえはヘンな女だ」

　ぼそりとそうもらされると、つい反論したくなってしまう。

「だから、それはこちらの台詞せりふですってば」

　嵐嶺こそヘンな──というかヘンすぎる神である。

　一日一回、沙綾に死の覚かく悟ごを問いに来る。それはまあ当然としても、そのほかに数回顔を出しにきては、文句を言い、逆上し、たいがいはぷいといなくなる。

（……さみしいのかしら）

　そう考えるとしっくりはくるが、黒牙神がさみしんぼうというのも理解に苦しむ。

　人に祟り、世を混乱させているのにさみしんぼう？

　否いな、さみしんぼうだからこそ、人を祟って世を混乱させるのか。




　泣いている子どものように。




「おまえ。またなにか不ふ愉ゆ快かいなことを考えているだろう」

　こういうとき、嵐嶺はやたらと勘かんが鋭するどく、ねちっこいまなざしで訊いてくる。

　沙綾が黙だまっていると、彼はなおも言いつのった。

「なぜ答えん、〈神凪姫〉」

「それ、悪いくせですよ黒牙神様」

　やや疲つかれた口調で沙綾が言うと、神がむっと訊ね返す。

「なにがだ」

「こちらはお気に召めす返事ができそうにないから黙っているのに。答えよと言われ、答えれば答えたで叱しかられるのだからかないません」

「そうやってごねるということは、答えは『不愉快なことを考えていた』で正解か」

「ええはい、そうです。おそらく相当お気に召さないことを考えておりました」

　面倒になってそう答えると、今度はどうして不安げに眉をひそめるのだろう。

（かといって、正直に「さみしいの？」と訊けばまた逆上するでしょうし）

　いったいどうしろと？　と言いたくなることばかりである。

　けれど、このやりとりで沙綾はひとつだけわかった。

　嵐嶺が気になるのは、彼が偉えらそぶりな神様のくせに、ときどきこんな表情を見せるからなのだろう。

　封じられて三百年が経たったと知ったとき、そしていま。

　嵐嶺は立ち尽つくす、暗くら闇やみに迷うただの青年に見えるのだ。

「──〈神凪姫〉。おまえ、さらにテンコ盛りに不愉快なことを考えているな」

「すみません、間違いなく」

　怒りを含ふくんだ声で問う嵐嶺に、沙綾は詫わびた。

〈神凪姫〉にこんなふうに思われているなんて、きっと神には屈くつ辱じよくだ。

「〈神凪姫〉──」

「思考の内容を問うのは禁止です」

　沙綾は機先を制した。ぐっと言葉に詰まる嵐嶺に、今度は彼女から問う。

「そういえば、わたしもひとつ質問があったのですが」

「また質問か。まあ、気が向いたら答えてやらんでもないが」

「では、やめておきます。気が向くとは、とても思えない質問なので」

　あっさり引っこめると、あんのじょうというかなんというか、嵐嶺はわめいた。

「ぐだぐだ言っとらんで、さっさと問え！」

　どうやら、学習が必要なのはお互い様のようだ。

　地じ雷らいを踏ふまない会話って難しいと思いながら、沙綾は口をひらく。

「とても不思議だったのですけれど、あなたはなぜ、わたしの命いのち乞ごいにつきあってくださっているのでしょう」

　自分の命乞いが感動的だから、とか、護まもりが鉄てつ壁ぺきだから、などと沙綾は思わない。

　むしろ八方破れの自覚がある。

　それでも、嵐嶺はなんやかや理り屈くつをつけては「あと一日だからな！」と譲ってくれている。

　そのやりとりも日々、真剣味が薄うすれて儀ぎ式しき化かしつつあった。

「つまりそれは、いますぐ死にたいという意味だな。よかろう」

　嵐嶺は結論に飛ひ躍やくした。

「つまりそれほど、ムキになって隠したい理由なわけですね」

「!!」

　嵐嶺の顔色が変わって「あら図星」と沙綾は思った。

　この神はほんとうに噓うそがつけない。そのくせ強がって墓穴を掘ほる性格だ。

　げんに「すぐさまそこに直れ」的な発言をしても、実行しない。その気があるなら、非力な〈神凪姫〉である沙綾など、とっくに雷かみなりに撃うたれて消し炭になっている。

　そう考えたのが伝わり、嵐嶺が派手にむっとした。

「おまえ。その見た目が詐さ欺ぎだと思えるほど、腹のなかは真っ黒だな」

「なにぶん、自由にできるのは考えごとだけでしたので」

　体力を使わない楽しみと言えば、もれ聞こえる女官や官かん僚りようの会話に独ひとりつっこみを入れることくらいだったのだ。

　嵐嶺は淡たん々たんと答えた沙綾をじいっと見つめていた。

　やがて沙綾が落ち着かなくなるころ、ふいに言う。




「恋でもするか？」
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　その真顔に、沙綾はほとんど初めて即答ができなかった。

　不覚にも言葉がのどで引っかかり、目を白黒させてしまう。

「いま──なんと？」

「恋をするか、と」

「だれとだれがですか」

「我とおまえが、だ。我とそこの小こ童わつぱが、ただならぬ関係になってどうする」

「どうするかと問われれば、渚は破門になると思いますが」

「ふん。〈神凪姫〉、おまえ焦あせっているだろう？」

　ずばり見抜かれ、自覚したとたん沙綾は声をうわずらせた。

「そそそ、そんなこと。そんなことっ」

　必死でごまかそうと、無意味に「おほほほほほ」などと笑ってしまう。

　慌てる沙綾に嵐嶺がにんまりした。

「憧あこがれていたんだろう？　おまえの煩ぼん悩のう帳ちようにもそうあったぞ」

「あれは煩悩帳ではなく〈夢の書〉ですっ。それに憧れていたとしても、わたしは〈神凪姫〉であなたは黒牙神でっ」

「ああそうだ。究きゆう極きよくの禁じられた恋になるな」

「！」

　妄もう想そうしろと言わんばかりの言葉を選せん択たくされ、沙綾の心臓が意思に反して轟とどろいた。

「ななな渚っ、加勢してちょうだい。お願い」

　このままでは、とてもマズいことになりそうな予感に、沙綾は側そば仕づかえの袖そでを摑つかむ。

「っっって姫様！　ぼくには無理です。僧に恋は未知の領域ですよ!?」

　渚がそう答えたとたん、沙綾は嵐嶺にあごを摑まれ振り向かされた。

「おまえの、少々常じよう軌きを逸いつした兄がいなくて残念だったな」

「ほんとうに。というか、どうしていらっしゃらないの兄様～～～！」

「ふだんはうっとうしいほどへばりついているのにな。こういう危機にいないとは、まったくの役立たずだ」

　嬉うれしそうな声でささやいた。鼻と鼻が触ふれそうなほど近くて頭が破は裂れつしそうになる。

「ちなみになぜいない？」

　どうでもいいことを訊く神だ。

　呆あきれたことにより、沙綾はたちまち冷静さを取り戻もどすことができた。

「主上のお召しだからですけれど、黒牙神様」

「なんだ」

「いえ。恋に誘さそうのはもしや、『よろめかせて自じ滅めつを狙ねらう作戦』のおつもりですか」

　嵐嶺が声に出さずに笑い、首を振った。否ひ定ていの苦笑だ。

「どうしてそう卑ひ屈くつになる？　おまえは希け有うな女だ。そのおまえのことをもっと知りたくなったというのではだめか？」

「馬ば鹿かみたい」

　沙綾はばっさり斬きって捨てた。

　自分に流れがあるとばかり思っていた嵐嶺が、愕がく然ぜんとする。

「ば、馬鹿!?　言うに事欠き、神に向かって馬鹿とはなんだ！　だいたい、おまえはこういう台詞が聞きたいんだろうが」

「否定はしませんけれど、二言目には『死ね』『祟るぞ』と脅おどしてくる黒牙神様にいきなりときめいたら、わたしはかなり病気です」

「病気のなにが悪い。恋など、病やまいみたいなものではないか」

「みたいとそのものは別物です」

「やかましい。神が謀たばかったのだ、ありがたく押しいただいて謀られやがれ！」

「わー、横おう暴ぼう」

　無茶を言う嵐嶺に渚がつぶやく。

「欺だまされろと言うなら、もっと上手に欺してください。どうせ恋など、夢のなかでしか許されないのですから、──」

　反論した沙綾は、急に黙りこんでうつむいた。

「〈神凪姫〉？」

「真ほん実とうのことを言ったら、哀かなしくなってきてしまいました。そうなんですよね。どんなに憧れたところで、恋なんて夢のまた夢の夢で……」

「ちょ、待て」

　とつぜんしょぼくれる沙綾に嵐嶺が焦りを見せた。

「いま毒を吐はいていたのはだれだ。なんだその、急転直下の反応は!?」

「だって。黒牙神様が悲ひ感かん点てんを押すんですもの」

「非感点？　どういう造語だ。触れられたくない悲しい現実とでも言いたいのか？」

　問いただされた沙綾は、目に「正解」の涙なみだをにじませてうなずく。

「それなのに、黒牙神様の謀りかたときたら、うっすら酔よえもしない……」

「わ──悪かった」

　涙に動どう揺ようした嵐嶺は詫び、手を伸ばして、子どもにするように沙綾の頭を撫なでた。

　黒牙神がそうしたことに驚いて沙綾は顔をあげ、涙は引っこんだ。

　嵐嶺自身も戸と惑まどう。

「え？」

「あ──、いや。これはその」

　弁解しかけた嵐嶺ははっと正気づいて逆上した。
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「って、違う！　おまえ、何様だ〈神凪姫〉。神に詫びさせるか」

「え……？　詫びたのって、嵐公が勝手にですよね？」

　渚の言葉が火に油をそそいだようだった。嵐嶺が怒ど鳴なり散らす。

「うるさいうるさいうるさい！　いい加減、少しは空気を読めアホ主従どもッッ」

　怒鳴り散らした嵐嶺が瞳ひとみを紅あかく点ともしてすごんだ。

「もういい。こうなったら、とことんつきまとってやるからな、〈神凪姫〉！　朝も昼も夜も、我とおまえは一緒だ」

「はあ。そうですか。じゃなくて、ええと。きゃー」

　その悲鳴は棒読みだったが、嵐嶺は自分を欺してよしとしたようだ。

　沙綾のほうは本ほん音ねを言えば、いまさら四六時中つきまとう者がひとり増えたところで、たいした苦でもないのだが……。

「いますぐ、ここに我の神座を用意しろ。今日からここは、我のものだ。供そなえ物は花と酒だ、とびきり香りのいいものでなければ許さんからな！」

「あ──待ってください、黒牙神様」

　命じるなり消えようとした嵐嶺を沙綾は呼び止めた。

「なんだ？」

「確認なのですが、それで結局、恋うんぬんは──」

「作戦失敗で悪いか!!」

　これでもかと怒鳴り、今度こそ嵐嶺は姿を消す。

「イケズですよぅ、姫様」

　嵐嶺の黄おう沈じん香こうが名な残ごるなか、渚が沙綾に言った。

「嵐公は『謀った』と馬ば脚きやくを露あらわしたじゃないですか。姫様だってそこに乗っかって責めたのに、さらにだめ押しで確認なんて」

「そうなのだけれど。ことがことだから、はっきりさせておかないと落ち着かなくて」

『恋でもするか？』

　生しよう涯がい縁えんのないはずの言葉には、はかりしれない魔力があった。

　噓でもほのかに甘くて、どこかで期待してしまいそうな自分がいて、怖こわかったのだ。

「だけど、それほどわたしの命乞いにつきあう理由って隠したいもの？」

　沙綾は言葉の魔力を振り払い、現実に目を向けた。

　そう。嵐嶺が『恋』を持ち出したのは、その点を追及されたくないためなのだ。

　それ以外、あの無茶ぶりには説明がつかない。

「理由、なんだと思う、渚？」

「さあ。ぼくには見当もつかないです」

　それは沙綾もだったので、彼女は話を先に進める。

「でも、どうするのかしら。あのかた、ほんとうにわたしにつきまとうのかしらね」

「たぶん。いまのは決まり悪くて退散したんでしょうが、一刻もして神座ができれば、当然のお顔でおさまるような」

「それでまた、神座の具合や供え物にケチをつけられるんでしょうね。あれで相当な力をお持ちだというのだから、世の中ってよくわかりません」

　ヒトの世と関わりを持つ黒牙神のなかでは、嵐嶺の力はずば抜けている。

　だからこそ滅めつすることができず、やむなく巫み女この身体からだに封じたのだ。

「ぼくもそう思いますけど、姫様もいい勝負のような気がしますが」

　怒られないだろうかと顔色を窺うかがいつつ言った渚が、大丈夫そうだとみてさらに訊ねる。

「怖くないんですか、嵐公のこと」

　呼び捨てを憚り、嵐公、と渚は敬称で呼んだ。

　そうね、と沙綾は考えながら正直に答える。

「まったく怖くないと言ったら噓になるけれど。なんだかヒトくさいかただから」

「どんなにヒトくさくても、ぼくは胃の腑が縮むほど怖いですよ」

「そうなの？」

　沙綾はそこまでではない。

「うーん、アレかしら。〈神わ凪た姫し〉たちが長く封じてきたわけでしょう？　それでなんとなく、親しみがあるというか」

「えええ？」

　渚は思いきり否定したが、でも、と考えて首をかしげる。

「嵐公のほうもそうなんでしょうか？　あのヒトくささって、姫様がたのなかに封じられつづけていたから、伝う染つってしまった……とか」

「どうなのかしら。そういうのって、あるの？」

「わかんないですけれど、ただの思いつきなので」

　渚は根こん拠きよなく言ったようだが、あながち外れでもないかもしれない、と沙綾は思う。

　なんにせよ、沙綾の胸のなかには、嵐嶺に対するほんのりと温かい感情が生まれていた。

（なんだろう）

　こんなふうな気持ちは、初めてだ。

「ねえ、渚。あのかたは罠わなにはめられただけだといいなって思いたいのは、だめ？」

「だめじゃないと思いますが、まさか姫様、本気で嵐公に恋を──」

　ぎょっとした渚に探られ、慌てて沙綾は否定した。

「いいえ、まさか。だけど、あのかたのこと、どうしても憎めないみたいで」

　動揺したり、弁解しかけたり。そんな嵐嶺を見るたびに、ほんとうはいい神ヒトなのではないかと思ってしまう。

　そしてそう思うと、胸がふうわりとほころぶのだ。

　渚には理解できないようで、「えー」と声があがる。

「あんなにわめかれたい放題なのにですか？」

「あれはあれで楽しいから。ああいうやりとりを『会話がはずむ』というのでしょう？」

　少なくとも立て板に水の空くう也やや、おっとりした渚とでは味わえない新しん鮮せんさがある。

「うーん。まあ、姫様的にははずんでるということで」

　渚が自分を納なつ得とくさせるような調子で濁にごした。

　どういう意味、と沙綾は問いたい気もしたがやめておく。

　それよりも、早いところ黒牙神所しよ望もうの神座を用意しないと、またどやされてしまう。

「ともかく、神座を作りましょうか。お供え物のお酒は台所に頼むとして、お花はわたしが見み繕つくろってきます」

「あ──そうですね。〈夢の書〉にもありましたし」

　そうなのだ。花を摘つむ。考えるだけでわくわくする。

　京ひとつを滅ぼした黒牙神に「つきまとい宣言」をされたばかりだというのに、沙綾は晴れやかに笑って立ち上がった。

「じゃ、さっそく行きましょうか」




[image: ]




「なんなのだ、あの黒牙神は」

　空也はイライラと円座わろうだのけばをむしっていた。

　彼の隣となりには瘦やせた大だい僧そう正じようが座し、正面の御み帳ちよう台だいには今きん上じよう帝ていがついている。

　彼らがいるのは内だい裏り──帝の私的な殿でん舎しやである。

「沙綾につきまとう宣言をしやがった。つきまとうだと、つきまとう。つきまとう！」

「護ご持じ大たい将しよう。主上の御ご前ぜんでそうやかましく連呼せずとも」

「儀ぎ丞じようよ」

　指し摘てきされた空也は、大僧正にうっとうしそうな目を向けた。

「連呼したいほど腹立たしいのだと察せ。ったく、品性のかけらもないキレ神めが。神のくせに色しき情じよう地じ獄ごくに落ちた餓が鬼きよりもタチが悪い。専用の神座を要求しあまつさえわたしの沙綾の寝しん所じよに作るとは！　黒牙神なぞ、どこぞの廃はい寺じの神座で辛しん抱ぼうせいや！」

　ぶちぶちぶちっ。感情に任まかせて盛大にむしられたけばが、まき散らされる。

「掃そう除じして帰れよ、空也。いや円座を持って帰れ」

　帝の言葉に、鬼き気き迫せまる雰ふん囲い気きの空也がにらみつける。

「あのとき、貴様がわたしを召し出しやがるから、こうなったのだろうが」

「用があったのだから、しかたがあるまい」

「人を呼びつけて『なにか面白い話をしろ』などというのが用か」

「用であろう？　おまえは余よを愉たのしませるために在あるのだから」

「貴様はたわけか？　わたしは沙綾を愉しませるためだけに存る！」

「あなた様の存在が愉しい。ある意味、それは当たっておりまするな」

　儀丞がつぶやくのをよそに、今上は扇おうぎをひらめかせた。

「そもそもが、ぜひにも近きん習じゆうにという余の勅ちよく命めいを蹴けって、護持大将などになったおまえに非があるのは明白」

「貴様の腰こし巾ぎん着ちやくなど、だれがやるか。わたしは生涯、沙綾に滅めつして仕つかえると決めている」

「いけないな、空也。そうやって執しゆう着ちやくすると、〈神凪姫〉を本気で取り上げて后きさきにしたくなるだろう？　ああ、飾りものではなく、子を産むほうの后だ」

「！　この場で切りこまざくぞ」

「次の瞬しゆん間かん、おまえも衛え士じの刀の錆さびだねえ。うん、仲良く床に転がって、互いの血を交まじり合わせたいとは倒とう錯さくしている」

「雪ゆき王おう！」

　空也が帝を幼よう名みようで呼んだところに、大僧正が割って入る。

「おふたりとも、控ひかえなされよ。幼おさななじみは、仲がよすぎて困りまする」

「わけのわからんまとめかたをしている、そこのジジイ。もとはといえば、そなたらがもたついているせいだ。そなたら坊ぼう主ずと呪言師は、毎日いったいなにをしている」

「むろん、せっせと昼夜たがわず封呪言を編み──」

　空也の言葉に儀丞が答えかけたとき、遙はるか封ふう呪じゆ殿でんの方角からすさまじい落らく雷らい音おんが轟いた。




　どおーん！




　次ついで、僧たちの叫び声が流れてくる。




『うわああ！』

『おのれ、黒牙神め～～～！』




「──このように時折、乱されております」

「おまえが淡々と締しめくくれる程度の怪け我がにとどめる、神の真意は？」

　訊ねた今上に、儀丞はかすかに首を振ってみせた。

「推測なら可能ですが」

「申せ」

「嵐公が〈神凪姫〉の命乞いにつきあうことと合わせますと、復活が完全でないのかと」

「たしかにな。京みやこまで滅ぼした黒牙神にしては、わたしに向けた攻こう撃げきは生ぬるかった」

　先ほどの妹溺でき愛あい発言とは打って変わり、空也は真顔になる。

「もしやすると嵐公は、〈神凪姫〉に恩を売るフリをして邪じや気きをためておられるのかもしれませぬ」

「真の復活を遂げるためにか？　ならば儀丞、いまのうちに〈神凪姫〉ごと吹っ飛ばしてしまえ」

　過か激げきに命じた帝に、空也が血相を変える。

「雪王!!」

「それは検討いたしましたのですが──、われらの術でそのようなことがかなうのか、いまみっつ自信がなく──」

「いまみっつってなんだ!?　そこひとつだろうっていうか、検討するな！」

「──儀丞。嵐嶺封じの勝算はいかほどか？」

　わめく空也をやり過ごし、今上が訊いた。口調は柔やわらかいが、まなざしの鋭さを隠しきれるほどではない。

　儀丞は帝の目を見つめたまま、口をひらく。

「勝算は五分でござりましょう」

「五分！　そなたらは八洲国やしまのくに最高の僧と呪言師であろう？」

　大僧正の言葉に啞あ然ぜんとした空也は口を挟んだ。

「されど、相手は黒牙神。しかもあの嵐公にござりまする」

「そなたの言うあの嵐公を、当時の僧どもは封じたではないか」

　僧、呪言師、そして〈神凪姫〉。大勢が死力を尽くした結果、封呪は成された。

「あのころは、嵐公のほかにも猛もう霊りよう荒れ狂くるう乱世でありましたゆえ」

「いまは違うと？　ようは、平安ボケしたということではないか」

「まあ、ぶっちゃけ」

　あっさり認める高僧に、空也は頭痛を覚えた。

「あれから三百年だからか？　開き直りもそこまでくると、イライラするわ。そのように危機感がないから、渚の馬鹿めのような失敗をする」

「渚は──」

　見習い僧の名前が出ると、儀丞もため息をつかずにはいられなかった。

「あれは、とんだ計算違いにございました。捨て子だったのを、僧の素質があるかと拾い上げてみれば、あちらで粗そ相そう、こちらで粗そ忽こつ。頑がん張ばれば頑張るほど空回り」

　封呪に関してだけは才能を感じるものの、結局僧としては使いものにならず、やむなく〈神凪姫〉の世話係におさまっている。

　しかも、それだって沙綾が「追い出さないで」と懇こん願がんしたため、しぶしぶ許したにすぎない。

「呪言師のほうはどうなのだ」

　空也は訊いた。僧が役に立たないなら、呪言師が封呪すればよいのだ。

　僧も呪言師も、陽ひと月を読み、白羅神の真理を悟さとった（とされる）者である。

　両者の違いは僧院に属しているか否か、そして修行による悟りなのか生まれついての力か、という点にある。

「呪言師は、あの日より当代一の者が参さん内だいしておりまするが」

「が、と歯切れが悪いのは、その当代一とやらは、九曜にはとても及ばぬからだな」

　九曜は嵐嶺を封じた呪言師だ。たぐいまれな力を持つ美び貌ぼうの主ぬしで、その名は遠く、異国にまで聞こえていたという。

「呪言師がもてはやされたのは、乱世ゆえでございますから」

「泰たい平へいの世では、ロクななり手もおらんと？　どうしようもないな。九曜の子孫はどうなのだ。生まれついての力ならば、血が受け継いでいよう」

「九曜どのは嵐公と相あい討うちでございました。まだお若く、妻子があったかどうかは」

「不明だというのか。使えんな」

　伝説の呪言師にも期待できないのであれば、どうしたって、いまいる者たちだけで嵐嶺を封じねばならない。

「空也、嵐嶺が〈神凪姫〉につきまとうのは好都合だろう。隙すきをつける。〈神凪姫〉にしても、その身を挺ていし京の平安を保つことこそがさだめだ」

　今上の言葉に、空也は眉み間けんに深いしわを刻んで見返す。

「まったくの正論だが、貴様は目の前で后が鬼に喰くわれても顔色ひとつ変えずにそう言う男だ」

「そなたの犠ぎ牲せいでみなが逃にげられ助かった、と？　そういう状況であればね」

　ただの事実だろう？　と首をかしげる男とは話にならない。

「くそ」と空也は悪態をついた。

　あとまだ幾いく日にちも、あのキレ神と顔を合わせつづけると思うと、どうかしそうだ。

「沙綾につきまとうキレ神、沙綾の寝所に居座るキレ神、沙綾の寝ね顔がおを見たい放題のキレ神……！」

　想像しただけで腸はらわたが煮にえくり返りそうだ。いやむしろ煮えくり返っている。

「せめて沙綾がツン！　と無視すれば胸がすくものを」

　唇くちびるを尖とがらせて横を向けば、また違ったかわゆさがのぞくに違いない。

　いや、沙綾が嵐嶺相手に「黒牙神様なんてもう知りません、ぷい」とむくれてみせるのに、自分は耐たえられるのだろうか。

「耐えられんな」と結論を出した空也は、老僧に嫌いや々いやうなずいて立ち上がる。

「早くせいよ、儀丞」

　今上が扇ですい、と円座を指した。

「空也、それは持ち帰るように」
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　嵐嶺は罠にはめられたのではないか。

　本人に訊く以外にたしかめるすべはないと思っていた沙綾に、後日、渚が耳打ちした。

「嵐公の話ですけれど。やっぱり史記が正しいようです」

　政争に敗れて従兄を逆さか恨うらみで呪詛し、怨霊へと身を落とした身勝手な皇子。

　突きつけられた真実に、沙綾の鼓こ動どうがどくんと乱れる。

「だけど、なぜそれがわかったの？　あの巻物には書いてなかったのに」

「僧院の秘録を読んできました。ちょっと大変でしたけれど」

　秘録は僧官が良心から記しるしてきたものだろう。公おおやけにできない書物のはずなので、渚は隙をついて盗ぬすみ読んだに違いない。

（そう。史記が正しいの……ね）

　沙綾の胸の奥でほころびようとしていたほのかな感情が、しゅんとしぼんだ気がした。
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　空の果てが白く霞かすむ春の宵よい。

　京の一角、見事な唐から破は風ふ屋根を持つ五ご重じゆうの塔とうのてっぺんに、嵐嶺の姿があった。

　伏ふく鉢ばちに手をかけ、物もの憂うげにたたずんでいる。

　神の周りをひからびた膚はだの、腹のふくれた小鬼たちが羽のない翼つばさで飛び回る。

「やれ嬉しや、やれ嬉し」

　小鬼たちは嘴くちばしを鳴らしながら楽しそうにさえずった。ときどき、子どものようなしぐさで、嵐嶺の腕や袖を親しみをこめて引っ張る。

「嵐嶺様が甦よみがえりなさった。これでやっと息がつける。めでたや、めでたや」

「そのようにまとわりつくな、邪じや鬼きめ」

　言葉では邪じや慳けんにするが、嵐嶺は小鬼たちを追い払おうとはしなかった。

　むしろ、じゃれかかっているのは子犬であるかのような、優しげな表情をしている。

「嵐嶺様のいない三百年。京は息苦しかったのじゃ」

「邪気が足らんで、息苦しかったのじゃ」

「息苦しくて、みな、去いってしもうた。われら、ひっそりと寂さびしかったのじゃ」

「そうか、悪かった。小こ丸まる、赤丸、緑丸」

　詫びを口にした嵐嶺が小鬼たちを撫でた。小鬼たちも、神にひしとしがみつく。

「ああ、ほっとする。嵐嶺様の邪気じゃ」

「嵐嶺様の邪気じゃ。住みようなって、みなも京に戻ってくるはず」

「怨霊どもも集つどうてこよう。京はまた、にぎやかになるのう」

　嵐嶺は月に照らされた京を冷ややかに見下ろし、うなずいた。

「ああ。京はふたたび、おまえらの天下だ。……そうとも」
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　藤ふじの花匂においやかな、御ご所しよの午後──。




　居間で「本日の菓か子し」を楽しむ沙さ綾あやの前を、うつむいた男が通り過ぎた。

　束そく帯たい姿すがたの、なよやかな壮そう年ねんの男だ。雲ひとつない晴れた日だというのに衣装は濡ぬれそぼり、あごや鼻先からは水滴がしたたっている。

　首には、着物を裂さいて作ったような縄なわが巻きつき、だらりと下がっていた。

「ひっ姫様！」

「お逃にげくださいませッ」

　おつきの女によ官かんたちは声をうわずらせて居間を這はい出したが、沙綾は高杯たかつきに盛りあげられた菓子をかじりかけたまま、その場で男を見上げていた。

　居合わせているのは空くう也やと神座の嵐らん嶺りよう。渚なぎは席を外はずしている。

　血の気のない顔をした男は、沙綾とは目を合わせようともせずに居間を横切ってゆく。

　そのままでは柱にぶつかる──という直前で、姿がすう、と消える。

　男の歩いたあとには、水に浸ひたした布を引きずったような跡あとが残った。

　柱は通り抜けていったのだろう。人の姿にしみが残る。

「蔵人頭くらんどのとうの、我が朝ちようどのだ」

　沙綾のほうへ向かってこないかを注意深く見守っていた空也が、緊きん張ちようを解といた。

「蔵人頭様って、たしか先年亡なくなられた……？」

　菓子を吞のみこんだ沙綾は、以前、女官たちから聞いた噂うわさ話ばなしを思い出す。

　御所内の宴うたげの庭で一晩雨に打たれ、発見されたときはずぶ濡れだったという。

「そうだ。鬼き撃げき病びようにかかられてな」

　元気だった者がとつぜん血を吐はいて亡くなるのが鬼撃病だが、言葉の応用範はん囲いは広くて、変死や不ふ審しん死しを取り繕つくろうときにも使われる。

「主上からの勅ちよく旨しを伝える際、間違いがあったとか……？」

　蔵人頭はいわゆる帝みかどの秘書で、勅旨はその命令だ。

「たいしたことではなかったらしいが、我朝どのはひどく気に病やまれたそうだ。そのせいで病やまいに見み舞まわれたのだろう」

「ようは『責任を感じて首をくくった』のだろうが」

　巻きあげられた帳とばりの向こうから、嵐嶺が御所風の婉えん曲きよく話法を台なしにする。

　嵐嶺のくつろぐ神座には、真新しい注し連め縄なわが張りめぐらされていた。

　神前には、注文通りに酒と花が供そなえられている。

　酒は国こく司しからの献けん上じよう酒しゆ、花は異国渡りの薔薇そうびだ。目の覚めるような黄色の花弁の芯しんだけが赤く、ほのかに甘やかな香りが漂ただよっている。

　嵐嶺は薔薇を気に入ったようで、一輪をもてあそびながら、我朝を見ても逃げもせず、悲鳴すらあげなかった沙綾に向かって言う。

「おまえ、幽ゆう霊れいが怖こわくないのか」

「いちばん怖いのは、生きているヒトの悪意だと思いますから」

　本ほん音ねを言って、沙綾はまずかったかと嵐嶺の様子を窺うかがう。

（悪意──怨うらみで、身を滅ほろぼした本人に向かって言ってしまった）

　だが嵐嶺は軽くうなずいた。

「おまえとは気が合いそうだ」

「四し半はん刻こくも経たてば、真逆のことをおっしゃるでしょうに。でもそうですね」

　気は合いそうなのだ、たしかに。

　どうやっても合わないのは立場だ。沙綾は〈神凪姫かんなぎ〉。

　嵐嶺は彼女が封ふうじねばならない黒こく牙が神しん。

　へんてこな同居生活も、そろそろ一ひと月つきになろうとしているいま、正直に言えば、沙綾は自分の気持ちがよくわからない。

（このままがいいの？）

　ふっと心にそう訊たずねたくなるときが、ある。




[image: ]




「よくないです、よくない。だって、ここのところ急に怪かい異いも増えて──」

　沙綾は新しい菓子に手を伸ばしながら、声に出していた。

　彼女の周りには、定番珍ちん品ぴん含ふくめて、十数種類がそれぞれ高杯に山盛りにされている。

　菓子も食べずに死にたくないと泣いて以来、沙綾の部屋から菓子が消えたことはない。

　いつでも心置きなく食べ放題なのだが、それはともかく、怪異の話である。

　このところ、御所では頻ひん繁ぱんに幽霊が見られるようになった。いまの我朝は害のないたぐいだが、なかには呪じゆ詛そを吐きかけるような者もいるという。

　京みやこからも、

『小鬼に川へ引きずりこまれかけた』

『顔が前と後ろについた犬に路みちを横切られたあと、家族が頓とん死しした』

『家族が不意の病に寝ねこみ、呪じゆ言ごん師しに視みてもらったところ怨おん霊りようがついていた』

　こういった話が、次々と聞こえてくる。

「なんとかしなければ。ですよね」

「と言いつつ、おまえはなんで我われの顔を見る」

「それはやはり、怪異とあなたの復活が密接に関わっているように思いますので」

「関わっているだろうな。我の邪じや気きは、小鬼めらにとっては好物らしい」

　嵐嶺の言葉が終わらないうちに、その小鬼がどこからともなく現れた。

　子犬のように頭を突き出して黒牙神に撫なでてもらうと笑顔になり、燈とう台だいの灯とう心しんをいじって火をつける。

　それをそのまま持ち出し、几き帳ちよう、幅の筋すじ、御み簾すの縁へりと次々に火をつけながら庇ひさしへ消えた。

「ふっ、小こ丸まるめ」

　子どものいたずらを見守るように嵐嶺がほほえむ。

　そうしている間にも、緑色の炎ほのおは鬼火さながらに揺ゆらめいた。

　女官たちが悲鳴をあげながら庇に這い出る。

「きゃああ、火が！」

「だれか、水を、水を！」

　庇のほうでも同じ騒さわぎが起こっているようだった。駆かけ回る足音が聞こえてくる。

　沙綾の部屋の火は、空也が茵しとねで叩たたいて消し止めた。

　その様子を眺ながめていた嵐嶺が沙綾に片かた眉まゆをあげて問う。

「おまえ、尻しりに根が生はえているのか？」

「いや、まず小鬼を止めましょうよ」

　野放しにしておいて、逃げもしないと非難されてもな、と思う。

「それでもいちおう申しあげますと、たいしたいきおいじゃなかったので、座ったままでも大丈夫かと」

「そういうやつが、火事で逃げ遅おくれて死ぬんだ」

「ある意味まっとうですけれど、黒牙神様のお言葉としてはどうかと思いますし、人死にを出したくないのなら、大おお丸まるちゃん？　注意してください」

「小丸だ、馬ば鹿かめ」

「馬鹿はどこぞの神であろう。わたしがいて、沙綾が焼け死ぬなど万にひとつもありえん」

　空也が聞こえよがしに言った。ひとりごとだという態度で、目も合わせない。

「無む駄だ吠ぼえするとは、躾しつけのなっていない犬だ」

　応じる嵐嶺も、あくまでひとりごとの体ていである。

　神と兄とのやりとりは、たいがいこれだ。あてこすりの応おう酬しゆう。

　放っておけば果てしなくつづくため、沙綾は話を進めた。

「あなたに惹ひかれて鬼や怨霊が出てきているのなら、取り締しまっていただけませんか」

「だれが？　我がか？」

　鼻で笑う嵐嶺に、沙綾は拳こぶしを握にぎってみせる。

「そうです。ここはひとつ黒牙神のご威い光こうで、ぐぐっと」

「断る」

　即答された。まあ、そうだろう。

　沙綾はめげずに指を二本立てた。

「では、第二案。しばらく封じられていただけますか？」

「封じられろだ？」

「はい。たとえば、香る薔薇を手のひらで包みこめば蝶ちようも諦あきらめるでしょう？　それと同じで、あなたにお隠かくれいただければ、みなあるべき場所に帰るのかと」

「ほう。空気は読めんが、状じよう況きようを読むことはできるらしいな。しかし断る」

「褒ほめてるのか貶けなしてるのかわからない感想のあとで、嬉うれしそうに拒きよ否ひって黒牙神様らしいですね」

「なんとでも、好きなように言え」

　相手にしない嵐嶺に、沙綾は食くい下がった。

「ほんの数日だとしても？」

「たった一いつ刻こくでも断る。甘い顔をすると、つけこんで欺だますのがヒトだからな。封じられてやったとたん、僧そうどもに封ふう呪じゆでがんじがらめにされるのが目に見えているわ」

「経験者だけに、含がん蓄ちくのあるお言葉です」

　うなずくと、嵐嶺がいやそうに沙綾を見み遣やった。

「おまえこそ、神相手によくもそう気持ちよく毒を吐ける」

　ぼやくようにそう言ったが、怒りもわめきも否ひ定ていもしない。

「こういうのはアリなのですね」

　嵐嶺の新たな一面を見たように思い、沙綾は言った。

「なにがだ」

「はっきりものを言われるのは、お嫌きらいじゃないのだなあと」

「裏表があるよりは、よほどな。人により見せる顔が変わる。信じていたのに裏切られる。そのほうがつらい。違ちがうか？」

「いいえ」

　その通りだと思います、という言葉を沙綾は吞みこんでしまった。

　彼はそういう経験をしたのだろうか。

　訊きけない気持ちを悟さとられぬよう目をそらし、ふと思いついたことを訊ねる。

「あのう。純じゆん粋すいな興味からの質問なのですが」

「なんだ」

「封じられるというのは、どんな感じなのでしょう」

　とくに意味はないけれど、機会があれば訊いてみたいと思っていたことだ。

「このうえもなく不快だ。意識が凍こおり時が止まる。なにもかもが死ぬ」

　思いがけず率直だった嵐嶺が、今度は逆に沙綾に訊ね返してくる。

「おまえのほうはどうなんだ、〈神凪姫〉。だるいだけか？」

「ひっくるめればそうですけれど、身体からだが重くて、息がしづらくて、つねにめまいがし、生きているのがしんどいなあっていう瞬しゆん間かんが、一日を構成しているといったらわかってもらえますか」

「ちっともわからんが、……悪かったな」

　嵐嶺が言った。それはむっとしての言葉ではなく、すまなそうで、沙綾は慌あわてる。

「いえ、すみません。文句ではなく、それが務つとめですから」

　言外に「おまえのせいだ」と言ったつもりはなかったが、そう聞こえただろうか。

「気にするな。おまえはただ、自分の状態を説明しただけだろう」

　そうなんですけれど。

　沙綾には言葉を返す嵐嶺の横顔が寂さびしそうに見えてしまったのだ。

（なんだか、わたしってヘン）

　嵐嶺のことが気になってばかりだ。

　胸むねがざわつくのを紛まぎらわせるために、沙綾は高杯の菓子に手を伸ばす。

「美お味いしい」

　一口食べると、甘い幸福感が広がった。

　頰ほおを緩ゆるめる沙綾に、嵐嶺が冷ひややかな目を向ける。

「なんだその、平安そのものの顔は」

「なんだといわれましても、お菓子を食べるとほっこり癒いやされるので……」

「ふん。餌えづけしたくなる顔だ」

　嵐嶺が神力で菓子を小さく割り、かけらをふわふわと沙綾の口元に運ぶ。

「！」

　横からひったくった空也が、すさまじい目つきで菓子を自分の口のなかに押しこんだ。

　宙で待たい機きしていた残りの菓子もひっつかんで、次々と丸吞みする。

　目を据すわらせて、彼は言った。

「そなたに餌づけしていいのは、この兄だけだ……！」

「えーと。兄様にも餌づけしていただかなくていいんですが」

　沙綾の言葉は、空也の耳には入らなかったようだ。

　もともと、兄の耳はそういう特とく殊しゆ構造になっている。

　嵐嶺は呆あきれ顔で兄妹を見比べた。

　神座のなかであぐらをかき直し、あらためて脇きよう息そくにもたれるとあごで沙綾を示した。

「おまえ。そうやって甘やかされつづけると、いまに大変なことになるぞ」

「ご自分でお菓子をくださった直後にそれって、どれだけオレサマなのですか。ですけど、大変なことって？」

「肥ふとるぞ」

　答えた嵐嶺は、自分の言葉を訂てい正せいした。

「というか、肥ったな〈神凪姫〉」
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　沙綾は呆ぼう然ぜんと、嵐嶺の言葉を繰くり返した。

「肥った……」

「信じられんなら、目ん玉をひん剝むいてよく見てみろ」

　鏡かがみ台だいにかけられていた鏡が、神力に運ばれてやってくる。

「？　頰の色はいいみたいですけれど」

　よく研とがれた鏡に映る自分を見つめていると、自然と喜びが湧わいた。

「またそれか。参考までに、なぜ笑う？」

「頰がほんのり桃もも色いろだなあ、と思って。われながら、朝が来るたびに幽ゆう鬼きのように青ざめた顔を見るのは、いい加減気が滅め入いっていたので」

「生き生きした自分に、わくわくしとんのか」

　たしかめる口ぶりに、沙綾ははたと気づいた。

「とお訊ねになるということは、もしかしてわたし、これも空気が読めていないとか」

「まったく。ぜんぜん、これっぽっちもな」

　肯こう定ていしながら、嵐嶺が神座から出てきた。あっけにとられる沙綾の前に座り直すと、やおら手を伸ばして、衣装の上から沙綾の腹部をつまむ。

「の──!!　わたしの沙綾の腹に手をっっ！　おのれ黒牙神、手を離さぬか!!」

　空也が絶ぜつ叫きようした。

　抜刀しようと鞘さやを腰こしだめにするが、嵐嶺が横目でひとにらみして阻はばむ。

「むん？　むっ──!?」

　そうしておいて、嵐嶺はむにっ、という手て応ごたえについて沙綾を問いただす。

「これはなんだ、〈神凪姫〉」

「ええと。贅沢品かと」

　焦あせりまくりながら沙綾は答えた。

　大勢の使用人を使い、美食三ざん昧まいでぐうたらできる者のみが蓄たくわえられるあれだ。

　沙綾の動どう揺ようを嗅かぎとった嵐嶺が、獲え物ものを見つけた猫ねこのように目を細めた。

　強調するように、贅ぜい沢たく品ひんをふるふるする。

「こんなものをまとっておいて、肥ってないと？」

「ややや、やめてください」

　ふるふるは反則だ！　羞しゆう恥ち心しんに火がついて払いのけようとするが、神の手はそう簡単には外れない。

（お菓子だ）

　沙綾はいまさらながら、菓子の盛られた高杯に取り囲まれて過ごした一月を後こう悔かいした。

『美お味いしいお菓子を、お腹いっぱい』

　その夢を一月近くも叶かなえつづけ、体力を奪うばう黒牙神はいない。当然の贅沢品だ。

「気にするでない、沙綾。おなごは、ふっくりしているほうがかわゆらしいのだ。贅沢品大だい歓かん迎げい！　兄は目方が百ひやつ貫かんでもそなたを愛する……！」

「百貫でも」

　愛刀と格かく闘とうする兄のなぐさめが、逆にぐさりとくる。

　嵐嶺は沙綾の心を見抜いていた。さらにふるふるしながら、脅おどしをかけてくる。

「このまま食いつづけたら、早そう晩ばんブタになるだろうな」

「ブタ……！」

　沙綾は目をいっぱいに見開いた。

（ブタってナニ？）

　うろたえた表情で見遣ると、心得た兄がすぐに説明する。

「外とつ国の、むっちりと色白の獣けもののことだ」

「むっちり──!!」

　これはもう、どんなに兄が頑がん張ばったところで褒め言葉ではない。

「尻がでかくてな、叩くと『ぴぎー』と鳴くんだ。なかなか面白い」

　嵐嶺の追い打ちに、沙綾はわなわな震ふるえた。

　両手で神の腕うでを押さえると、見上げて懇こん願がんする。

「すいませんやっぱり封じられてください……！」

「我が戻もどれば、蓄えた贅沢品はすぐにでもなくなるからか？　ふむ？　まあこの程度の贅沢品なら、二日というところか？」

　嵐嶺はふるふるをタプタプに変えて推おし量はかった。

　さざ波に耐たえきれず、沙綾は悶もん絶ぜつした。

「きゃー。いやー。やめてください～！」

「ふははは、はははははは！」

　沙綾の狼ろう狽ばいは、嵐嶺にとって美酒のようなものらしい。俄が然ぜん元気になった神が、ねちねちと言葉をかさねる。

「そういえば、おまえの煩ぼん悩のう帳ちようには贅沢品のことは書いてなかったな。どうだ、この音、このうねり。まったりとしていながら、それでいてたしかな重量感」

「～～～～！」

「どうした？　いつものように『煩悩帳に書いてないので反応できない』と言わんのか？　ほら、いいぞ。ボケてみろ。いっそボケ倒たおせ」

「言葉が出ません～～」

　降こう参さんも同然の言葉に、嵐嶺が紅あかい髪かみを振り立てて嗤わらった。

　大だい哄こう笑しよう。さもありなん、と沙綾は心の片かた隅すみで、やけに冷静にそう思ったりもする。

（わたしが空気を読めないせいで、いじった通りに反応するなんて滅めつ多たにないから）

　沙綾との会話の九割は、嵐嶺の激げつ昂こうや逆上で終わる。

　だからさぞかし気分が良かろう──が。

「だめです。哀かなしくなってきました」

「いまごろか!!」

「はい、にぶいですよね。だけど、おまえは醜みにくくなったのだと連呼されていると──」

　じわじわ効きいてきて、心がしぼんでくる。

　涙なみだが両目ににじむと、とたんに嵐嶺が浮き足だった。

「ま、待て。どういう涙だそれは！」

「わたしって生きている意味がないんだ、乙女おとめ失格でみっともなくて最低で終わってる存在なんだ、という涙です」

「ちょ、ま、だれがそこまで言った？　言ってないだろうが言ってない！」

「いいや、言った。この護ご持じ大たい将しよう、しかと聞いた」

「混ぜっ返すのはやめろ、病んでる犬！」

　嵐嶺はさらに焦った。なんとか沙綾の気持ちを引き立てようと知恵を絞しぼる。

「そうだ、一緒に町歩きをしてやる。菓子を控ひかえて身体を動かせば、こんなものはすぐになくなる。な？」

「キレ神が封じられればいんじゃね？　そうすれば、沙綾はいらぬ苦労をせんですむ」

　空也のひとりごとを、嵐嶺は真剣に検討したようだ。

　しょんぼりと床ゆかに手をついた沙綾に、なにやら自分を納なつ得とくさせつつうなずく。

「まあ、一日二日ならば、な」

「ほんとうに？」

　沙綾がぱあっと顔を輝かがやかせると、嵐嶺はそっぽを向いた。

「べつに、おまえが泣いたからじゃない。悪いと思ったからでもない」

　泣いたからで悪いと思ったからなのだな、と沙綾にはわかった。くすっと笑ってしまう。

「！　次は笑うのか。泣きべそはどうした」

「どこかへ行ってしまいました」

　黒牙神様が面白いから。

　怒って、嗤って、困る。嵐嶺の表情はくるくる変わる。

「だけど町歩きもしたいです。ご一緒に」

　沙綾は言った。憧あこがれのひとつだったそれを、嵐嶺としたら楽しそうだ。

　が。

「ゆーるーさーんー。キレ神とおでかけなど言ごん語ご道どう断だん──」

　空也が地の底から響ひびくような声を出した。

　神力の呪じゆ縛ばくが外れたので、動いて神と妹とをわけ、妹の両りよう肩かたをがっちり摑つかむ。

「兄が行こう」

「兄様？」
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「兄がぜひともそなたにつきあってやる。町だろうが山だろうが浄じよう土どだろうが、どこへでもゆくから兄と出かけよう！　よし！」

「あのう、兄様。そんなに気合いを入れなくても、ご一緒してと頼むつもりでしたが」

　黒牙神とふたりでは不安、というよりも、兄抜きの行動自体を考えついていなかった。

「ならば、兄とふたりきりでよいだろう。キレ神など無用だ。そうだな？？」

　肯定以外認めない、とそのまなざしが言っている。

「えー」

　そこへ割って入ったのは渚だった。いつの間にか用事を済ませ、戻ってきていたらしい。

「姫様も大将殿も馬鹿ですか。ここは嵐らん公こうを騙だまし討うちにするところですよ。せっかく、一日二日なら封じられてもよいと、お人ひと好よし丸出しな提案があったのに～」

　渚らしくもなく腹黒な提案を、渚らしく嵐嶺を前にダダモレにして、口を押さえる。

「あっ。もしかして、ご兄妹でそっちへ誘ゆう導どうしているとちゅうでしたか？」




　欺だますのは、ヒト。




　嵐嶺の苦い声を思い出し、沙綾ははっと神を振り向く。

「違います。わたしたち、そんなつもりはなくて」

「わかっている」

　返答は早すぎて、弁解を拒こばむように聞こえた。

　黒牙神の目を見たが、鎧よろってしまったように感情が読めない。

　嵐嶺は沙綾の視線には気づかぬそぶりで、空也にあてこすった。

「病んでる犬に、そんな高こう尚しような芸当ができるわけがない」

「ふん。キレ神ごときが、姑こ息そくな手を使ってもらえるなどとうぬぼれたことを抜かす」

「憐あわれな犬だ。遠吠えしか能がない」

「は。絡からみまくる、さみしんぼうの神こそ失笑ものであろう。プーッ」

　神と兄とが厭いや味みの応酬をはじめるのを、沙綾は取り残された気持ちで聞いていた。

（わたしは、信じられてない──？）

　嵐嶺が「そんなことはしない」と否定したのは空也のみだ。

　たんなる話の流れ。そうかもしれない。

　故意に避さけた、と思うのはきっと沙綾の穿うがちすぎなのだろう。

　沙綾は気持ちを切り替えることにして、微び妙みような表情をしている渚に目を向ける。

「姫様。あの、ぼく、またやってしまいました……？」

「そうだけど、いいのよ。それよりも、大だい僧そう正じよう様はあなたになんのお話だったの？」

　渚は僧たちの詰め所に呼ばれていたのだが、半人前どころか四分の一人前扱あつかいされている彼にしてはめずらしいことなのだ。

　水を向けると、渚は興奮をぶり返らせて手を打った。

「そうそう。それがですね、僧院のほうにすごい報しらせが舞まいこんだんです」

「京みやこでなにか起きたの？」

「京ではなく大埜国おおののくにのほうなのですが」

　大埜というのは京から二日の距きよ離りにある郷ごうで、嵐嶺の滅ほろぼした京があった場所だ。

「なんと、九く曜よう様が甦よみがえられたというんですよ」

「それって、まさか」

「はい。嵐公を封じた立役者、伝説の呪言師どので、ああっ」

　口から出た言葉をかき集めて吞みこもうとしたが、もう遅おそい。

　嵐嶺の目の色が、にぶく濃こく変わった。額ひたいにも花し神る字しが浮かぶ。

「きゃつめが、甦っただと？」

　黒牙神は手をひらめかせ、神力で渚を面前まで引き寄せる。

「わわっ」

　見えない手で押さえつけるようにその場に据えると、詳くわしい説明を強しいる。

「おまえの聞いてきたことを、はじめから話してみろ」

「っておっしゃられても、ぼくにはなんのことだか──」

「すっとぼけていてもいいがな、小こ童わつぱ。おまえが口を割らんと、今こ宵よい中に女官がひとり、鬼の馳ち走そうとなるぞ」

「っ姫様。えげつない脅しをかけられているんですが～～！」

　判断をゆだねる渚に、沙綾は「話していい」とうなずいた。

「ですから、いまの話の通りです。先日、大埜国の国司様のところに九曜様の子孫だというかたが現れて、九曜様が子孫であるご自分のなかに甦ったと──」

「いや、渚。そいつはたんに残念なヤツだろう。だいたい、九曜が子孫を残したかどうかは不明だと聞いたぞ」

　決めつける空也に、渚がつづける。

「そうなのですが。資料がないので、九曜様が絶対にお子様を残さなかったとも言い切れないわけじゃないですか。それに、そのかたは証しよう拠ことして、首に白びやつ光こう天てんの御お力ちからのこもった首飾りを提さげておられたとか」

「白光天様って、喪うしなわれた白羅神様──でしたよね？」

　沙綾は驚おどろいて訊いた。

　九曜が力の源として頼たよっていた神は、嵐嶺との戦いで本質を砕くだかれ霧む散さんしたはずだ。

　少なくとも、歴史書にはそう記しるされている。

「なのに首飾りに御力がこもっているということは、ご復活されたのかしら？」

「どう思いますか、嵐公。こういう黄よ泉みがえりってあるのでしょうか？」

　考えても埒らちがあかないと思ったのか、渚は当事者に訊ねるという暴挙に出た。

　嵐嶺は渚をにらんだが、結局はつっぱねずに答えた。

「三百年経てば、神もふたたび形をなすこともある。黄よ泉みがえりも、我の復活に釘くぎをさすような術を施ほどこしていたとすれば、あるいはな。やつのことだ、我と相討ちする気などさらさらなかっただろう。死は終しまいの『し』。なんの花実が咲くものか──」

「そうですよね、生きて帰らなければ、その後の宴えん会かい豪ごう遊ゆうウハウハも、女性にもてまくるのも、帝から金銀財宝や美しい皇女ひめみこの下か賜しもナシですものね」

　沙綾は理解を示したのだが、嵐嶺が呆れる。

「……おまえ。俗ぞくっぽすぎるぞ〈神凪姫〉。だがまあ、意味はおおむね合っている」

「だからこそ、いま黄泉がえったのか」

　思案顔になった空也に渚が答える。

「九曜様はどうやら、嵐公を封じる大だい修ず法ほうを執とり行うつもりだとか、あわわわわ」

　目論見もくろみまで明かしてしまった渚はあたふたと口を押さえたが、遅すぎる。

「大修法を編むには十日はかかる」

　嵐嶺は言って、神力で抑おさえつけていた渚を放り出した。

「つまり、我にとってはいまが狙ねらい目ということだ」

　神がそうひとりごちたのはいい。

　よくないのは、そのまま沙綾をすくい上げるように抱かかえたことだ。

「えっあの、黒牙神様!?」

「なんのつもりだ、キレ神！　わたしの沙綾をいますぐ下おろせ！」

「断る」

「ですけど、黒牙神様。わたし、大埜まで町歩きするというのはちょっと」

　抱だきあげられ慣れてはいるが、兄とは明らかに違う感かん触しよくに沙綾はどぎまぎしていた。

　嵐嶺の現世うつしよ用の身体は木のように硬かたく、触ふれている実感があるのに幻まぼろしのようでもあり、惑まどわされているような錯さつ覚かくに陥おちいる。

「大埜まで町歩き。よくわかったな、〈神凪姫〉」

「それは、この話の流れですし、あなたが立ち上がったわけですし」

　察せられないほうがおかしいと思うのだが──。

　嵐嶺は取り合わず、ふうっと宙にのぼった。

「うそ、きゃあっ、天てん井じようが！」

　ぶつかる、と神の腕のなかで身を縮めた沙綾は、奇妙な感覚に襲おそわれる。

　冷たく、透とう明めいでぐにゃりとしたものに圧おしつけられるような息苦しさ。

「白羅神様──！」

　神に祈りを捧ささげたときにはもう、沙綾の身体は嵐嶺とともに宙に吸いこまれていた。
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　空也は帝みかどが政務を執り行う〈央おうの宮みや〉へと飛びこんだ。

「やりおったな、雪ゆき王おう！　貴様の入れ智ぢ慧えだろう!!」

　文官を押しのけ、居合わせた大臣などものともせず御簾を跳はねあげ罵ば倒とうする。

　今きん上じよう帝ていは青ざめる大臣たちをよそに、扇おうぎで優ゆう雅がに「座れば？」と指し示した。

　むろん、命令を聞く空也ではない。

「そうやっておまえがカッカしているということは、黒牙神は大埜へ向かったか」

「沙綾もだ!!」

　黒牙神のみが向かったのならば、空也の知ったことではない。

「キレ神めが、沙綾を連れ去りやがった。つきまといの次は、連れ去りだ！」

「なるほど、『つ』尽づくしなら次は『連れこみ』でどうかな、空也？」

「尽くしてみろ。わたしは貴様を『突き殺す』」

「きっちり『つきあう』あたりが、おまえらしい。むろん、そういうところも見越していたのだがね」

「──」

「儀ぎ丞じように渚をわざわざ呼びつけさせて、九曜のことを吹きこませただけだと思っていたのなら、空也は甘いねえ。渚が不用意にもらした一言を、おまえが胡う散さん臭くさがって初めて、ほんとうらしさが増すのじゃないか」

　自分も利用されたのかと思うと、空也はぐうの音ねもでなかった。

　大僧正がわざわざ、粗そ忽こつな渚に情報を与えたあたりで胡散臭いと気づいたが、まさかそれに対する彼の反応まで折りこまれていたなど。

「帝としては、得がたい資質なんだろうな」

　人としては最悪だがとつぶやき、空也は幼おさななじみに片かた眉まゆをあげる。

「九曜の件は作り話か」

「国司が、九曜の子孫を名乗る男を招まねき入れたのは事実だ。ただし真しん贋がんについてはね」

「贋にせ者ものなんだな」

「それはどうか知らないが、いまはさして問題ではない」

　あえて情報を流した僧たちの真の狙いを空也は察した。

「利用できるものは利用して、とにかくキレ神を京から出したい……わけか」

「その通り。黒牙神を四、五日留る守すにさせれば、封呪言が編みあがる」

「邪じや魔まされないから、か」

「さよう。九曜の再来が真まことであり、嵐公を仕留めればそれまで。贋者であっても儀丞らの準備がととのう、というわけだ」

「二段構えにするのか」とつぶやいた空也は、帝からつと目をそらす。

「欺すのは、ヒト。たしかにな」

「なにやら知らぬが、ぼやくだけぼやいたら行け。おまえの役目は、洛らく外がいへの足止めだ」

「キレ神をか」

「そう。まあ、〈神凪姫〉ともどもということになるがね。こちらの用意ができるまで、戻らぬように」

　今上が合図をすると、近きん習じゆうが布包みを空也に差し出した。

「なんだ、この布包みは。中身は箱か？」

「おまえの好物ばかりを入れてある」

「！　弁当！」

　今上は満面の笑みを浮かべた。

「どうせ、馬の用意しかしていないのだろう？」

　怒ど鳴なるだけ怒鳴ってすぐに、馬に飛び乗るつもりだったのもお見通しなわけだ。

　空也はぶすっとしたまま弁当をひったくった。

「貴様は。昔から、人の神経を逆さか撫なでするのが得意だな」

　すると今上は、やんわりと否定する。

「違う。余はおまえの神経を逆撫でするのが『得意』なのではなく、『好き』なのだ」

「!!　行ってくる！」

　おちょくられて憤ふん慨がいし、床板を踏みならして足音も荒あらく去ってゆく空也を、今上は扇をひらめかせて見送った。

「やれやれ。かわいいね、空也は」

「……おそれながら、主上」

　一部始終を聞いていた大臣が言った。

「連れ去られた〈神凪姫〉様は、大丈夫なのでござりましょうか」

「さてな」

　まったく興味がない、という顔で今上は応じた。

「あの娘むすめはトロくさげだが、意外と冷静だ。危あやういことがあっても切り抜けるだろうよ」

「ですが、もし〈神凪姫〉様になにかあれば、われらは」

　大臣は今上の目つきに気づいて口を閉じた。

「そう、言わぬほうがいい。詞ことばには魂たましいがある。真を引き寄せたら、そちにいっさいの責めを負わさねばならぬからな」

「いや。それは、その。ひらにご容よう赦しやを」

　しどろもどろになる大臣をそのままに、今上は政務に戻った。

「空也、弁当をひらいたら天も裂けよと吼ほえるだろうな。ふふ」

　ああ、また頭に血がのぼるような仕掛けをしたのか。

　今上のつぶやきを聞いた臣下はみな、護持大将に同情した……。
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　空は青く澄すみ渡り、どこかから、小鳥たちのさえずる声も聞こえてくる。

「すごい……です」

　沙さ綾あやは眼下の光景にそう言ったきり、言葉を失なくした。

　私室から連れ去られた事実も頭のなかから吹っ飛び、いつしか、嵐らん嶺りようの衣装をしわになるほど握にぎりしめている。

　神が沙綾を抱かかえて連れてきたのは、京みやこ内うちにある五ご重じゆうの塔とうのてっぺんだった。

　ある日の宵よいに、嵐嶺がたたずんでいたあの場所だ。

「この塔が京でいちばん高いからな。よく見渡せる」

　嵐嶺の言葉通り、そこからは京が一望できた。

　ひしめき合う庶しよ民みんの家。高い塀へいに囲まれた、貴族の邸やしき。

　それから、北の中央に位置するのは御ご所しよだ。目抜きの南みなみ大おお路じにつながる大門がひときわ立派に、その姿を見せつけている。

　まだ日は高く、通りには活気があった。物売り。それを呼び止める人。荷車。どこかへ遊びに行くのか、貴族の華はなやかな乗物。

「あのう。黒こく牙が神しん様はなぜこちらに？」

　九く曜ようを討うつために御所を出たにしては、下おりた場所が変だ。

　嵐嶺は見上げた沙綾と目を合わせず、京を眺ながめ下ろしたまま答える。

「おまえ、自分が暮くらしている京を見たことがあるのか」

「ないです、けど」

「けどじゃない。そういうことだ」

「わたしに、匂く桜おう京きようを見せてくれたのですか？」

　驚いて訊たずねると、なんか文もん句くあるかという顔でじろりとにらまれた。

「町歩き、と約束しただろうが」

「歩き、ではないですが、たしかにこれって見物ですよね。ありがとうございます」

「ったく、おまえは。素直に一言、礼だけ言えばかわいいものを」

　ぶつくさとこぼした嵐嶺がそのまま、つい、と風に乗る。

「黒牙神様？」

　空に浮かびあがられ、焦あせってしがみつく沙綾に嵐嶺は言った。

「もう京は見たな？　長居は無用だ。行くぞ」
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　そうして嵐嶺が次に現れた場所は洛らく外がいの廃はい寺じで──。

　床ゆかに足がつくなり放り出された沙綾は、ものめずらしそうに見回しつつも首をひねった。

「ここって……、国こく司し様のお邸ではないですよね、どう考えても」

「見ればわかるだろうが」

「わかるから、あららと思ったんです。九曜様と対決するのですよね？」

「そのための準備だ」

　嵐嶺の答えはみじかくそっけない。

「あのう、ノリが悪いですよ黒牙神様。『助けて』とか『帰してください』だろうが、というつっこみ、待っているんですけれども」

　本気で待っていたわけではないが、重苦しい雰ふん囲い気きがいやで沙綾はそう言った。

　が、嵐嶺はうるさそうに沙綾を見ただけで終わる。

「もしくは、遅おそまきながら叫さけびましょうか」

「いらんわッ」

　嵐嶺がお約束のように怒ど鳴なり、そんな自分に腹を立てたように顔をしかめて横を向く。

（……？）

　神の変化に、沙綾は軽く目を瞠みはった。

　嵐嶺の目の色は、黒に近い濃い紅あか色になったままだった。

　額ひたいの花し神る字しも、いまだうっすらと残っている。

「もしかして、ご機き嫌げんがお悪かったりします？」

「もしかしなくても、そうだ」

「またわたし、気に障さわることでも？　空気が読めていなかったとか」

　しつこく訊ねる沙綾に、嵐嶺はようやく目を合わせた。

「おまえが我われの気に入るようなことを言ったためしがあるか？　空気が読めたためしも」

「いえ、ありません。すみません」

　あっさり詫わびた沙綾に「あのな」と嵐嶺が言いかける。

　いつものようなやりとりがはじまる前に、彼はふいと口をつぐんだ。

「どうかなさって──ますよね。九曜様のことですか？」

　遠回しに訊ねかけた沙綾は、直球に切り替えた。

　九曜の話を聞いて以来、嵐嶺の様子はがらりと変わってしまっている。

　たしかに、沙綾に京を見せてはくれた。けれど、御所で彼女をからかっていたときの雰囲気はこそげたようになくなっていた。

「久しく思い出さずにいたものを──」

　うつろに響ひびいたつぶやきは、九曜に対する言葉だろうか。嵐嶺の声には、聞いているほうの膚はだが粟あわ立だつような怨おん情じようがこもっていた。

　ふつふつと邪じや気きがたぎり、そういうときの嵐嶺は遙はるかに遠い存在となる。

　知らず渇かわいていたのどを湿しめして沙綾は訊きいた。

「九曜様が憎にくい、のですよね」

「憎い」

　即答した嵐嶺が、感情をもてあますかのように瞳ひとみを惑まどわせた。

　すい、と、うららかな外にほの昏ぐらい視線を移す。

「あのとき仕留めたはずが、こうしてふたたび見まみえるのかと思うと、我のさだめはどれほど呪のろわれているのかと問いたくなる」

　呪う側の言葉とは思えないそれは、嵐嶺の本心なのだろう。

「それほどの確かく執しつがおありなのですか」

「──。ヤツが二度と黄よ泉みがえりできぬよう術を施ほどこさなかった、おのれがふがいないわ」

　嵐嶺はそう答えた。直接の答えでないが、これは肯こう定ていと同じだ。

「黒牙神様。九曜様を滅ほろぼすおつもりなんですよね？」

　そのための準備だと聞いていたが、沙綾はなおたしかめた。

「もちろんそうでしょうけど、だからこそ京も飛び出したわけですけれど。でもあのう」

「なにが言いたい、〈神凪姫かんなぎ〉」

　言いよどむ沙綾に嵐嶺が焦じれた目を向けたとき、にわかに周りが騒さわがしくなった。

「やれ、嵐らん公こうじゃ」

「嵐公が御所を出りゃった」

「嵐公、われらと遊んでくなんしょ」

　どこからともなく現れた小こ鬼おにたちが、嵐嶺を取り巻いて口々に喋しやべった。

　みな、鳥のような嘴くちばしと羽根の抜けた翼つばさ、餓が鬼きのようにふくれた腹の異い形ぎようだが、よく見るとあどけなく、しぐさも口調もどこか憎めない。

「小こ丸まるちゃん、灯とう心しん、持って来ちゃったのね」

　小鬼の一匹が、先の黒くなった灯心を握りしめている。

　灯心にまじまじと目を落とした小丸が、なにを思ったか、それを沙綾に差し出した。

「よせ」

　受け取ろうとした沙綾の手を嵐嶺が押さえる。

　沙綾が抗こう議ぎするより早く、灯心がくねる蛇へびに変わって屋根に落ちた。

　鈍にび色いろの蛇はのたうちながら牙きばを剝むき、黄色っぽい霧きりのようなものをしゅう、と吐はく。

「！」
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　嵐嶺が片かた袖そでを一振りすると、霧は風にさらわれて消し飛んだ。

　火を吹いた蛇も縮むように燃えて、カラカラに乾いた淡たん灰かい色しよくの炭すみになる。

「邪じや鬼きどもめ、お悪い戯たが過ぎると仕置くぞ」

　嵐嶺はにらみを利きかせたが、小鬼たちはてんでに文句を言った。

「じゃって、嵐公。この者は〈神凪姫〉ぞ？」

「嵐公を封じてしもうた、憎いにくぅい、〈神凪姫〉ぞ？」

「ちょっとくらい、懲こらしめてもよかろうぞ？」

「だめだ。この女には手を出すな。手を出せば、かわいいおまえらでも殺けす」

　そこまで言われてようやく、小鬼たちは口をつぐんだ。

　不服そうな彼らに、嵐嶺は仕事を与える。

「その代わり、使いをさせてやる。九曜が黄泉がえった。そのことを邪じや衆しゆうどもに触ふれ回ってこい」

　九曜と聞いて、小鬼たちが色めき立った。

「九曜!?　九曜とな嵐公」

「あの憎き憎き憎き九曜か！」

「そうだ。どうやら子孫がいて、そいつを器うつわにしたそうだ。くそいまいましいことに、白びやつ光こう天てんの首飾りまでつけているらしい」

「口くち惜おしや、白光天も黄泉がえったか！」

「気をつけろよ。あれにやられたら、我でもおまえらを治してやれんからな」

「承知」

「承知じゃ嵐公」

「思いきり触れ回ってくるぞ、嵐公」

　小鬼たちは翼を羽ばたかせて、破れた屋根からパタパタと飛んでいった。
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「九曜様の黄泉がえりって、邪衆のかたがたが知ったら騒ぎになりますよね？」

　小鬼たちの背中を見送った沙綾は訊いた。

「みなさんにしてみれば、呪じゆ言ごん師しなんて仇かたきみたいなものでしょう？　九曜様はその最たる御お方かたなわけですし」

　当然だという顔をした嵐嶺が答える。

「おっつけ、ここにも来るぞ。九曜を血祭りに上げることに目の眩くらんだ輩やからどもがな」

「決起大会でもなさるんですか」

「九曜を倒たおし、かつ世を邪衆われらのものにするために集つどうことを指すのならばそうだ」

「それ、黒牙神様はどうなさるおつもりですか？」

「どう？　ふん、煽あおらんでどうする？　とことんまでな」

「で、九曜様にみなさんを差し向け討たせようと？　それって…………」

　半はん眼がんになった沙綾に嵐嶺が反応する。

「なんだその白い目は？　言いたいことがあるなら、はっきり言え」

「言ったらキレるくせにですか？　でもお望みとあれば申しあげますけれど、──セコ」

「!!」

　あんのじょう嵐嶺は激げつ昂こうした。が、すぐにその怒りを引っこめて沙綾に無関心になる。

　いや、なろうとしている──？

　神は意識して距きよ離りを置こうとしているようだ。

　どうしてだろう。

　これまでは、ほんとうに黒牙神なのかと疑いたくなるほど、つきまとっていたのに。

「あとですね」と沙綾は嵐嶺の袖を引いて、注意を向けてから言った。

「小丸ちゃんたちから護まもってくれて、ありがとうございます」

　嵐嶺はうるさそうな顔をしたが、無視する気まではないようで答えた。

「はじめに言い聞かせておかんと、あとが面倒だからな」

「いたずら好きそうですもんね」

　くすっと笑うと、正気を疑うという顔をされた。

「毒蛇をけしかけられたというのに、『いたずら』などとよく言える」

「いえ、ちょっと度が過ぎただけなのかなぁ、と」

「どんだけお人ひと好よしだ。だいたい、あいつらは神しん罰ばつを受けて降格したたぐいの小鬼だぞ。本性は神ほどではないにしろ、それなりのモノと迂う闊かつに関わるんじゃない」

「そんなモノを野放しになさってるほうが問題だと思うのですが。外で悪さをしますよ？」

　沙綾が言うと、嵐嶺はだから？　というように片かた眉まゆをあげてきたので代弁する。

「我はいっこうにかまわんが、ですか？　ですよね。だとすると疑問なのは、どうしてわたしのことは護ってくれたのか、なのですが……」

「うるさい」

　一いつ蹴しゆうされたので、沙綾も少しだけ意地悪な気持ちになって言葉を継ついでみた。

「じつは、理由ってなんとなくわかっているんですけれども」

「言ってみろ」

　思った通りむっとした顔になり促うながす嵐嶺に、してやったりと沙綾はもったいぶった。

「ふふふ」

「おまえ、いやなヤツだな。ほんとうは我が嫌きらいなんじゃないのか」

「いいえ。まさか」

　わざとらしく目を瞠ってみせると、嵐嶺が苛いら立だちながらも口元を緩ゆるませかけた。

　が──、ふたたび彼は口を、そして心も鎖とざしてしまう。

「黒牙神様？　悩なやみがあるのなら、お聞きしましょうか？」

　沙綾が訊くと、嵐嶺が言葉をぐっと吞のみこむような間を置いてから答える。

「いまは、あれこれうるさくする〈神凪姫〉がいることが悩みだ」

「いまは？　つまりそれは、さっきまでは別のことで悩んでいたという意味で──」

「いいから黙だまってろ！　ぐだぐだ我にかまうな！」

　一方的に、風圧を伴ともなうような怒声をぶつけられた。

　けれど、飛びすさるどころか首を縮めもしない沙綾に、神がうんざりと肩かたを落とす。

「ああそうだとも、我が悪かった。おまえのような尻しりに根の生はえたような女に怒鳴った我が悪い」

　自分に言い聞かせるように唱えて、沙綾の首根っこを摑つかんだ。

「にゃあっ!?」

　驚おどろいて悲鳴をあげた沙綾をぶらさげたまま桟さん唐から戸どをあけ、庇ひさしにぽいと放り出す。

「しばらくそこにいろ」

　音を立てて戸は閉まった。

　どうやら放っておいてほしいということのようだ。

「もう。黒牙神様ったら、勝手なんだから」

　沙綾はつぶやいた。不ふ愉ゆ快かいだというよりも、どちらかというと呆あきれている。

「でも、黒牙神様の気持ちもわからなくもないですし」

　自分を封じた相手が黄泉がえったのだ。

　それも相当な確執があったらしいのだから、心おだやかでなどいられるはずがない。

　しばしひとりにもなりたいだろう。

「しかも」とつづけて考えを口にしかけた沙綾は、はたと気づいて止めた。

「そうよ、なにも、自分の感じたことをダダモレにする必要もないのですよね」

　ましてや、なぜ嵐嶺がぴりぴりするか、その理由の推測だ。

　嵐嶺に聞きつけられでもしたら、逆上されること請うけ合いである。

「黒牙神様には少し気を鎮しずめていただくとして、わたしはその間、なにをしようかしら」

　とつぜんさらわれてきたので、手て遊すさびの道具になりそうなものはなにもない。

「ここからそう離れるわけにもいかないでしょうから、……花はな摘つみとか？」

　当てずっぽうに言って見回すと、草ぼうぼうの敷しき地ちの一角に、おあつらえ向きの小花が咲いていた。

　沙綾は庇から庭へ下り、薄うす紫むらさきの、麦むぎ穂ほのような形をした花の茎くきを折り取ると、ほのかにいい香りがした。

「これ、黒牙神様にお供えしたら活力になるのかしら」

　神々は供え物の命を愛めでることで、力を得る。

　花と酒を好む神というのも、考えてみれば浪ろ漫まん的てきだ。

　そして、禍まがつ神だが、嵐嶺には花酒がよく似合う。

　沙綾が小さな花束を作っていると、ふいに壊こわれかけた門を押し開けるようにして、黒い霞かすみのようなものが入ってきた。

　黒いそれは、何者かがまとう邪気だ。

　ひたひたと地を這はうように寄せる邪気に、沙綾は花摘みをやめて目を瞠る。

　黒い霞はのっそりと、草を踏ふみしだきながら進んで、庇をあがった。

　桟唐戸の前で止まると、まるで懐ふところ手でをしていたように、霞のなかから腕うでを突き出す。

　がらりと戸をあけたその手は男性のもので、遠目にもはっきりとわかる長くて鉤かぎのように尖とがった爪つめをしていた。

（オニだ──）

　立ち尽くしていた沙綾は、鳥とり肌はだの立った腕を抱えた。

　鬼は廃寺に嵐嶺のいることを知って会いにきたのだろう。

（小丸ちゃんたちとは、邪気の強さが比べものにならない）

　霞に触れたわけでもないのに、邪気で指先がびりびりと痺しびれるようだ。

　沙綾には目もくれず、通り過ぎてくれたことに感謝せずにはいられない。

「ああいうかたの、仲間なんだ」

　それどころか邪衆を統すべる神なのだと、あらためて突きつけられたように感じた。

　嵐嶺は邪気を抑おさえているという。そのうえ、ヒトくさく怒鳴ってばかりいるから、ふだんは忘れていたけれど……。

　嵐嶺を遠く感じ、気持ちがすうっと寂さびしく、桶おけの水を浴あびせかけられたように冷えた。
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　局つぼねのなかでは、嵐嶺と鬼が話をしている。

　なにを話しているのかが気になった。

「九曜様を倒す相談？　それとも、新たな禍わざわいを撒まき散らす相談のほう……？」

　気になった沙綾は庇に戻もどり、忍び足で連れん子じ窓まどに寄ってそっとのぞいてみた。

　あぐらをかいた嵐嶺が、上座で金きん襴らんの脇きよう息そくにもたれている。

　廃寺に似つかわしくないそれはおそらく、嵐嶺が神力で取り出したものだ。

　対面に座した鬼は、邪気を解いて本性をあらわしていた。

　牛の顔と虎とらのような牙。雲をつくような巨体を丸めるようにして畏かしこまり、膝ひざには切り下げ髪がみの女童こどもをのせている。

　女童もヒトではない。血の気の失うせた雪のように白い膚と、邪気を宿した黄色い目。

　人形のように表情もなく、ただ鬼の膝に抱だかれている。使し役えき鬼おになのだろうか。

「国司の邸はひどいありさまです。びっちりと結界が張られ、いやなにおいの香がもうもう。煙けむりは臭くそうて臭うてかないませぬ」

　鬼は偵てい察さつしてきたのか、大おお埜のの国司邸のことを語っていた。

　小丸たちが触れ回るのを聞いてからにしては早すぎるから、大埜辺あたりが縄なわ張ばりで、注ちゆう進しんに参じたのだろう。

　いやなにおいの香というのは抹まつ香こうで、鬼にとってはということのようだ。

　祈き禱とうの際に焚たく抹香には、邪を払う効果がある。

「大埜の国司は人一倍、貴神あなた様の御復活を畏おそれておられるとか」

　鬼はそう言って背中を丸めて笑い、嵐嶺におもねるような表情を向けた。

「噂うわさでは、国司は九曜に金銀財宝を積んだようですぞ。貴神様を倒せと命じたあとは、塗ぬり籠ごめのなかで袿うちぎをかむって、日々震えておるらしい」

　国司を嘲あざけった鬼が、ひひひ、と低い声で嗤わらう。

　不快に黄ばんだ牙が剝き出しになり、生臭い息が沙綾のもとまで漂ただよってきた。

　たまらず口元を袖で覆おおった沙綾の耳に、嵐嶺の問う声が聞こえる。

「で、おまえがその話を持ってきたのは、なにを所しよ望もうするからだ？」

「おなごを」と熱のこもった口調で鬼が答えた。

「若く美しいおなごを、九曜の首と引き替えにいただきたい」

「つまり、おまえが九曜を倒してくると？　いいだろう」

「黒牙神様!?」

　請け合った嵐嶺に、沙綾は非難の声をあげた。

　がばっと振り向いた鬼が呆ほうけたように口をあけ、粘ねばっこい視線を沙綾に投げてくる。「〈神凪姫〉。立ち聞きなど、行ぎよう儀ぎの悪いことはやめろ」

　嵐嶺は追い払うつもりで言ったのかもしれなかったが、沙綾はその言葉を受けて室内に戻った。

　鬼は怖こわかったが、生いけ贄にえ話を聞き捨てにもできない。

「では、お言葉に従って、失礼いたします」

「〈神凪姫〉──」

　桟唐戸のきわにちょこなんと座った沙綾に、嵐嶺が苛いら立だった声を向けてきた。

　が、言い合うのが面倒になったのだろう。無視を決めこんで視線をそらす。

　そのついでに、血走った目で沙綾を見つめる鬼に不興げに言った。

「いい加減にしろ。鬼の分際で、〈神凪姫〉に色目を使うな。おこがましい」

　と、鬼の膝から女童が滑すべり降りた。顔にはあいかわらず生気がないが、両手をさしのべ、トトト……と危なっかしく転ぶように沙綾に近づいてくる。

「あの〈神凪姫〉をいただくわけにはいきませぬか。腸はらわたをクチャクチャ喰やりたい」

　女童を目で追いながら鬼が訊いたが、嵐嶺が即座にはねつけた。

「諦あきらめろ。ほかの女ならいくらでも見み繕つくろってやるが、あれは我のものだ」

　側まで来た女童がよろけたので、花束を床に置いた沙綾は助けようと腰こしを浮かせた。その膝に倒れこんできた女童が、自然に膝によじのぼる。

「姉あね様」

　口をひらくと、声は存外かわいらしかった。ただ、その口のなかは血を塗ぬりたくったように真まっ赤かだ。

　背筋が冷たくなったが、子どもを邪じや慳けんにするのは気が引けて、沙綾は平静を装う。

「なあに？」

「姉様は、我と遊んでくだっしゃるか？」

　まわらない口でたどたどしく言うのがあどけなくて、沙綾はつい笑えみを誘さそわれた。

「そうね。なにをしようかしら」

　よく見れば女童は、手に白っぽいものを握っている。

「なにを持っているの？　それで遊びましょうか」

　うなずいた女童が、握っていたものを床に撒まいた。

　金粉を刷はいた碁ご石いしのようなものが、じゃらっと散らばった。

　白石──にしては細長いわよね、とつまみあげた沙綾を女童が誘う。

「骨合わせしようぞ」

（骨!?）

　ぎょっとしてたしかめると、そう、ヒトの指の骨のようだ。ひとつひとつに蒔まき絵えが施ほどこされているのだとわかって、寒気が背中を這いのぼってくる。

「将まさ近ちかのと椿つばきのと乳う母ばの骨がある。どれがよいか？」

「ど、どれもいや」

　女童の気分を害さないよう、沙綾は骨をそっと置いた。ほんとうは投げ捨てたかったが、豹ひよう変へんされるのが怖かったのだ。

　女童がうなだれる。かわいそうだとは思うが、ヒトの骨で遊ぶのはごめんだ。

「ほかの遊びにしましょう。お歌を歌いましょうか」

　なだめようと女童の冷たく白い頰ほおに触れると、ふいにその指を幼女が摑む。

「姉様の、指の骨を合わせたい」

　人さし指を折り取ろうと、あらぬ方向に曲げようとした。

「いやっ」

　引き抜こうとして、かなわなかった。

　人形のようだった女童の顔にはいまや生気が宿り、黄色い目が爛らん々らんと輝かがやいている。

「まずのど笛を喰くいちぎりたい。存分に血を啜すすったら、まだ温かいうちに腸じゃ。次に肉を楽しもうぞ。して、最後は腱けんをこりこりと骨から外して──」

　並べあげながら沙綾の味を想像したのか、じゅる、と女童が涎よだれを啜った。愛らしい表情にひびが入り、みるみる黄ばんだ牙がのぞいて沙綾の腕に喰らいつこうとする。

「！」

　戦せん慄りつが走ったが、沙綾は動けない。

　刹せつ那な、それまで見ぬフリをしていた嵐嶺の顔つきが変わった。

　額に濃く、花し神る字しが浮かぶ。





「疾シッ！」






　短たん呪じゆに喚よばれた雷かみなりが女童を撃うった。

　沙綾の身体からだに、いつかのような得体の知れない痛みが走る。

「ぎゃっ」と鋭するどく叫んだ女童は、沙綾の膝から転げ落ちた。

　苦く悶もんの表情のまま黒くろ焦こげになっている。

「おこがましいと言ったろうが」

　脇息で頰ほお杖づえをついた嵐嶺がいまいましげに言った。

　その面前で畏まっていた鬼の姿も、かげろうのように揺ゆらいで消える。

「え──あの。もしかして女童のほうが本性……？」

　結論から言うと、そういうことになりそうだ。

　沙綾としてはめいっぱい頭を働かせたつもりだったが、嵐嶺に鼻であしらわれる。

「そのくらい、一目で見抜けんのか。〈神凪姫〉のくせに平安ボケめが」

「ごもっともかと思いますけど、鬼を間近にしたのはこれが初めてでして……」

　洛らく中ちゆうのなかでも護まもりの堅かたい御所の、さらに聖域に近い沙綾の殿でん舎しやには、最近まで幽ゆう鬼きだって近づくことがなかったのだ。

　嵐嶺が復活するまでは。

　カサカサと、ひからびた鬼の名残なごりが床ですきま風に踊おどっている。

　それを見ていると、自分でも理り屈くつに合わないと思いながら、つい抗議の言葉が出た。

「なにも、鬼を消さなくても。叱しかるだけでよかったじゃないですか」

　襲おそわれそうになって総毛立つほど恐おそろしかったが、それに輪をかけて、目の前で鬼が滅ぼされた衝しよう撃げきも大きい。

　なによりも、嵐嶺が塵ちりでも払うように眷けん属ぞくを滅ぼしたことが衝撃だった。

「警告を無視した報むくいだ」

　そっけなく返されたのは、正論と言えば正論だ。

　けれど納なつ得とくはできず、かといって反論の言葉も見つからず、沙綾は問いを返した。

「ほんとうに女によ人にんを見繕うつもりだったのですか。欺だましたりせずに」

「ああ。我は神だ」

　欺すのはヒト。神は約束を破らない。

「あの鬼は、女人を喰らう気だったんですよ」

「だから？　九曜を討ってくるなら、ふさわしい褒ほう美びをやって当然だ」

「なんの罪もない女人かたがたが、生きたままむさぼり喰われてもですか」

「そんなもの。黒牙神　わ　れ　の知ったことか」

「でしたらなぜ、わたしだけは護るのです？　いちばん邪じや魔まな〈神凪姫〉のはずですよ」

「言っただろう。おまえは我のものだ」

「わたし、あなたのものじゃありません」

　むきになって否定すると、冷ひややかとも取れるまなざしを返された。

　この件でこれ以上、押し問答をするつもりはないと言う代わりのようだ。

　そうしておいて、ふと神は立ち上がり、沙綾の前で座り直した。

　床の花束を拾い上げて香りを嗅かぐようなしぐさをする。

　あっという間に花束は萎しおれて茶色くなった。

　小花の生気を力として取りこんだのだろう。沙綾たちが食べたり、飲んだりするようなものだ。

「黒牙神様。このままここに居座るのですよね」

　沙綾が訊くと、嵐嶺は面倒くさそうな顔で肯定した。

「だったらどうした？」

「長居するのに、雨が降ったら困るような廃寺を選せん択たくした意味がわかりません」

「ふん？　わたしがいるんだから、貴族の別邸くらい奪とってこいとでも？」

「べつにそんなことは──あることになってしまいますよね、いまの言いかただと」

　否定するとちゅうで、あれれ、と沙綾は考えこみかけて、我に返る。

「そうじゃありません、そんなこと、どうでもいいんです。いえよくないですけど」

「どっちなんだ」と苛立ちを表す嵐嶺が口をひらく前に、沙綾は先をつづけた。

「その話じゃなくて。そういうの、やめにしたりとかはできませんか」

　鬼や怨霊を煽せん動どうし、九曜を討ち取る。

「無理だな」

「お気持ちはわかるのですが、〈神凪姫〉としてはあなたを止めないわけには。この世が邪衆のみなさんのものになってしまうのも困りますし」

「気持ちがわかるだと？」

　むやみな共感と受け取った嵐嶺がにらみつけてきたが、沙綾は怯ひるまなかった。

　まっすぐに神を見つめる。

「わたしだって、さだめを怨うらんだことくらいありますから」

〈神凪姫〉。神を微ね睡むらせる姫。

　決して、望んでなったわけではない。

「こんな世なんて消えてしまえばいい。みんな黒牙神に祟たたられて苦しめばいい。そういう想像をして哄わ笑らって、嘲わ笑らって嗤わらって。さみしくなって」

「怨むのをやめたのか？　ふん、我を望めばよかったものを」

　皮肉げな嵐嶺のほほえみに、沙綾はまじめに答えた。

「そうですね。女童こどものころ、思いついていれば」

「思いつかなかったというのか？　禍の源を封じていたくせに？」

　呆れたように嵐嶺が問い返したが、沙綾は肯定した。

「だって、あんなトンマな失敗で封ふう印いんが解けるだなんて思ってもみませんから」

「知っていたら、やったか？」

　たんなる興味なのか、嵐嶺が訊く。

「かもしれません。十歳のわたしなら」

　沙綾が正直に答えると、嵐嶺が──苦く笑う。

「つまり我は、十歳のおまえ並みなわけだ。てんで子ども。それでもかまわんがな」

「望みが果たせるなら、ですか？」

「そうだ」

　答えた嵐嶺が、ひどく静かなまなざしになって沙綾を見た。




「それとも、おまえなどまた諦めて死んでおけと？」




「そんな言いかたはしません。ですが、このままというわけにもいかないかと……」

　沙綾は自分が責められたような気がして口ごもる。

　責められたように思うのは、嵐嶺のまなざしと口調の奥に、傷ついた泣き笑いを嗅ぎとったからかもしれない。

　そして、神の言葉にも引っかかりを覚えて口中で繰くり返す。

（また諦めて死ぬ？）

　皇み子こだった嵐嶺は、帝位を奪われ遠おん流るされ、それでも諦めきれずに謀む反ほんを起こして処刑されたのではなかっただろうか。

「そういうことがあったのですか。三百年前、なにかを諦めさせられたとか」

　沙綾は混乱を覚えて訊ねた。

「ちょっと、なんだかよくわかりません。史書だと、あなたが諦めて亡なくなったようには受け取れませんでした」

　呪じゆ詛そが露ろ顕けんして死罪になったわけだしとは、さすがに本人を前に言えず、言葉を尻すぼみにする。

「史書な。正しい歴史を継ぐための書だ」

　吐き捨てるような調子は、真逆の意味に聞こえた。

「違うのですか？　でも渚なぎが秘録もそうだったと。……わたしは信じたいですけど」

　根こん拠きよもなく信じるだと？　と嘲わ笑らわれそうで、足した声は小さかった。

　目をそらした嵐嶺が、ハッとみじかく笑う。

　にじんだ怒りは、なにに向けたものだろう。

「やられたな。秘録も──か」

　その目は、ふたたび裏切りにあった人のものだ、と沙綾は感じた。

　けれどそれは、彼女の思いこみが、真実をブレさせているだけなのだろうか──。

　嵐嶺が沙綾に視線を戻した。

「おまえはなぜ、それでも我を信じたいなどと言う？」

　以前にも似たようなことを訊かれた。

　けれど今回は、前回と違って答えることができる。

「あなたをいいヒトだと思うからです」

「正気か〈神凪姫〉。我は黒牙神だぞ」

「ヒトの部分が残っている、人神の黒牙神様じゃないですか。この一ひと月つきご一緒して、ほんとうは優しいかたなんだなと感じました。いえキレやすいところはありますし、押しにも弱いからじつはいいように使われたりしてたんじゃないかと心配してもいるのですが」

「くっ、やかましいわ！」

「でもそういうかたが、帝位を取られたからと従兄いとこを呪ったとは考えにくくて」

　沙綾の見つめる嵐嶺の瞳が紅あかく燃え、気け圧おされた彼女は口ごもる。

「〈神凪姫〉。我は世を怨み怨霊となり、従兄とその血筋を呪い倒した。京も滅ぼした。そして神となったのだぞ」

「大丈夫です。もちろん、まっさらに潔けつ白ぱくだなんてゼンゼン思ってません」

「力りき説せつされると、なんかムカつく」

「わがままおっしゃらないでください。『黒牙神をいいヒトと言うな』とばかりに脅おどしてきたのは、あなたなんですから」

　痛いところをつかれたのか、嵐嶺が口をつぐむ。

「黒牙神様。ほんとうのところ、どうなのですか。三百年前になにがあったせいで、今日まで怨みが残ったのでしょう。それ、消せませんか？　もう、あなたにつらい思いをさせたかたがたはいないのですから」

「黄泉がえったヤツ以外にはな」

　嵐嶺の表情が、ふたたび冷たく頑かたくなになる。

「悪いがな、〈神凪姫〉。おまえがどうしようと、どう思おうと、どう止めようと、九曜は潰つぶす」

「そうおっしゃられても、『ご存分にどうぞ』とは申しあげられないです」

「かまわん。はなからおまえの赦ゆるしなど、乞こうつもりはない」

「ですよね」

　沙綾は同意の言葉を口にしておいて、ふいに転じる。

「でも、阻そ止ししていいですか？」

「なんだと？」

「復ふく讐しゆうよりも、もっと楽しいことをして忘れませんか、と申しあげてるんです」

「おまえ、阿ア房ホウだろう」

　珍ちん獣じゆうでも見るような目つきは気にしないことにして、沙綾は強引に言葉を継いだ。

「代だい替たい案あんを出しますので」

　稚ち拙せつな提案だと思ったのか、嵐嶺が軽い調子で訊いた。

「楽しいことだと？　言ってみろ」

「笑ってください」
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　よほど想定外だったのか、嵐嶺が言葉を失った。

　神を搦からめ捕とっていた感情が、すっと退ひく。

「は────？　笑ったところで、なにひとつ解決せんだろうが」

「もっともなお答えなので、それは無視です。噓うそでもよいですので、声を出して思いきり笑ってください。身体に新しん鮮せんな空気が入ると、とってもスッキリしますから」

「ちょ、ま、なにを勝手な…………というかだ、〈神凪姫〉」

　強引な沙綾に圧おされかけた嵐嶺が、基本的なことを思い出す。

「残念だが、神の仮体からだは呼い吸きをしない。よって新鮮な空気なぞ入らない」

「こめかみに筋は浮くくせに？　それって都つ合ごうよすぎじゃね？」

　聞こえるようにつぶやくと、嵐嶺がくわっと牙を剝いた。

「矛む盾じゆんではない！　身体の変化は感情とつながっているだけだッ」

「わかりました。でも、～～へぼん」

　沙綾が眉尻を下げると、嵐嶺は逆に片眉をあげる。

「なんだ、そのけったいな擬ぎ音おんは」

「心しん象しようを的確に表現してみました。がっかりでしょんぼん、みたいな感じでしょうか」

「その略だったら、どう考えても『がぼん』だろうが」

「べつに略してませんから。それに『がぼん』なんて、響きが最悪すぎですし」

「悪かったな!!」

　嵐嶺が怒鳴ったので沙綾は笑った。

　すると、その笑い声に神が夢から醒さめたように目を瞠る。

「？　黒牙神様？」

　沙綾は怪け訝げんに思って声をかけた。そんなふうに驚かれる理由はないはずだが──。

（また、空気の読めない発言をしてしまったとか？　いえそれはこの提案からしてそうだし）

　頭のなかでやりとりをおさらいしてみたが、そういうことではなかったようだ。

「いや。おまえが笑うのを初めて聞いたな」

　新鮮そうに言われると、なんだか反応に困ってしまう。

「そう……でしたっけ」

「ああ。憎たれ口や恥はじも外がい聞ぶんもない命乞いなら、幾いく度どもあるが」

「そんなことおっしゃるなら、黒牙神様だって怒鳴ってばかりキレてばかりです」

　爽さわやかな笑い声なんて、沙綾も知らない。

「そうですよ。ちょうどいい機会なのでやってみてください。さんはい」

　促すと嵐嶺がたじろいだ。「う……」と声を詰つまらせ、動どう揺ようを隠かくすようにわめく。

「う……。お、おかしくもないのに、いきなり笑えるかッ」

「ですから、わたし『フリでもよいので』と申しあげたでしょう？　ほら、さんはい」

「さんはいさんはいうるさいわッ。フリだって、急にできるわけないだろうが！」

「あら。意外と不器用なんで──いえいえ、なんでも」

　すさまじい目つきでにらまれたので、沙綾は急いで口をつぐんだ。

『不器用』が図星だったのか、ぶすっとした嵐嶺が尊大に命じる。

「我に笑えというなら、おまえが笑わせてみよ」

「わかりました」

　沙綾は素直に、両手で自分の頰を押しつぶすようにつまむと、下に引いて唇くちびるを突き出した。

　嵐嶺は噴ふき出す──どころか呆あきれ顔になる。

「おまえはどこまで単純なんだ。笑わせろと言えば、すぐ変顔か」

「だめですか？　けっこう自信の変顔なのですけれども」

　鏡で見て知っているのだが、かなり笑えると思う。

「だめに決まっている」

　断定した嵐嶺が、そっぽを向いて小声で付け加えた。




「おまえの顔が、変顔に固定されたらどうする」




　どうするだろう。

　脳内で真剣に演習した沙綾は、考えながら口をひらいた。

「おそらく、兄様にものすごく嘆なげかれるかと」

「！　病やんでる犬よりも我のほうが、──っ！」

　つりこまれるように答えかけた嵐嶺が、我に返った。

「いまの言葉、聞かなかったな？　聞いてないな!?」

　しつこく念を押すので、よくわからなかったが、沙綾は適当にうなずいておく。

「あ──はいはい」

「はいは一度でいい。気のない返事をするな。どうでもいいって顔もするな」

「要求が多すぎます、黒牙神様」

「うるさい、それが我だ！」

　開き直る嵐嶺に首をかしげた沙綾は、ついと手を伸ばして神の脇わき腹ばらをくすぐった。

「!?　なんの真ま似ねだ！」

　手首をひったくるように摑まれた沙綾は答えた。

「いえ、くすぐったら笑うかしらと」

「だ、か、らッ。神の仮体からだはただの容いれものだと言っとろうが。それに意味が違う。笑わせろとは、楽しませろということだ。もてなして、よい気分にしてみせやがれ」

「よい気分、ですか」

　沙綾は手首を摑まれたまま、眉み間けんに太いしわを刻んだ。

　もてなす、もてなす、もてなす──。

（変顔もくすぐりも禁止。となると歌か舞ぶ音おん曲ぎよくかしら？）

　だが沙綾は、歌も箏そうも不得手だ。

（となると、巧たくみな話術？　でも、わたしの話は黒牙神様には不評だし）

　かといって、神の好みそうな話というのも思いつかない。

（むしろお訊ねしたほうがいいのかしら。だけど、『なにをすればかまったことになるか』と訊いたら、絶対キレられる気がするのだけれども）

　ああでもない、こうでもないと沙綾はウンウンうなって考える。

「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～」

　悶もん絶ぜつしていた沙綾は、ついにへちゃっと床に手をついた。

　眉尻を下げたまま、嵐嶺を見上げる。

「すみません、思いつきません～～」

　その情けない顔がおかしかったのか、嵐嶺がぷっと噴き出した。

　厳密には仮体から息はもれないのだが、気配を感じた沙綾は顔を輝かせる。

「笑いましたよね？」

　訊きながら、沙綾も花が咲くように顔をほころばせた。
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「どうですか？　ちょっとスッキリですか？」

　嵐嶺は答えなかった。沙綾を見つめたまま、なぜか戸と惑まどうような表情を浮かべている。

「──えっと」

　次の行動に迷い、沙綾はこめかみの辺りを搔かいた。

　わめかれるでもなく、キレられるでもないと、どうしていいのかわからない。

「黒牙神様？」

　熱でもあるのだろうかと、摑まれていないほうの手をあげ、神の額に触れる。

「！」

　はじかれたように嵐嶺が身じろぎし、目を泳がせた。

「み、みだりに神に触れるな痴しれ者！」

「その痴れ者に、神が触れるのはいいんでしょうか」

　少々かちんときたので、沙綾は片手を持ち上げてみせた。

　手首は依い然ぜん、嵐嶺に摑まれたままだ。

「！　いいに決まっている。文句あるか？　我は神だぞ!?」

「はいはい。伝家の宝刀を抜かなくても、照れくさかったのはわかりましたから」

　沙綾が言うと、嵐嶺がぐっと言葉に詰まった。

　顔色そのものは変わらなかったが、額の花し神る字しがほんのりと赤く浮かぶ。

（ほんとうに、照れてるんだ）

　意識したとたん、今度は沙綾の頰までもが染まった。

　どちらからともなく見つめ合い、先に視線を外はずしたのは嵐嶺だった。

　手も──放す。

　まただ。

　また、その表情が急速に凍こおりついて仮面のようになる。

「おまえはタチが悪すぎる」

　嵐嶺が顔を背そむけたまま言った。

「そうでしょうか」

　そんなにひどいだろうかとあごに手を当てて考えこむ沙綾に、振り向いた神がわめく。

「！　言ってる側からそういうボケは──もういい」

　台詞も、とちゅうで切って終わりにした。

　後味の悪い沈ちん黙もくが満ちるのを、沙綾は破った。

「わたし、黒牙神様が九曜様を倒そうとなさり、邪衆のかたがたを煽るの、いやです」

　知ったことかという顔をした嵐嶺に、沙綾はつづける。

「かといって、あなたが九曜様に滅ぼされるのもいやなんです」

「だから？　おまえの言っているのは、赤あか児ごのたわごとと同じだ。あれもいやこれもいや。そんな言い分が通るか」

「通らないです。理屈としてはわかってます」

「だったらなぜ言う？　どうでもいいがな、〈神凪姫〉。我が首しゆ尾び良く九曜を倒したあとは、京のクソ坊ぼう主ずどもの番になるぞ？　我の居ぬ間を狙ねらわぬほどボンクラだとはさすがに思わんからな。どうせいまごろ、せっせと壊れた封ふう呪じゆ陣じんを繕っていることだろう」

「ああ」と沙綾は膝を叩たたいた。

「そうですよね。あなたがいなければ、邪魔はされないんですもの。封ふう呪じゆ言ごん、もちろん編みますよね」

「心の底から力いっぱい言うぞ〈神凪姫〉。おまえは馬ば鹿かか」

　耳元でこれでもかと語調をつよめられた沙綾は、首をすくめる。

「だいたい、おまえには〈神凪姫〉の自覚が足りん。どこの世に、自分の封じる神に滅んでほしくないとか言う巫み女こがいる、いや答えるな。答えたら首を絞しめるぞ」

　ここに、と自分を指そうとする沙綾を察し、嵐嶺が脅した。

　そうしておいて、理解できないという顔で訊ねる。

「おまえはなぜ、我にかまう？」

「いえかまってちゃんはどちらかと言えばあなたで、つきまとっていたのもあなただと思いますが」

「そういう話をしているんじゃない！　問いにだけ答えろ！」

（わー。ずるいなぁ、逆ギレって）

　沙綾はそう思ったが、言ったところで話にならなそうなので答えた。

　本心を。

「ずっと、こういうお喋りがしたいです。あなたと。仲良く。いままでみたいに」




〈神凪姫〉と黒牙神。

　封じる者と封じられる神モノ。

　彼方かなたと此方こなたになど、隔へだてられずに。




「無理だというのは、わかっているんですけれども」

　場の空気があまりにも冷え、いたたまれなくなって沙綾はそう付け足した。

　だって、と心のなかでつづける。

（だってこれまでは、そうしてこられたから）

　なんだかんだと言いながら一月も、顔を合わせつづけてきたのだ。

　今日は死ね、今日こそ死ねという言葉は、いつしか挨あい拶さつのようになっていた。

　それでもいいと、心のどこかで思うようになってしまっていた。

（これ。恋、なのかな）

　絵え巻まき物ものを諳そらんじて憧あこがれていた感情とはまるきり違うので、自信をもって判断できない。

　けれど嵐嶺のことが、彼のことばかりが気になるのだ。




　ぽつりと、嵐嶺が返した。

「いまとなっては、なれ合うべきではなかったな」

「『仲良く』と『なれ合う』って、ずいぶんな認識のズレですよね」

　そう口走ると、嵐嶺が逆上する。

「かー！　いちいち混ぜっ返すな!!　そうやって、おまえが毎度ごちゃごちゃつっこむから、言い返したくなって話がダラダラとつづく！」

「すみません。習性と少しさみしかったのとで、つい」

　沙綾の言葉に嵐嶺は黙りこんだ。

　いまにも謝りそうな目をしたが、結局そのことには触れずに話を先に進める。

「堂どう々どうめぐりだぞ、〈神凪姫〉。おまえがなにを言おうと、我は九曜を討つしオニたちにも好き放題させる。むろん、おまえを逃がすつもりもない」

　嵐嶺の言葉に合わせ、美事な御み帳ちよう台だいが現れた。

　神は沙綾の手を摑むと、そのなかに突き飛ばすように押しこめる。

「これから邪衆が集まってくる。うっとうしいおまえはここに入っていろ」

　御帳台が、見えない力に抑えつけられたように軽く軋きしんだ。身体の芯しんにじんわりと痛みを感じたので、ささやかな術をかけたのだろう。

「待ってください、食事は？　お手洗いはどうしろと？」

「自分で考えろ」

　去ろうとする嵐嶺に問うと、姿を消す前に無責任な声だけが降ってきた。

「──もう。やっぱり勝手なんだから」

　べつだん困った様子もなく、沙綾は肩をすくめた。

　というか、まるで困っていない。要求が差し迫せまってくれば、屈くつ辱じよくを感じずにすむ方法もおのずと見つかるだろうと楽天的だった。

　たとえば、食事は運ばれてきて、手洗いは見張りつきで出してもらえる、とか。

「気楽にやろうかしら。お部屋にいながら空も見えるなんて、とても風流だし」

　御帳台の帳とばりごしに見る、破れ天井の向こうには空がのぞいている。

　ただ、ひとつ気がかりなのは鈍色の靄もやがかかりつつあることだった。

　晴れ渡る京の空を見てから、まだ半刻にもならないはずなのに。

　初夏だというのに、肌寒さを感じはじめてもいる。

（邪気だ）

　嵐嶺のそれと、彼のもとに集おうとしている邪衆のものと。

「放っておけば、やっぱり手がつけられなくなるのよね……？」

　端たん座ざした沙綾はどうしたものかと思案する。

　少しは分ぶがあると思うのだ。沙綾の推測が正しければ。
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「まあ、いいお天気」

　翌日。御み帳ちよう台だいの帳とばりをかきわけて顔を出し、破れ天てん井じようからのぞく空は、何度見てもどんよりとにぶい色をしていた。

　とはいえ、曇くもっているからでも雨が降りそうなのでもない。

　集まった邪じや気きのせいだった。届くはずの陽ひの光が遮さえぎられている。

　ゆうべ、廃はい寺じには嵐らん嶺りようを慕したう鬼おにや幽ゆう鬼きたちが集結した。

　大だい宴えん会かいだった。

　夜が明けて騒さわぎは落ち着いたものの、それぞれが噴ふき上げた気き炎えんならぬ邪気が、まだ漂ただよっている。

　しかし、たった一日でこれだ。この先、時が経たつにつれて、廃寺から見える空はさらに暗くなってゆくような気がした。

　そして徐々に邪気が空を覆おおう範はん囲いも広がり、やがては京みやこまでもが吞のみこまれてゆくに違ちがいない。

「そうしないためにも」

　つぶやいた沙さ綾あやは、御帳台の外にずらりと並んだ人々に、にこやかに声をかけた。

「お次のかた、どうぞ」
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　御帳台のなかに入ってきたのは青ざめた顔をした、瘦やせた男性の幽鬼だった。

　いな、幽鬼はみな青ざめているのだが──、それはともかくその男は、やや腰こしをかがめたまま所在なげに立っている。

　身なりからすると、生前は農夫だったようだ。丁てい寧ねいにつぎのあてられた、丈たけのみじかい着物を着て、荒あら縄なわを帯おび代わりに留とめている。

「その円座わろうだにどうぞ。お楽になさってくださいね」

　沙綾は対面する茵しとねから円座を勧すすめたが、肩かたをすぼめた男は、遠えん慮りよして土つち敷しきの上にじかに座った。

　それだけでは落ち着かないらしく、両手をついてひれ伏ふすほど深くお辞じ儀ぎをする。

「どうなさいました？　なにが、あなたにこの世の未練を残させているのでしょう」

「腹が空すいて──」

　身を起こした男は、うつむいたままボソボソと語りはじめた。

「今年は雨が多く、凶きよう作さくで──、必死で税を納めると、あとには籾もみ殻がらひとつ残らなくて──」

　八洲国やしまのくにでは、税を納める季節は秋だ。いまはまだ初夏。だから農夫のいう「今年」とは、彼の心にわだかまっている年、おそらくは亡なくなったその年なのだろう。

「わたしには、嬶かかと小さな娘むすめがおりました。わたしと嬶は我が慢まんできても、娘はひもじくて泣いて──泣いて……、たまらず、娘のために盗ぬすみをいたしました」

「悪いこととは承知で、だったのね」

　理解を示すと、農夫はうつむいたまま落らく涙るいした。

「卑いやしい行こう為いだとわかっております。ですが、せめて娘の腹だけでも満たしてやりたかった。なのにあいつは！　里さと長おさはわたしを捕とらえると犬以下だと罵ののしり、見せしめに──」

「見せしめに？」

　問い返しながら、沙綾は農夫に目を走らせた。

　幽鬼は亡くなったそのときの姿をしていることが多いのだが、見るところ彼には目立った傷などはない。

「わたしたち親子を狭せまい檻おりに押しこめ、その前でずらりと並べたごちそうを家族で──。醸かもし酒、炙あぶり肉──。香ばしい匂においを嗅かぐたびに、ひもじがる娘が──娘が……」

「ひどい」

　その光景を思い浮かべた沙綾は怒りを覚えた。

　両手を土敷について身体からだを支えた農夫が肩を震ふるわせる。

「里長は、娘が飢うえて死ぬまでやめませんでした──」

「なんてことなの！　それであなたは解放されて……？」

「嬶とともに、娘の後を追いました。やっと見つけた芋いもが悪かったようで、病やまいに。弱った身体ではどうにもならなくて」

　健康であれば、少し熱を出したり腹を壊こわしたりしただけですんだだろうに。檻に閉じこめられ、空腹に痛めつけられたあとでは保もたなかったのだ。

「お嬢様の仇かたきを取りたいのね？」

　沙綾が訊たずねると、農夫は土敷を見つめたまま首を振った。

「里長とその家族は、すでに祟たたり殺しております。ですが、あのときの怒りが──腹を空かせ、娘が弱々しくひぃひぃと泣いているのを聞きながら──、狭い檻に押しこめられ──動くこともかなわずにいた、あのときの気持ちがどうしても忘れられず──!!」

　ふいに顔をあげた農夫が、くわ、と目を剝むいた。

　妖よう力りよくで目が赤くなっている。だれかを同じ目に遭あわせることに取り憑つかれているのだ。

「わたしでよければ、気が済むまで動けなくしてみてもいいですよ」

　沙綾の申し出に、農夫は驚おどろきに目を丸くする。

「泣いて命いのち乞ごいをしたり──は、おそらくしないとは思うのですけれど。これでもかこれでもか、と術をかけて、飽あきるまでおつきあいすることはできるかしらと思うので」

　農夫の目から妖力が薄うすれた。彼はすがりたい気持ちと不信感をないまぜにして訊きく。

「なぜ、ご自分の身を差し出すのです」

「身動きのままならぬ、歯がゆさやふがいなさはわかりますから。そういう状態に、十三年くらいなら耐たえられますし」

「十三年──。わたしは半月ほどでした」

　引き比べてうなだれる農夫に、沙綾は取りなすように言った。

「いいえ、つらさはあなたのほうがずっと上です。わたしはただ、だるくて息も絶たえ絶だえな日々がダラダラつづいただけですけれど。あなたはお嬢様を亡くされたのですもの」

「ダラダラって、お姫様──」

　ぎょっとする農夫を案じさせまいと、沙綾は手を振った。

「あ、そんな顔をなさらないでください。ひもじいなんてことも、なかったのです。というよりも、ものを口にするほうがつらくて。桜の樹になれればと、よく夢を見ました。だれかわたしを庭に半分埋うめて、ときどき水を撒まいてくれれば、って」

「半分埋め──」

「兄様はお優しいから、『よしわかった！』と望みを叶かなえてくださろうとしたのですけれど。渚なぎ──わたしの従者ですけれど──などが、『やめてください大将！　お止めするためなら、ぼく、命をかけます!!』などと叫さけぶので、それっきり」

「あの、お姫様……。わたしのような下しも々じもにはわかりかねるのですが……、それ兄妹愛ですかね。むしろ拷ごう問もん……？」

　うすら寒い目をして問い返した農夫は、そこで急に夢から醒さめたような顔になった。

「そうですよね。里長のやつに借りは返したんですから、なにもこの世にとどまる必要なんてないですよね。少々、地じ獄ごくでおつとめを果はたさねばならないかもしれませんが、けったいな兄妹愛のはびこるような今こん生じようよりも、嬶や娘の待つ浄じよう土どへ向かったほうが……」

　立ち上がった農夫が、「ありがとうございました」と頭を下げて出て行こうとする。

「あら？　ちょっと？　もうよろしいんですか？　でしたら、せめてこれを」

　沙綾は装しよう束ぞくの袂たもとから、懐かい紙しに包んだ干ひ菓が子しを取り出した。

　大事にしまってあったとっておきの非常食だが、飢えが原因で亡くなった人には、いくばくかの手た向むけになるかもしれない。

「温かいお粥かゆや羹あつものじゃなくてごめんなさいね、でも」

　少しはお腹なかの足しに、と立ち上がって握にぎらせると、目を瞠みはった農夫が破は顔がんする。

　懐紙を押しいただいたその恰かつ好こうのまま、きらきらした光となって消えた。
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「成じよう仏ぶつ……されたのかしら？」

　沙綾は首をひねった。状じよう況きようからはそうなのだと思うが、彼が妄もう執しゆうを捨てるに至った心境の変化がよくわからない。

「少なくとも、二、三日は、金かな縛しばりをかけてくるかと思ったのに」

「かけられたら、どうするつもりだったんだおまえは」

　前触れもなく御帳台の帳をはねあげて入ってきた嵐嶺が、不ふ機き嫌げんな低い声で訊いた。

「おはようございます。そんな声をして、二日ふつか酔よいですか？」

「頭痛でイラついているわけじゃない。イラついているのは、おまえのしていることに対してだ。いったい、なんの真ま似ねだこれは」

　御帳台の外には、若い女性を先頭にした幽鬼の列が庇ひさしの向こうにまで伸びている。

「これですか？　悩み相談室ですけど」

　見てわからないのかと、御帳台の表側に結ゆわえつけてある木ぎれを指し示す。

　嵐嶺は帳をめくって木ぎれを見た。

　廃はい屋おくから引き剝はがしてきたような木ぎれには、べっとりと赤黒い文字で「相談受うけ[image: ]マス」と書かれている。

「──文字から腐ふ臭しゆうがするのは気のせいか？」

「いいえ。書いてくださったのは、肺病で世を去られた貴族の若君でしたので」

「血ち反へ吐ど文字の看板なんぞ、かけるな！」

　嵐嶺が木ぎれをもぎ取るなり、表へ向かって投げた。

「なにをなさるんですか。せっかく、お礼にと書いてくださったのに……！」

　抗こう議ぎした沙綾は外の幽鬼たちに向かって頼たのんだ。

「すみませ～ん、どなたか拾ってきてくださいませんか？」

「動くな。動いたら滅ほろぼすぞ。というか、散れ！」

　黒こく牙が神しんの一いつ喝かつに煽あおられ、迷うように動いた幽鬼たちが紙人形のように吹き飛ぶ。

「また戻もどってきてくださいね～」

　幽鬼たちに声をかける沙綾を、立ったままの嵐嶺がいまいましげに見み遣やった。

「いつから、この下らん茶番をやっている」

「いつからって、あなたがたが酒しゆ宴えんを張っている時分からです。所在なげにうろつかれている幽鬼さんがいらしたので、こちらも軟なん禁きんの身ですから、お互いをなぐさめるために話しかけたのがきっかけで」

　行きがかりで身の上話を聞くことになり、気がつくと幽鬼は成仏していた。

　それが呼び水になり、次し第だいに列ができるまでになっていったのだ。

「茶番とおっしゃいますけれど、もう五人も成仏なさったんですよ？　いまのかたを入れると、六人」

「ボケ倒たおしで六人も浄土送りにするとはな。ある意味恐おそれいった」

　吐はき捨てるように言われたが、沙綾はこれを褒ほめ言葉だと受け止めた。

「そうですか？　じっくり話を聞いているので、待ち時間が長すぎるのが申しわけないのですけれど──」

「褒めてないわッ。というか、寝ねずにやっていたのか馬ば鹿か者もの。寝ろ！　いや、その前に答えろ。幽鬼が金かな縛しばりをかけてきたら、どうするつもりでいた」

「つきあうつもりでしたが？　動けないのには慣れてますから」

「取り殺されるだろうが馬鹿め！」

「そんなかたには見えませんでしたよ？　いちおう、人柄を見て言ったつもりですし」

「見た目など、いくらでも善人に取り繕つくろえる」

　正論だと思うので、沙綾はうなずいてから答える。

「大丈夫、きちんと見てますから」

「これっっっぽっっっちも、信用できんがな」

「はい」

　知っていると肯こう定ていする沙綾に、嵐嶺がいぶかしげに片かた眉まゆをあげた。が、追及するつもりはないようで、本題に戻る。

「ちまちまと幽鬼を成仏させて楽しいか？　そんなことをしても、我の力を削そぐことにはならんぞ？」

　幽鬼など邪じや衆しゆうとしてはものの数でないと言う嵐嶺に、沙綾は反論した。

「そうでもないですよ。だって、あなたとわたしはつながっているのですもの」

「！」

「だからこそ、小こ丸まるちゃんたちから護まもってくれたのでしょう？」

　昨日きのう「ふふふ」とごまかした件を口にすると嵐嶺の表情が変わったが、この際言ってしまうことにする。

「黒牙神様の復活は未完で、わたしと変なふうにつながってしまったんです。だから、わたしが死ぬとあなたまで危なくなるか、根こそぎ力を奪うばわれてしまうのでしょう？　だとすれば、わたしを殺すのを急にやめたり、それを隠かくしたのも納なつ得とくがいきますので」

　沙綾を殺すことで嵐嶺が弱体化するのならば、だれにも知られたくないはずだ。

「つきまとうなどと言って側にいらしたのも、つながりのせいでそう遠くには離れられないからで、ここに連れてきたのもそうです。それにあなたが力を使うたびに、わたしに激痛が走るのも、同じ理り屈くつですよね」

「激痛？　なぜ黙だまっていた」

　目を剝いた嵐嶺にぐいと肩を摑つかまれたので、沙綾は驚いた。

「いえ、〈神凪姫かんなぎ〉と黒牙神は相あい容いれないものなわけですから、つながっているならそうなるだろうなと。それに、ご存じなのだとばかり」

　承知のうえで無視しているのだろう……くらいに捉とらえていたのである。

「──我われだけだと思っていた」

　嵐嶺が後ろめたそうな顔をした。いまにも謝りそうだ。

「いえ、今回、そこを逆さか手てに取らせていただいたので相そう殺さいですよね？　わたしが善行を積んで積んで積めば、白はく羅ら神しん様のわたしへの加護が深まりますから」

「必然的につながっている我の力を削ぐことになる。ようは毒を水で薄める作戦か」

「はい。そうすれば非ひ力りきなわたしでも分ぶがあるかと推測しました。あ、でも、相談室をはじめたのは成り行きですよ。おひとりが偶ぐう然ぜん成仏されたら、ほかのみなさんからも望まれて。あら、けっこう需じゆ要ようがあるのだなぁと」

「──」

「こちらも、お役に立ちつつ善行を積めるのはありがたいですし。閉じこめられていてもできますし。というより、相談室としては御帳台は便利ですよね」

　多少手て狭ぜまだが、人目を気にせずにすむので逆に悩みを打ち明けやすいようなのだ。

　沙綾の言葉が終わるか終わらないかのうちに、嵐嶺の神力で、御帳台の帳が火を噴いて燃え上がった。

　淡あわい灰となってほろほろと、骨組みだけになった御帳台の周りに落ちた。

　四よ隅すみで帳を押さえていた陶とう製せいの獅し子しと狛こま犬いぬの頭にも、ふわりと乗った。

　沙綾はいつも通り、驚いて飛び上がることもなく嵐嶺を見上げて訊ねた。

「悩み相談室は禁止ですか？」

「御帳台に男とふたりきりで籠こもるのが禁止だッ」

「えーそこ？」と渚あたりがいたらつっこんだだろうか。

　沙綾もそう思った。

　とはいえ、若い娘のやることではないという非難も正しいは正しい。

「わかりました。今後、誤解を招まねくような振ふる舞まいは慎みます。相談室はつづけますけど」

「それは宣戦布告か？」

　神に訊ねられ、沙綾はどうだろうか、と天井を見上げて自身の行動を反はん芻すうした。

「そうですね。そうなるのかしら」

　嵐嶺を止める意い図とで善行を積むつもりなのだから、間違いではない。

「ですけど、いちおう申し添そえますと、黒牙神様を敵だとは思ってませんよ？　あくまで、立場と利害が一いつ致ちしないだけなのですから」

「馬鹿めが。そういうのを敵という」

「言わないんです。今回の場合は」

　せせら笑う嵐嶺に、沙綾はきっぱり言い切ってから小さく付け足す。

「わたしが、そう決めただけなんですけれども」

　関係に一線を引かなければいけないことは、百も二百も承知だ。

　なのにそのことが、ひどくさみしい。雪が降り積もるように、心がしんしんと冷える。

　手を伸ばして、衣装の袖そでをそっと握りたかった。

　その気持ちを察したように、神がさりげなく腕を引く。

「敵だと思え」

　嵐嶺はそのまま背を向けたが、歩き去らず、肩ごしに沙綾を振り返って言葉を足した。




「早く寝ろ」




「──ほんとうは、やっぱり優しい、いい神ヒトなんですよね？」

　むずむずした口が、神に言ってしまった。

「いまだって、わたしの様子を気にして見に来てくださったんでしょう？　幽鬼さんたちを追い散らしたり、帳を燃やしてしまったのはアレですけれど。でも取り殺されるぞって叱しかったり、寝不足を気き遣づかってくださったり」

　ぷい、と嵐嶺の去ろうとする気配に、沙綾は飛びつくように上衣の裾すそを摑まえる。

「敵だなんていうのも、じつはご自分に言い聞かせてるんですよね？　だってそうじゃないと、志気、にぶっちゃいますから。あっ」

　嵐嶺が、沙綾の手から衣装の裾を力ちから任まかせに引き抜く。

　ふわん、と漂う羽は衣ごろもを捕らえるのをしくじると、もう止めようはなく、それきり神は部屋を出て行ってしまった。

「図星だから出て行ったんですよねー、おーい？」

　口元に手を添えた沙綾は、嵐嶺の消えた庇のほうに向かって言った。

「というよりも、非情なつもりでしたら、ずっと放置しなくちゃだめなんですよー？」

　逆上して戻ってくるか、雷かみなりでも落ちるかと期待したのに、神からはなんの反応も返らなかった。

「～～へぼん」

　がっかりでしょんぼり、と沙綾は上うわ敷じきに両手をついてつぶやく。

　じつは、この変な擬ぎ音おんを気に入ってしまっていた。とくにいまの気分には、ぴったりだ。

「へぼん、へぼん、へぼん」と繰くり返すと、なんだか楽しくなって沙綾はくすくす笑ってしまった。通りすがった小こ鬼おにが「頭は大丈夫か？」と冷ひややかに言い捨ててゆく。

　……大丈夫なつもりだ。長く落ちこむと体力に響ひびくから、すぐに気持ちを切り替えるくせがついているだけである。

　視線を感じて目をあげると、嵐嶺に追い散らされたはずの幽鬼がおずおずと、柱の陰かげからこちらを窺うかがっていた。

　緊きん張ちようした様子は黒牙神を畏おそれてのものだろう。それでも戻ってきたのは、妄執から解き放たれたいと願うからだ。

　後ろめたい表情は、幽鬼になった原因が自分にあるからだろうか。

　死してなお消せぬつよい想いが、この世に自らの魂たましいを縛りつけたのだから。

　自じ業ごう自じ得とく、と突き放す気持ちは沙綾にはない。

　ひとたび怨おん霊りようや幽鬼になれば、自力では戻れない。

　そして、だれもが死の瞬しゆん間かんに諦あきらめをつけられるわけではないことも知っている。

　だから沙綾は、座り直すと幽鬼を笑顔で招いた。

「お次のかた、どうぞ」
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　夕刻。御ご所しよから追ってきた空くう也やが廃寺にたどり着いた。




「──それで、黒牙神様はすぐにわめかれるんですよね。あちらのご言い分だと、わたしが空気が読めないからなんですって。でも黒牙神様だって、ご自分が災さい禍か神しんだっていう空気が読めてないですよね？　火事で逃にげ遅おくれる心配、とか、取り殺されるぞ、とか。

　気遣いと黒牙神って、相容れないと思いません？」

　沙綾は顔色の悪い頰ほおのこけた女性を前に、嵐嶺のことを愚ぐ痴ちっていた。

　円座に所在なげに座っている女性は、白い着物に白しろ鉢はち巻まきという、典型的な呪じゆ詛そ装しよう束ぞくだ。目は吊つり上がり口は耳まで裂さけ、なかば鬼と化した姿だが、心なしか元気がない。

　目の下の濃こいクマも、連夜呪詛を行っていたためだけではないように見える。

「それに基本的に本末転倒というか──、かまってちゃんなんですよね。威い張ばってお出ましになってはわめいて帰られ、結局なにをしにいらしたのかしらと首をかしげることばかりなんですもの。先日、暇ひまに飽かして数えてみたのですけれど、ご復活から一ひと月つきあまりで、わけのわからない登場と退場がじつに──あら兄様」

　とうとうと語っていた沙綾は、息を切らして現れた空也に目を丸くする。




「沙綾ッッッッッッッッッ!!」




　力いっぱい叫んだ空也が、両りよう腕うでを広げて沙綾に駆かけ寄った。

　迷いもなく怨霊を突きのけると、音がするほどいきおいよく妹を抱だきしめる。

　突きのける、と言っても実体のない相手だ。実際はそういうしぐさをしただけなのだが、呪詛装束の女は愕がく然ぜんとしたようで自みずから脇わきへよけた。

　もちろん、空也は女にこれっぽっちも注意を払っていなかった。腕のなかにおさめた妹にこれでもかと頰ずりをし、感情のままに声を振り絞しぼる。

「よく無事で。よくぞ無事で……！　をををを沙綾！　このふがいない兄を許せ！　そなたの護ご持じ大たい将しようだというのに、そなたの側をこれほど長く離れるとは。くうっ不覚っ！」

「あのですね兄様。わたしが連れ去られてから、まだちょうどまる一日くらいですが」

　より正確を期すなら、まる一日と二に刻こくくらいだろうか。

「まる一日!!　そなたが生まれてからこれまで、長くても二刻ほどしか離れたことはなかったのに！　もっと言えば、どれほど離れても洛らく中ちゆうにいたのに！　すまぬ。存分に兄を責めよ沙綾ッ！」

「えーと、責めません。というよりも兄様。よくこちらがおわかりになりましたのね」

　放っておけば「このだめな兄を殴なぐれ蹴けれ」と言い出しかねない空也の気をそらそうと、沙綾は訊いた。

　兄は大好きだし尊敬もしているが、ときどき暴走に手がつけられない。

　兄の手た綱づなを取ることがかなう人物は、おそらく帝みかどだけだろう。空也はよく今きん上じようについて文もん句くをたれているが、帝のほうは轡くつわをいやがる馬くらいにしか思わず御ぎよしてくるはずだ。

「すいません、あの」と呪詛装束の女が言いかけるが、空也の声がそれをかき消した。

「大おお埜のに行ってみればそなたはおらず、死ぬほど捜さがしたぞ。馬に鞭むちをくれまくって東とう奔ほん西せい走そう、とちゅう、オニや怨霊どもがぞろぞろと同じ方向に向かうのに行き当たり、もしやと思いついて行くと、わたしの探知機がおっ立ったのでな」

　空也が自分の前まえ髪がみに触ふれた。どんな異能なのか、彼の前髪は沙綾の悪口や位置に敏びん感かんで、まるで生き物のように報しらせるのだ。

「そうだったのですね。さぞお疲つかれになったでしょう？　瘦せられたような」

　たくましい兄の身体が、心持ち薄くなったように感じられる。

「いや、これは弁当のせいだ。くそっ雪ゆき王おうめ……！」

　今上の幼よう名みようを毒づいたので、沙綾はこの件には触れないでおこうと決めた。

　代わりに、兄に無理をさせられた馬の世話を、幽鬼たちに頼む。

「すみませ～ん、どなたか馬のお世話をお願いいたしますー」

　すると生前心得のあったらしい幽鬼が数名、厩うまやの方角へ漂っていった。

「それじゃ……。あたし、そろそろお暇いとまを。なんだかお邪じや魔まみたいですし」

　呪詛装束の女が陰いん気きな声で言った。

　目をあげる沙綾から逃げるようにお辞儀をすると、そそくさと光に包みこまれる。

　それをきっかけに、ようやく空也は妹を放した。

　刀を外はずし、対面に座り直しながら訊ねる。

「なんだいまの女は。怨霊か？」

「恋人に裏切られて自害されたのですって。お気持ちをわかっていただけるのではと、いろいろご相談に乗っていただいていたのですけれど、……成仏なさったみたいですね」

　生前は連夜、黒牙神を祀まつって呪詛の祈りを捧ささげ、死後は恋人の邸やしきに千日も通い詰めて弱らせ殺したとは思えないようなあっけない成仏ぶりだ。

　沙綾は少々肩すかしを食らって言う。

「これで二十五人目なのですけれど、みなさん意外と往おう生じよう際ぎわがよいのです。変ですよね」

　往生際が悪かったからこそ、怨うらみでこの世に残ったことを思うと不思議である。

「長いかたで、成仏までに一刻くらいでしょうか。早いかただと、列に並ばれている間にさささーっと」

「そなたと喋しやべらずに逝いくのか？」

「むしろ喋りたくないから逝くような……」

「ふん、せっかちは放っておけ。代わりに兄が、そなたと一年でも十年でも話をするぞ」

「兄様。兄様は怨霊でも幽鬼でもありませんから、ご遠慮くださいませ」

　わざと頰をふくらませ、にらむフリで釘くぎをさすと、空也の顔がたちまち緩ゆるんだ。

「うむっ。わかった」

　語尾にきらきらした感情のにじむ口調で言い、ふと真顔になる。

「して、沙綾。そなたの相談とはなんだ？　気持ちをわかるとは？」

　訊ねる声は真剣そのもので、目つきは探るようだ。

　こんな兄に嵐領のことだと言ったら憤ふん死ししかねない。兄の健康のために、沙綾は適当に言い繕つくろった。

「それは。わたしこの御帳台のなかに軟禁されていまして。女子ならではの不便もありますから」

「御帳台？　そういえば、帳はどうした」

　なかの几き帳ちようは無事なので丸見えではないが、あいかわらず黒くろ塗ぬりの骨組みが剝き出しで、外側の四隅に獅子と狛犬がちょんぼり座っている。

「黒牙神様が燃やしました。見通しが悪いのはよくないからと」

　空也が遠巻きに並んだ幽鬼たちに首をめぐらせる。たまたまなのだが男性のほうが多く、当然だというように鼻息荒くうなずいた。

「キレ神と意見が合うとは思わなかったがな。護持大将　わ　た　し　のいないなか、目隠しなど危険極きわまりない。当然だろう」

　黒牙神にしてはわかっているではないか、とひとりごとを言った空也があらためて訊ねる。

「そなたを軟禁したのはヤツであろう？　ヤツはどこにいる？」

「さあ。その辺にいらっしゃるとは思うのですが、朝お目にかかったきりなので」

「ヤツめもやっと、分別を身につけたか！　そうだとも、いままでが言ごん語ご道どう断だんであった。四六時中そなたにへばりつくなど、キレ神には分不相応」

　へばりつくどころか、沙綾のなかに封ふうじられていたという事実を、空也は忘れているか考えないフリをしているようだ。

「だが沙綾。そなたが、そこはかとなく萎しおれておるのが解げせんな。どうした？　この兄が必ず側に参ることはわかっていただろうに？　うん？」

　空也は目め敏ざとかった。心細かったから元気がないのではないとも見み抜ぬいている。

「大丈夫です。ちょっとだけ『へぼん』、だっただけですから」

　心配させまいという気持ちと、打ち明けようのない想いから沙綾はごまかした。

　白状すると、またあの擬音が使いたかったからでもある。

「そうか、がっかりでしょんぼりか。かわゆらしい響きだな。そなたの作った言葉だけのことはある」

　ほほえみかけた空也は、的確にもとの言葉を言い当てた。

　それでいて、なぜしょんぼりなのかを訊こうとはしない。半分は兄の優しさで、半分は聞きたくない事実を聞かされる予感が働いてのことだろう、と沙綾は感じる。

　意図してなのかそうでないのか、空也は話題を変えた。

「ところで沙綾。これほど経っても茶のひとつも持たぬとは、渚は来ておらぬのか？」

「渚ですか？　いえ、というよりも来るはずなのですか？」

「おそらく。わたしが御所を出るときにアワアワ支し度たくをしていたのでな」

　愚グ図ズはおいてきた、と空也が言外に匂わせた。待たなかったのは、渚は結局足手まといになると考えてのことだろう。

「いまごろ、どこぞの山中で迷っているかもしれぬが、まあ、そのうち着くか」

　あっさり片づけた空也の肩を持つわけではないが、沙綾も渚ならば平気なような気がしている。なんとなくだが。

「あ、お茶ですよね」

　兄の言葉を思い出し、沙綾は表に向かって手をふたつばかり叩たたく。

　しばらくして、小丸が盆ぼんに茶をのせて運んできた。

　小鬼の給仕か、と胡う散さん臭くさい顔をした空也が、出された茶の匂いをくんくん嗅ぐ。

「飲んでも害のない代しろ物ものなのだろうな？」

「味までは保証できませんが、いやがらせは卒業したみたいですから」

　はじめ、小丸はすてきな緑色の粥などを運んできていた。

　が、沙綾が「青菜のお粥？　この香りは蒜ひるかしら？」などと大まじめに返すのでいやになったうえに、嵐領からも叱られたのだろう。

　午ひる過ぎあたりからは、まともなものを持ってくるようになっている。

　意を決して空也が茶を啜すすった。一口飲んでほっと表情を緩め、「雪ゆき王おうの弁当よりマシだ」などとつぶやいたりする。

　兄のひとりごとは聞かなかったことにし、沙綾は訊ねた。

「兄様。お外の様子はどうでしたか？　このように邪じや衆しゆうのかたがたが集まっておいでだとなると……」

「うむ。あまりよくはない。とくに洛らく外がいは、京みやこのような結界もないからな」

　空也は言葉を濁にごした。沙綾の耳に入れたくないような光景も見たのかもしれない。

「大埜にも行かれたのでしょう？　九く曜よう様は？」

「大だい修ず法ほうの最中のようだ。国司の邸には、寄進物を持った人々がエラいいきおいで集まっておった」

　時間の無む駄だだと思い、空也は会っていないという。

　嵐嶺が乗りこんでいるのでなければ、敵の本陣である国司の邸に沙綾はいないからだ。

「その九曜の話だがな。正直、儀ぎ丞じようらは贋にせ者ものでもよいと考えているそうだ」

「──？」

「嵐公が邪魔をしなければ、封呪が編みあがるだろう？」

「そのための時間稼かせぎですか」

　理解した沙綾に、渚が大僧正に呼ばれたのも嵐嶺を罠わなにかけるためだったようだ、と空也が明かす。

「だから、そなたもそのつもりでおれ。キレ神が行動を起こさぬなら、ここで粘ねばる。そして五日を過ぎればどんな手を使ってでも京へ戻らせるのだ。ヤツを封じるためにな」

　空也の言葉に、沙綾はぽつんと言った。

「寂さびしいですね」

「うん？　なにがだ？」

「なんとしても、黒牙神様を封じないわけにはいかないのはわかってます。儀丞様たちの目論見もくろみには、黒牙神様も気づいているみたいですが、でも、こんな騙だまし討うちにかけるようなこと」

「しかたがあるまい」

　苦い表情で同意を示したが、空也が言う。

　そう。このままでは、地に禍わざわいが満ちる日もそう遠くはない。

　嵐嶺が復活して怪かい異いが増えた。

　嵐嶺がたった一日洛外にいただけで、ごっそりと鬼たちが集まってくる。

　そして彼らが人々を争わせ、恐れさせて得た負の〈気〉は、嵐嶺自身の英気にもなる。

　彼の邪気が強まれば、また邪衆も活発になる。

　その繰り返しで、世は荒すさんでゆく。

「どんなにいい神ヒトだったとしても、結局、黒牙神様は黒牙神様なのですよね」

「そう。たとえどんなに気が合ったとしてもだ」

　空也の言葉に沙綾は目を瞠る。

「兄様がそれをお認めになるなんて」

「むろん、そなたが『へぼん』になっているから、特別だ」

　まじめに答えた空也が、なぐさめようと髪を撫なで、やけに爽さわやかに笑う。

　この兄もたいがいヘンだと思うのだが、味方でいてくれることがほんとうに心強い。

「兄様が側にいてくださると、ほっとします」

　沙綾が兄に寄り添うと、腕のなかに妹を包みこんだ空也が歓かん喜きの涙にむせんだ。

「くうう、これぞ役得……！　兄最強！　兄最高!!」

　わけのわからない空也の言葉は、聞き流すことにする。

（黒牙神様と、ずっとこのままでなんていられないんだ）

　わかっていてそれでも、そのことを突きつけられるとつらい。

「わたし、ちゃんとできるでしょうか」

　いろいろ思いがありすぎて、抽ちゆう象しよう的てきな表現になる。

　その彼女の髪を空也が撫でて応じた。

「むろんだ。わたしのかわゆい沙綾だからな。そなただけにしかできぬことを、そなたらしく」

　……思うより、兄の洞どう察さつは深いのかもしれない。
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　軟禁されて三日も経つと、廃寺の周りから幽鬼や怨霊はいなくなった。

　成仏を願ったり、慈じ母ぼ気取りでイラつく小娘だと祟ってきたが打ち破れたモノたち。

「〆しめて、千五百十九魂を浄土送りか……。すばらしいぞ沙綾。見よ、部屋の風通しがよくなったではないか」

　御帳台の柱に、千五百十九個目の傷を刻きざみながら空也が言う。

　たしかに、一時は庇を取り巻き、門の向こうまでずらりと並んで順番待ちをしていた幽鬼たちが消えたのだから、草ぼうぼうの庭がよく見える。

　けれど千五百十九個も刻み目を入れられた御帳台は、かなり荒んだ印象になっており、おまけにこれだけ（いちおう）善行を積んだというのに、空は邪気で暗い。

　幽鬼たちは消えたが、沙綾では手に負えず、彼女には見向きもしない鬼や物ものの怪けたちが増えているせいだ。

　いまでは、昼間でも灯あかりが手放せなくなっていた。

　沙綾に類は及んでいないが、おそらく、外ではそれなりのことが起こっている。

　外から帰ってきて庇を横切る鬼たちの手や口が、時折鮮せん血けつに濡ぬれているのだ。

　彼らは日ごと夜ごと、嵐嶺のもとに集っているらしい。

　嵐嶺がどうしているかはわからなかった。あれ以来、神は一度も姿を見せない。

　いい神ヒトだと思われたくなければ放置しろと言ったのがよほど気に障さわったのか、ずっと放置されている。

（やっぱり、このままじゃだめだ）

　すっく、と沙綾は立ち上がった。骨組みだけの御帳台から抜け出そうと突進する。

「ひゃう！」

　見えない膜まくのようなモノが、沙綾を阻はばんだ。骨組みの外に踏ふみ出したかに見えたが、反動で内側に放り戻される。

「ばっ、なにをしている、沙綾!?」

　仰あお向むけにひっくり返りそうになる妹を空也が片腕で受け止めた。

　体勢を立て直した沙綾は答えず、ふたたび挑いどんだ。

　三度、四度とはね飛ばされる。

「もう……っ。骨組みだけのくせに」

　悪態をついたが、神の施ほどこした結界はびくともしない。

「わかりました、無駄ですよね。偉い大だいな黒牙神様の結界ですもの。諦めます」

　ふう、と大きなため息をついてみせ、その息が消えないうちに、横っ飛びに飛び出す。

「と見せかけて！」

　強行突破──したつもりが、ぼいん、と空也の腕のなかに返されてしまった。

「悔くやしい。へぼ～ん。隙すきをつく作戦、失敗」

「沙綾。なんの隙だ、なんの」

　めずらしくつっこむ兄には応じず、沙綾は、今度は骨組みに手をかけて大声を出す。

「おおーい、小丸ちゃーん。ちょっと来てくださいませんかー？」

　外に出たい用があるときは、小鬼が連れていってくれることになっている。

　ところが、いくら呼んでも小丸は姿を見せなかった。仲間である赤丸や緑丸も現れない。

「おいおい、なにをしたいのだ、沙綾。厠かわやか？　腹でも下したか？」

　沙綾を後ろから抱きとめた空也が訊いた。

「そうじゃありませんけれど、ここから出たいのです。もう一度、黒牙神様を笑わせてくるだけですから。禁じられた変顔とくすぐりで、思いとどまっていただくために」

「？？？　そなたの話は、なにがなにやらさっぱりだぞ」

「さっぱりでいいですから、わたしをここから出られるようにしてください」

　妹の要よう請せいに、空也はすぐさま私的な疑問は脇へ置いた。

「しかと承知！　では、これでどうだ。『ヘタレ嵐らん公こうめ～～～！』」

　天も裂けよとばかりに吼ほえた次の瞬間、空也は嵐嶺に胸むな倉ぐらを摑まれていた。

　黒牙神が宙に浮いているので、吊つるしあげられている恰好だ。

「すごい、兄様。効果絶大ですね……！」

　思わず沙綾はパチパチと手を叩いた。

　妹を振り向いた空也が歯を見せて笑い、親指を立てる。

「な？　兄はよい仕事をするであろう？」

「はい、とっても。さすがです。頼たよりになります」

「そうであろうそうであろう？　さあ、遠慮せずにもっと兄を褒めるがよい！」

　耳に手を当てて澄すましてみせる側から、空也の顔色は赤く変わっている。

「顔がふくれてきたぞ、病やんでる犬。というか教えろ。首を絞しめられていて喋れるのはなぜだ？」

「愛ゆえだ、愛！　むろん沙綾へのだっ。愛が不可能を可能にする!!」

　断言した空也にイラついたのか、嵐嶺が彼を床ゆかに叩きつけるように放り出した。

「病んでる犬。暴言を吐いたからには、命を差し出す覚かく悟ごはできているのだろうな？」

　脅おどすような黒牙神の問いに、首をさする手を止めた空也が応じる。

「ふ、たしかめるまでもないわ。沙綾の役に立てるなら、この空也、命など惜おしくない」

「おまえ、ほんとうに安いな……！」

　ある意味感心してうなった嵐嶺が、沙綾に目を向けた。

「我が用意した御帳台を切り刻んだうえに、ドタバタ大騒ぎしやがって。なんの用だ」

　目を合わせた沙綾は、神のまとう〈気〉にぞくりとした。

（波動が──）

　会わなかった三日で、嵐嶺の邪気は格段に濃くなっていた。かげろうのように立ちのぼる黄おう沈じん香こうのなかに、禍まが々まがしいものが交まじっている。

　気け圧おされそうになる心に鞭を打って、沙綾は口をひらいた。

「……面倒くさ」

　心に鞭打ったわりに飛び出したのは、怯ひるんだというのが虚きよ言げんになりそうなぼやきだ。

「なんだと？」

「すみません。動どう揺ようが失言を呼びました。ちょっと、黒牙神様が知らない神ヒトのようで」

　嵐嶺は、邪気とともに美しさも増していた。

　人ならざるモノ。そんな雰ふん囲い気きが強まって、どこかよそよそしく感じる。

「もう一度、お願いをしようと思ったのです。わたし、一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばります。百面相をして、仮体からだ中どこでもくすぐりますから。どうか笑ってください」

「どこでも!?　グフッ」と衝しよう撃げきを受ける空也を、沙綾は無意識に閉め出した。

　上敷に両手をつかえ、まっすぐに嵐嶺を見つめる。

「笑って、それから九曜様と交こう渉しようしましょう」
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　長い長い──沈ちん黙もくがあった。

　目を瞠ったままの嵐嶺が、反応できずにいる。

「おい、キレ神」

　ふたりを見比べていた空也が、まじめな顔をして口を挟はさんだ。

「わたしの沙綾がこう言っているのだぞ？　ありがたく言う通りにすればいい」

　空也の言葉が嵐嶺の呪じゆ縛ばくを解いたようだった。

　このうえなく冷ややかなまなざしを、神は護持大将にそそぐ。

「犬。おまえ、相っ当に病んでるらしいな。神に対して、なんだその上から目線は」

「？　上から目線ではなく、げんに沙綾のほうが上であろうが？」

「……、つきあいきれん」

　嵐嶺は首を振った。こと沙綾に関しては頭のたがが外れる空也に、神よりも上のヒトがどこにいる？　と問うこと自体、不毛だと考えたのかもしれない。

「〈神凪姫〉、おまえにもつきあいきれん。九曜に交渉だ？　なにを寝ぼけている」

「わたし、本気ですよ」

　決意を述べたとたん、見えない手が沙綾の頭を摑んで後ろに引いた。

「いっ──」

　沙綾は痛みに悲鳴をあげて上体をのけぞらせた。

　すると力は緩んだが、むろん嵐嶺の仕し業わざだ。

「なんでですか」

　衝撃を受けた沙綾は問う。こんなふうに乱暴に扱あつかわれたのは、嵐嶺の復活時以来だ。

「愚おろかなことを訊くな。我を苛いら立だたせれば、当然痛い思いをする」

「いえですから、いきなり暴力神に戻るのはなぜかと。あ、もしかして。そうしないとくじけそうだから──」

「──のはずがあるかッ！」

　嵐嶺がわめいた。

　そのわずかな一瞬だけ、以前の嵐嶺の片へん鱗りんがのぞく。

「邪気のせいだな」

　冷静に判じたのは空也だ。

　その手元にはすでに、愛刀が引き寄せられている。

「その通りだ、病んでる犬。オニどもの集めて回った邪気が、我のなかからいまいましい〈ヒトくささ〉を雪すすいだ。いまも絶ぜつ賛さん雪いでいる」

「って無駄に強調するあたりは、笑いを取りたいヒトそのものだと思いますが」

　沙綾はつい、律りち儀ぎに指し摘てきしてにらまれる。

「だからそうやって絡からむから──ああくそ！」

　苛立ちを露あらわにした嵐嶺が沙綾を突き放して髪をかきむしった。

「おまえときたら、こればかりだ。なぜそうも我を揺ゆらす？　かき乱す!?」

　こういうやりとりが彼の調子を狂くるわせ、揺り戻しているのだ。と沙綾は理解した。

　もっと揺さぶれば、〈ヒトくささ〉も甦よみがえるだろうか。

　説得もかなうだろうか。

　沙綾はとっさにそう、考えをめぐらせた。

　じっくり考えているだけの余裕はない。

　腹を決めた沙綾は、前回よりもさらにすさまじい変顔を作って嵐嶺に向ける。

「沙綾!?　ぷ────ッ」

　噴き出すなり、指をさして笑いはじめたのは空也だ。

　しかも、笑うだけ笑ったあとでいきなり青ざめ、沙綾の両手を頰からもぎ離す。

「いかーん！　そなたのかわゆらしい顔が『変』で固定されたらどうする!?」

「どうもしませんよっ。いいから兄様は黙っててください！」

　沙綾は生まれて初めて兄を邪じや慳けんにした。

　衝撃を受けた空也が顔色を失ってひっと息を止めたが、上等。いまは好こう都つ合ごうだ。

　沙綾は変顔をつづけ、嵐嶺に「どうだ」と迫せまった。

　笑え。笑わなくても呆あきれろ、邪気なんて萎なえてしまえばいいと心で念じる。

「──まったくおまえは」

　ふっと、力を抜いた嵐嶺が苦笑した。

　笑ってくれた!?

　そう顔をほころばせた瞬間、嵐嶺がもとの冷たい表情に戻る。

「これで満足か？」

　足払いをかけたうえでその首しゆ尾びを問うような、意地の悪い喜びが目の奥にある。

「そんなわけないじゃないですか」

　沙綾はまたしても、嵐嶺の読み通りに答えなかったらしい。神がけんか腰になる。

「ならばどう返せと？　だから変顔はいらんと言っただろうが、とでも？」

「ブブー。それじゃ、及きゆう第だい点てんしかさしあげられません」

「は!?　だったら模も範はん解答はなんだという？」

「『ほら笑ったぞ。というか、九曜と交渉だと馬鹿めが』、などでしょうか」

　すらすら返す沙綾に、嵐嶺は閉口した顔になった。

「まったくおまえときたら、ああ言えばこう。ロクにへこみもしない。縊くびり殺せないのが、ほんとうに口くち惜おしいわ。褒めてないからな」

　ありがとうと沙綾の口が動きかけるのを察してか、嵐嶺が機先を制す。

　そうしておいて、神は宙に外とつ国ふうの椅い子すを出現　だ　して腰掛ける。

「で、なにを交渉するつもりだと？　言ってみろ」

「貴神きさま、なんだその『しつこくされるのはかなわないから、聞くだけ聞いてやる』みたいな態度は」

　さっそく苦情を申し立てる空也のことも、嵐嶺は八やつ裂ざきにしたそうな顔をした。

「みたいではなく、事実そう思っているんだ！　いいから黙ってろ病んでる犬！」

「ごめんなさい兄様、口出しはご無用です」

　空也は嵐嶺の言葉に吊り上げた眉を、沙綾の言葉でだらしなく下げた。

「うむ。兄は心で力いっぱい支し援えんするにとどめるぞっ」

「おまえの兄、真っ剣にうっとうしいな」

　嵐嶺がぼそりと言うのを、沙綾はどうとでも取れるしぐさで受け流しておく。

「九曜様に持ちかけようと思うのは、停戦です」

「なんだと」

「まず、この緊きん迫ぱくした状況を変えるために大修法をやめにしてもらいたいんです。同時に邪衆のかたがたにもしばし鎮しずまっていただいて、それからはじめようかと」

「はじめる？　なにをだ？」

「黒牙神様の心残りを晴らすことを、です。あ、でも、祟りや呪のろい以外で、ですよ？」

「────────」

　嵐嶺が絶句する。完全に度ど肝ぎもを抜かれたのか、呆ほうけたように口をあけていた。

「ふむ、なかなか興味深い案だと思うぞ、沙綾」

　兄がそう言って力づけてくれたので、沙綾ははりきってつづきを口にする。

「嬉うれしいです、兄様。──で、ですね、心残りがなくなれば、黒牙神様も祟ったり禍を呼んだりしたくなくなるでしょう？　そうしたら、次は浄じよう化かです。これはせっかくなので、わたしもお手伝いいたします。あと百万魂くらいを浄土へ導ければ、真っ黒黒な黒牙神様の魂でも、かなり白くなると思うのです」

「まっくろくろ……」と嵐嶺はなかば無意識につぶやいた。

　その横で、空也が思案げに首をひねる。

「いや沙綾。百万ではとても足りぬだろう。千か万か」

「なんとか頑張ってみます」

　沙綾はぐっと力こぶを作ってみせ、さらに言葉を継ついだ。

「とにかく、そうやって邪気がなくなれば、黒牙神様も脅きよう威いではなくなりますから。九曜様は修法を執とり行わずともよくなるわけですし、一件落着です」

「…………なにが落着だ」

　低い声で問うた嵐嶺の額ひたいに、花し神る字しが浮かんだ。

　邪気で曇った空の向こうで、不機嫌に雷がごろつく。

「〈神凪姫〉──」

　嵐嶺は宙の椅子から滑すべるように降りてくると、沙綾のおとがいを摑んで上を向かせた。

「黙って聞いていれば、我の全ぜん否ひ定ていか」

　ゼンヒテイ。理解がすんなりといかなかったらしい空也が、ああ、と膝ひざを打つ。

「たしかにな。祟るのを生業なりわいにする神に『祟るな浄化しろ』は全否定だ」

「黙っとれ、病んでる犬！　いちいち口にするな！」

　八つ当たりのようにわめいた嵐嶺は、沙綾に注意を戻した。

「これまでで最高の侮ぶ辱じよくだ。この我に浄化しろと？　しかもおまえの情けを借りて」

「はい、そうですよ」

　けろんとしてうなずいた沙綾に、黒牙神が激げつ昂こうする。

「おまえがどれほど痛かろうと、知るか。この場で縊る──！」

「痛いのは苦手なので、できれば考え直してほしいですけれど、無理ならばいいですよいやですけど」

「どっちだ!?」

「選択してよいのでしたら、やめてくださる方向で」

「おまえ！　まだ愚ぐ弄ろうするか！」

「わたしははじめから、そんなつもりはないです。でも黒牙神様がそうお思いなら、こんなふうに考えてくださいませんか？　浄化して、黒牙神でなくなっても生きていたほうがすてき、って」

　沙綾の言葉に、嵐嶺は目を剝いた。

　口をひらきかけるが、言葉が出てこない。

「黒牙神様は、思いを遺のこしてこの世を去られたのですよね？」

「怨霊となって黄よ泉みがえったがな」と空也が補足する。

「まだ、十八歳であられたのでしょう？　きっと、おやりになりたいこともあったはず」

「沙綾の言っているのは、親族を祟り殺すこと以外でだぞ」




「それ、取り戻しませんか。三百年ばかり後のちの世で、になってしまいますけれども」




「うむ、ありがたく受けておけ黒牙──」

　嵐嶺のこめかみに太い筋が浮いた。

　彼が腕を一振りすると、目を閉じて聞き入り、もっともらしくうなずいていた空也が小鬼たちに廃寺の敷しき地ち外がいへと引きずられてゆく。

「おまえ、ほんとうに〈神凪姫〉か」

　嵐嶺の問いに、沙綾は自信をもって笑顔で答える。

「はい。それにもちろん本気です。これでも、ずっと寝ないで考えたんですよ。悩み相談室の合間に」

「おまえ。兄ともども、口を慎むことを覚えろ。一言多くて、いろいろ気持ちが薄れる」

　疲れたような嵐嶺の目の奥で、感情が水のように揺れていた。

　いくつかの感情が入り交じっているようだ。

　そのなかのひとつを選び出すような間を置いて、嵐嶺が訊ねた。

「どうしてこんなにも、こんなにも我にかまう？」

「あなたがかまってちゃんだからですよ？」

「！」

「噓うそです。わたしが、あなたと一緒にいたいからです。もっと、ずっと」

　嵐嶺の目を見つめ、恥はずかしくなった沙綾は頭を搔かきながら付け足す。

「快適な身体を手放したくないのもありますけれど」

「むしろそれが本ほん音ねだろうが」

　神が言った。

　空気が読めないと言われる沙綾だが、このときばかりは心の機き微びを察した。

　なので、にやりとして返す。

「そういうことに、してさしあげてもいいですよ」

「馬鹿めが」

　嵐嶺が視線を外して横を向いた。

「夢物語にもほどがあるわ。九曜がそんな取り引きを吞むわけがない」

「交渉次第じゃないでしょうか。黄泉がえって、気性も変わられたかもしれませんし」

「試さんぞ。二度はない、！」

　嵐嶺が口をつぐんだが遅おそかった。

「九曜様に、欺だまされたことがあるのですか」

　神は答えなかったが、そうなのだと沙綾は感じた。

「もしかして罠にはめられたとか、それで謀む反ほんをでっち上げられたのじゃ──」

「史書は違うと言っている。秘録を記しるした僧そうもな」

「カビの生はえたような時代の見知らぬお坊ぼう様さまより、わたしはあなたを信じます」

　沙綾は言い切った。

「たとえ、わたしのことを信じてくださってなくても、わたしは信じます。いま、目の前にいらっしゃるあなたを。わたしの知っている黒牙神様を。キレまくって、大騒ぎして、雷を落としまくったあなたのほうを信じます」

「馬鹿めが！」

　遮るように嵐嶺が大声を出す。

「な、ん、で、そこで挙げる例がそれだ!?　我をダメ神に見せる作戦か！」

「ダメ神なんかじゃないですよ」

　沙綾の言葉に、嵐嶺が目を見開く。

「むしろ黒牙神なのにお優しいのはヘタレ神というのじゃないかと──」

「〈神凪姫〉!!」

　逆上した嵐嶺が叫んで沙綾の首に手をかけた。

「くそ、この馬鹿〈神凪姫〉めが！」

　ガクガク揺さぶる──真似に、沙綾は声をあげて笑う。

　嵐嶺がそれにつりこまれた。目元に苦笑が浮かんでいる。

　けれど。

　やがて神の表情からは笑えみが消え、代わりに黒い感情がにじんだ。

「九曜だけはだめだ」

「黒牙神様」

「九曜だけは譲ゆずれん。ヤツには貸しがある」

「楽しいことをしてもだめですか？　笑っても？」

「いい加減、笑いと変顔から離れろ」

「でしたら、わたしの〈夢の書〉を貸してさしあげます。ご覧になってご希望をおっしゃってくだされば──」

「おまえの書なら、とっくのとうに灰にしただろうが」

「まだ正副あるんです。燃やされた補も、写本をお願いしてあります」

「たかが煩ぼん悩のうごときで、どんだけ執しゆう念ねん深い」

「されど煩悩なんです。あれだけが、よすがみたいなものだったのですから」

「ならば、九曜を祟り殺すのが我のよすがだ」

　ねじ伏せるように口調をつよめた嵐嶺が、声を低くして沙綾に持ちかける。

「吞むなら、取り引きをしてやってもいい」




「九曜をくれたら、微ね睡むってやる」




　沙綾は虚きよをつかれた。

　封じられてやる。嵐嶺はそう言ったのだ。自ら。

　見上げると、嵐嶺の紅あかい目は揺らぎもしない。

　後から言い逃のがれするつもりのでまかせではない。

　神は──噓をつかない。

「わたし。黒牙神様が微睡るのなんて、望んでません」

　同じように嵐嶺も浄化を望んでない。だからこの取り引きは、九曜が妥だ協きよう点てんなのだろうか。

「だめですよ、黒牙神様。九曜様を生いけ贄にえにはできません。それに、いまのあなたでは無理だと思います」

「なぜだ」

「わたしとつながっているじゃないですか。力がうまく奮ふるえるとは思いません。それもあって、みなさんを焚たきつけたのでしょう？　修法の完成までに、力を戻せないから」

「知っていて、黙って我を嘲あざ笑わらっていたのか──いや。おまえのことだ、ただそんなものかと思っていたのか」

「そうですが。信じてくださってありがとうございます」

「おまえ、そういえばやたらと『信じる』という言葉にこだわるな。さっきも、どさくさまぎれに口にしていたのはなぜだ？」

「それはいまはどうでもいいです。あとでお話ししますから」

　沙綾は両手を伸ばして、嵐嶺の指を握った。

　目をぎゅっとつむり、そのまま折るつもりなのかと疑うほど力をこめる。

「～～～！」

「なんの真似だ、〈神凪姫〉」

「念力を送っているんです。言葉は黒牙神様に届かないようなので、代わりです」

「おまえは」

　神が腕を上げ、大きな手のひらで沙綾の頭を撫で、くしゃりと髪をもてあそぶ。




　愛いとしい者に対するしぐさだ。

　沙綾の心が、だめだ、揺さぶられる。




「頭を撫でるくらいなら、『浄化するよ』とおっしゃってください」

「断る。最大の譲じよう歩ほは微睡るところまでだ」

　嵐嶺の手を振り払おうとして、沙綾は手首を摑まれる。

「黒牙神様は、わたしと余生を送るのはおいやなのですか！」

「おまえのなかでそうしてやると言ってるんだ！」

「意味がわかりません。ぐうたら寝ているよりも、起きているほうが楽しいではないですか。不快だ、意識が凍こおり時が止まる、なにもかもが死ぬとおっしゃっていたのに」

「浄化するくらいならば、なにもかもが死ぬ道を選ぶ」

「黒牙神様──」

　沙綾は目を瞠った。

　そのとき。

「姫様、ご無事ですか!?　お助けにあがりました！」

　とつぜん外から渚の声がした。雑草まみれの玉たま砂じや利りを蹴散らす音に、馬の蹄ひづめが混じる。

「待て、渚。おまえ阿ア房ホウか。武者など連れてきたところで──」

　敷地外で出で迎むかえることになった空也の言葉を、渚の朗ろう々ろうとした大声がかき消す。

「九曜様です、九曜様が参られました！」
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　嵐らん嶺りようの目が、濃こい紅あかへと変わった。

「こい、〈神凪姫かんなぎ〉！」

　沙さ綾あやは嵐嶺に手首をひったくられ、御み帳ちよう台だいを抜ぬけて庇ひさしへ出る。

　庭では、ちょうど鎧よろいをまとった武者たちがわらわらと下馬したところだった。

　彼らは嵐嶺の姿を見て抜刀し、ただひとり馬上にとどまった貴人を取り巻く。

　貴人は真新しい、美事な衣装に身を包んでいた。すずやかな水色の生き地じに織りこまれた流りゆう水すい紋もん。絹のたっぷりとした光こう沢たくが、まるで本物の水をまとっているように見せている。

「あれが、九く曜よう様の黄よ泉みがえり──」

　巫み女こ装しよう束ぞくに似た特とく徴ちよう的てきな袖そでを持つ衣装は、呪じゆ言ごん師しの着るものだ。

　だとすると、衣装は国こく司しが作り与えたものだろう。

「もしかして、渚なぎは道に迷ったのじゃなく、九曜様をお迎むかえに行っていたの？」

　渚のどことなく得意げな表情からすると、それで正解かもしれない。

　あらためて九曜を眺ながめると、外とつ国くにに聞こえる美び貌ぼう、と書物に謳うたわれた呪言師の血を引いていると納なつ得とくできる美形だ。

　表情はないに等しく、顔色も蠟ろうのように白いが、美び丈じよう夫ふは美丈夫である。

　見たところ、三十代後半だろうか。

　胸には、沙綾の掛け守と同じような形の首飾りがかけられている。白びやつ光こう天てんの首飾りというのがそれだろう。




　ズン……




　低く籠こもったような音がし、空気が震ふるえた。

「──っ」

　身体からだを貫つらぬく痛みに、沙綾は前のめりになる。

　嵐嶺の怒りが空気を軋きしらせたのだ。どっと噴ふき出した邪じや気きに当てられ、沙綾の額ひたいに冷ひや汗がにじむ。

　嵐嶺の額に浮き出た花し神る字しは、これまでにないほどくっきりと紅あかかった。

　双そう眸ぼうも同じように燃え、けれど波動は凍いてつくほどに冷えている。
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「黒こく牙が神しん様」

　痛みで身体を支えきれず、嵐嶺にすがる形になっていた沙綾は彼の装束を握にぎった。

　怖こわい。

　いま目の前にいる嵐嶺は、沙綾が知らない嵐嶺だ。

　と、神の氷のような表情がわずかに緩ゆるんで、沙綾を見た。

　まなざしに、神力を使った余波を受けた彼女への同情がよぎり、ふっと消える。

　やおら、嵐嶺は庇に腰こしを据すえた。

　どっかりとあぐらをかき、わけがわからずにいた沙綾も隣となりに座らされる。

「酒を持て」

　命じると、小こ丸まるが酒と杯さかずき、花の生けられた器うつわを盆ぼんにのせてやってきた。

　ちょうど運んでこようとしていたところだったのか、妖よう力りよくなのか、用意がいい。

　生けられた花が、場違いに和なごやかな香りを漂ただよわせる。

　九曜は馬から下おりず嵐嶺を凝ぎよう視ししている。

　嵐嶺は逆に、視線を軽く外はずしているようだ。口元に薄うすい笑えみが刻まれる。

　濃くなった邪気と騒さわぎに、ぞわぞわと鬼や怨おん霊りようが集まってきた。

　鬼たちはてんでに武器を持ち、手のひらや腿ももに打ちつけている。

　そんな邪じや衆しゆうを見て、空くう也やが妹のもとへ駆かけ戻もどってきた。

「大丈夫か沙綾」

　声をかけた空也もさすがにいまは、嵐嶺に肘ひじ鉄てつを食らわせて割りこんだりはできないようだ。

　杯を口に運ぶ嵐嶺が、大きくはないがよく通る声を出した。

「だれぞ、名高い呪言師どのを、もてなしてつかわせ」

　血祭りに上げろと言ったも同然の言葉に、鬼たちがはしゃいだ。

「ほう。そなたが黄泉がえった九曜か」

「のこのこ出向いてくるとは、いい度ど胸きようをしておるわ」

「どうした、九曜。かかってこぬか」

　手を打って揶や揄ゆする鬼たちに、憤ふん懣まんやるかたない顔をした渚が馬上の九曜の袴はかまの裾すそを引いた。

「九曜様！　さあ、存分にやっちゃってください！」

「なんだと小童こわつぱめ！」

「見ておれ、存分にやられるのは九曜のほうだ」

　渚の言葉選びが癇かんに障さわったのか、鬼たちが気け色しきばんだ。

　そのいっぽうで、渚に対する嘲ちよう笑しようも飛ぶ。

「貴様、僧衣を着ているくせに、ひとりじゃなにもできぬのか？　だらしないのう」

「かわゆい顔をしておるわ。こちらに参って、遊あそび女めとして嵐公に酌しやくをせぬか？」

「！」

　自分の少女っぽい外見を気にしている渚が、声のした方向をきっとにらんだ。

　それから九曜を畏い敬けいのこもったまなざしで見上げ、力いっぱい礼をする。

「先生、お願いします」

　ようやく九曜が、渚に手伝わせて馬を下りた。

　装束のありもしない埃ほこりをはたくと、真新しい鼻はな緒おの草ぞう履りを履はいた右足を前に出した。

　その爪つま先さきがにじるように動いたのは、なにかの印いんを結んだためだ。

「のけぃ。俺が相手をする」

　鬼のなかから、腕うでに覚えのあるらしい者が出てきた。

　もとは山さん賊ぞくだったのだろうか。武家風の衣装を身につけているが、手にした得え物ものは無法者の好む幅はばが広く反そりの強い刀──だんびらだ。

　鬼はぬらぬらと脂あぶら光びかりする刀を振り上げてかまえた。

　仮面のような九曜の口元が動くや否いなや、裂れつ帛ぱくの気合いとともに振り下ろす！

「はッ！」

　九曜が頭から真まっ二ぷたつに割れ、左右に転がった。

　と思いきや、倒たおれた身体が地に触ふれたとたん、裂さかれた紙の形かた代しろに戻る。

「む、身代わり！」

　鬼がうなったときにはすでに、九曜はその背後に回りこんでいた。

　垢あかじみた着物の背に、呪じゆ言ごん印いんをすばやく記しるすと、その通りに炎ほのおが噴き上がる。

「ぎゃっっ！」

　悲鳴をあげた鬼は、あっという間に炎に包まれた。

　神の力を借りた炎だ。一いつ瞬しゆんで鬼は消し炭になり、その場に崩くずれ落ちる。

「ほう」

　感心したような声をもらした嵐嶺が、杯をあけた。

　見もせずに空からのそれを差し出すと、心得た小丸が提ひさ子げをよいしょと持ち上げて羽はばたき、酌をする。

　眷けん属ぞくをやられても憤いきどおるでもない嵐嶺とは裏腹に、鬼たちは怒りの声をあげた。

　次々と九曜に襲おそいかかる。

　かろうじて、結界が呪言師を護まもった。

　だがそれほど強度はないようで、鬼たちが数度体当たりをすると破れる。

　その間に新たな術の準備を終えていた九曜は、形代で鬼を惑まどわしては隙すきをつき、一体ずつに呪言印を施ほどこしてゆく。

　渚は渚で、果か敢かんに武者たちを護ろうとしていた。

　せっせと呪言印を宙に描いては飛ばしている。

　心意気に添そわず、ほとんど不発なのが哀かなしいところだ。

　しかしそれでいて、よほど白はく羅ら神しんの加護が強いのか、色情にかられて手を出そうとする鬼には、絶ぜつ妙みようの間合いで天てん罰ばつのような事故が起こるので、指一本触れられていない。

　と──。

　天からふわり、羽は衣ごろもをまとった者が舞まい降りてきた。

　姿を認めた鬼たちが、畏かしこまって降り立つ場所をあける。

　嵐嶺のような赤い髪と目をした瘦やせた男は、どこか狐きつねに似た容よう貌ぼうで長い髭ひげがあった。

　成人した男性の姿だが、小さい。並んだら沙綾の膝ひざほどの背せ丈たけだろうか。

「あのかたも、黒牙神様？」

　沙綾が問うと、嵐嶺は口の端はしをにやりと緩めてうなずいた。

「騒ぎを聞きつけ、交まざりたくなったのだろうよ」

「さあ、どうする」と嵐嶺が九曜を見つめたまま歌うように訊きいた。

「オニ相手と同じ方法は通じんぞ……」

　嵐嶺の言った通りだった。

　狐顔の黒牙神は、形代にはいっさい引っかからない。

　挑ちよう発はつしても、すい、と身をかわして息を吹きかけ、燃やしてしまう。

　しばらくは楽しい遊びだったのか、狐顔の黒牙神はそれをつづけた。

　が、飽あきてきたのだろう。

「シやッ」

　軋るような声で哭なくと、朱色の鬼火を自みずからの周りに生み出した。




「しャシやッ」




　行け！　と命じる声を出し、鬼火を九曜に向けて放つ。

　その場で揺ゆれた鬼火が、生き物のように九曜に飛んだ！

「危ない！」

　沙綾は叫さけんだ。

　仮面のようだった九曜の表情にひびが入る。

　はっと顔をこわばらせ、身を守ろうと腕をあげる。

　ぼう！

　鬼火が九曜にぶつかって、目の眩くらむような火柱があがった。

　いや、違う。このまばゆさは光だ。

　九曜の胸元から、白い輝かがやきが噴き出している。

「びやッこうテん──！」

　狐顔の黒牙神が、鼻の頭にしわを寄せて吐はき捨てた。

　赤い爪つめを伸ばした指を、物を摑つかもうとしているようにがっきりと曲げ──、

　その手のひらに、禍まが々まがしい橙だいだいの火の玉を作る。

　九曜が一歩、後ずさった。

　動どう揺ようが顔に浮かんでいる。呪言印を踏ふむことにまで、意識が行っていない。

「九曜様──」

　沙綾が声をかけようとしたとき、黒牙神の近くにいた鬼が、手にしていた槍やりで九曜に突きかかった。

　槍は九曜の──首飾りを捉とらえて、組くみ紐ひもを断つ。

　流水紋の服地の上を、白光天の首飾りが滑すべり落ちた。

　黒牙神が喜びの笑い声をあげ、火の玉を投げる。

　刹せつ那な、沙綾の身体を激痛がふたたび貫いた。

「──っ」

　声にならない悲鳴をあげ、庇に手をついた沙綾は見た。

　火の玉が、稲いな妻づまのような閃ひらめきにはじかれ、あらぬ方向へ飛んでゆく。

　火の玉は廃はい寺じの隅すみにある大木に引っかかって、いきおいよく燃え上がらせた。

　暗い空の下、辺あたりが真昼のように明るくなる。

　同時に、狐顔の黒牙神がくるりと沙綾を振り向いた。

　憎にく々にくしげな形ぎよう相そうをして、こちらへ向かって飛んでくる。

　空也がすぐさま妹を自分の背中へ押しやり、その彼を邪じや魔まだと押しやるようにして黒牙神がわめく。

「らンこう！」

　狐顔の黒牙神が　公、と呼びかけたのは、嵐嶺の身分が上だからだろう。

「楽しみを奪うばってすまんが、この先は我の時間だ」

「なんだと？　めイじられるおボえはない」

「おまえこそ、我にそんな口のきける身分か」

　嵐嶺の問いに、狐顔の黒牙神は憤ふん怒ぬに顔を歪ゆがめた。

　だが序列には逆らえないのか、捨て台詞ぜりふを吐くなり天へと舞う。

「おボえていろよ！」

　黒牙神は去り際ぎわ、武者のひとりを横からさらっていった。宙からふいに現れた、使し役えき鬼おにのものらしい巨大な腕に捉えられた武者の凍こおりついた表情が、人々の記き憶おくに残る。

　ややして、遙はるか彼方かなたから総毛立つような絶ぜつ叫きようが聞こえ、廃寺の庭にばたばた……ッと血の雨が降った。

「──」

　あまりのことに、めまいを起こしかけた沙綾は衣装の袖で口元を覆おおう。

「九曜様、九曜様っ。早く大だい修ず法ほうを！　このままでは姫様が危ないです」

　渚が九曜をせっついた。

　カタリと杯を置いた嵐嶺が立ち上がる。

「だめです、黒牙神──」

　装束を摑んで止めようとしたが、払われた。

（周りが見えなくなってる）

　沙綾とつながった不完全な復活だからこそ、邪衆を煽あおろうとしたのではなかったか。

　相手はかつて、死し闘とうを尽つくしても相あい討うちにしか持ちこめなかった呪言師だというのに。

　けれど、言い換えればそれだけ、嵐嶺の怨うらみは深い。

　庇から滑るように宙を歩くと、その軌き跡せきに邪気がしみ出して、シュウ……と渦うずを巻く。

　嵐嶺から目を離せない九曜は無意識にか、しきりに胸元に手を滑らせていた。

　掛け守の紐を切り落とされたことを思い出して、愕がく然ぜんとする。

　彼は切せつ羽ぱ詰まったまなざしを沙綾たちに向けた。

　護ご持じ大たい将しよう──〈神凪姫〉──黒牙神──

　順じゆん繰ぐりに顔を見比べてどうするのだろう、と沙綾が思う間もなく。




　呪言師は盛大に土下座した。




「どどどどうか、命ばかりはお助けください──！」
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　まったく想定外の言葉に、沙綾は目を白黒させた。

「えっえっ、お助けって、どちらかと言えばこちらが助けてもらう側なのですけれど──まさか騙かたり？」

　なかば無意識に口をついて出た言葉だが、我に返ると思い当たる節ふしがある。

「もしかして、金銀財宝目当てで九曜様になりすましてみたりした。とか」

　だとすれば、作戦は成功だ。国司は諸もろ手てをあげて彼を招まねき入れ、金銀財宝を積んだうえに装束まで新調している。

「いや、どうしようもなく残念だぞ貴様。だったらなぜ、適当なところでトンズラをせぬ？」

　空也が疑問を呈ていし、彼を含ふくめた全員がなんとなく渚を見た。

　渚は、この展開にまったくついてこられていなかった。

　英えい雄ゆう──がなぜ地面に額をこすりつけているのかわからず、呆ぼう然ぜんとしている。

「ああ」と理解の声をもらしたのは沙綾兄きよう妹だいだ。

　そういう状況ではないが、沙綾は呪言師に無性に同情したくなる。

「つまり、どんなにしらばくれてもごまかしても、聞いてもらえなかったのですね」

　会話をすればするほどドツボにはまり、こっそり逃にげだそうとすれば嗅かぎつけ先回りされ、退路という退路を断たれ、やむなくここにきたのだろう。

　否、連れてこられたのだろう。

「ごめんなさい。渚は一いつ生しよう懸けん命めいになると、周りが見えなくなってしまうのです」

　彼がしくじったときのくせで、沙綾はついお詫わびをした。

「わたし、あの子のあるじなのですけれど、少々事情があって、連れ去られていましたから。のらりくらりとはぐらかすの、大変でしたでしょう」

「天罰だと思いました──！」

　九曜になりすました呪言師が、懺ざん悔げするように言った。

　鬼を倒したところをみると、彼がそれなりの呪言師であることは間違いない。が、黒牙神と渡り合えるほどではないと自覚していたのならば、これほど恐おそろしいこともなかっただろう。

　顔が蠟のように白かったのも、仮面のような表情も、そのせいだと思えば説明がつく。

　そのなりすまし呪言師の身体が、見えない手でふいに宙へ吊つり下げられた。

　嵐嶺がそれに覆い被かぶさるように、上から顔を近づける。

「黒牙神様！」

　沙綾は庇を駆けおりた。手の届かない嵐嶺の注意を、どうにか引こうとする。

「神を謀たばかるつもりならば、最後まで九曜として死んでゆけ」

「だめです、やめてください！」

　制止したが、呪言師が息を詰つめたあとで血ち泡あわを吐く。

「！　ぐふっ」

　どさりと音がして、人形のように呪言師が投げ出された。

　神力の痛みをこらえた沙綾が呪言師を抱かかえ起こすと、まだ息がある。

「大丈夫、生きてらっしゃいます……！」

　空也が呪言師を引き受けた。手て際ぎわよく介かい抱ほうする。

「ひどいです黒牙神様。なんてことを！」

　目を怒らせた沙綾を、嵐嶺が見下ろした。

　彼は神の──黒牙神の顔をしていた。

　怯ひるんで一歩退しりぞいた沙綾が引き金になったのか、自失していた渚が突とつ如じよ正気づいた。

「九曜様がだめならば、このぼくが姫様をお護りいたします！　炎えん夏か天てん、御おん力ちから参らせられよ！」





　天の赤き炎、我わが指先に集つどいて邪を撃うて！






　炎夏天の呪言印を渚が空に指で描いた。

　とたん、なにもなかった場所に生まれた炎の龍りゆうが嵐嶺に飛んだ。

「わっ、成功した！」

　自分で呪言印を描いておいて驚おどろく渚に、ようやく顔をあげた嵐嶺が、苛いら立だった目を向けながら龍を袖で振り払った。

　炎の龍はあっけなく四散したが、散った炎のひとつが嵐嶺の頰ほおをかすめる。

　じゅっと、いやな音がした。

「黒牙神様！」

　嵐嶺の頰が黒く焼けただれる。白羅神の神力によってついた傷だ。火の粉こが飛んだだけとは思えないほど深い。

「貴様──」

　嵐嶺は地に足を着いた。手の甲で、傷ついた頰に触れた嵐嶺の目が険けわしくなる。

（渚が！）

　考えるより早く、沙綾の身体は動いていた。

　庇を駆けおりて、嵐嶺を押し倒すいきおいでむしゃぶりつく。

「うおおおおう沙綾!?」

　空也が両手で前髪を摑み叫んだ。その膝から瀕ひん死しの呪言師が転がり落ちそうになる。

「お願いです、渚を撃たないでください！　撃ったら、これまでにためた千五百十九魂たましい分の善行を、みんなあなたにぶつけますよ!?」

　嵐嶺を止めようと必死で言った。

　それをすれば反動が沙綾にも返るはずだ。けれど、恐れてはいられない。

　まさか脅おどしが効きいたわけではないだろうが、嵐嶺は報復をしなかった。

　花し神る字しは次し第だいに薄れ、目の色ももとの色に戻ろうとしている。

　これは大丈夫そうだと、沙綾は嵐領から離れた。

「ひとつ訊いていいか、〈神凪姫〉」

　答えを求めない口調で問い、嵐嶺はひとりつづける。

「そうやっておまえは庇かばうが、九曜の名に振り回されて馬ば鹿かを見た神の怒りは、どこへぶつければいい？」

「えーと。そうですね、わたしに」

　沙綾は自分を指さした。

「は。おまえが、その身を差し出すと？」

「違いますよ。差し出すのは……そうですね、お酒とお花でしょうか。あと、居い心地ごこちの良い御帳台などを、きちんと帳とばりつきで」

　なにを言い出すのかという顔をした嵐嶺に、沙綾は笑いかけた。

「黒牙神様の愚ぐ痴ち、夜通しでも聞きます。お酒もおつきあいしましょうか？」

　嵐嶺の表情が動いた。

「おまえは我に、九曜のことで管くだを巻まけというのか」

「はあ。てやんでい、とかおっしゃりたいのなら、どうぞ」

　あんまり想像がつかないなと思いながらも、沙綾はそう答える。

　ふっと、薄はく氷ひようの剝はがれるように、嵐嶺の顔にかすかな苦笑がのぞいた。

　かと思うと、苦笑は拭ぬぐい去られたように消え、白い、雪を思わせるような怒りに変わる。

「それもいいな、などと思った我に、ここにとどまる理由はない」

　もういい、と嵐嶺は天を仰あおいだ。

「もういい、〈神凪姫〉。封ふうじる必要などない。さっさと京みやこへ戻り、我を浄じよう化かしろ」
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「よくも戻った」

　開口一番、そう言った今きん上じよう帝ていの言葉を、御み簾すの手前で平へい伏ふくした沙綾は「まあそうだろう」と聞いていた。

　僧たちが封ふう呪じゆ言ごん完成のために必要とした日数は四日から五日。

　だが、今日はまだ三日目だ。

　たとい、とっぷりと日が暮くれて夜になっていようとも、三日目に変わりはない。




　九曜がなりすましだったと判明した日の夜──、沙綾たちは入じゆ洛らくした。

　嵐嶺が神力を使わなかったので、空也が調達してきた馬での帰京だった。

　むろん、沙綾からそう離れられない嵐嶺も一緒のはずだが、彼はあれきり神域に身を隠かくして出てこない。

　御ご所しよについてまだ半はん刻こくほどだったが、沙綾はさっそく帝みかどに召めし出されていた。

　昇しよう殿でんを許されたのは沙綾のみだ。というよりも、空也が席を外した間合いで召し出されたので、おのずとひとりきりになったのだが。




　帝の前では、問いかけられても「答えてよい」と許されぬ限り口をつぐんでいるのが作法だ。だから沙綾はつつましく黙だまっていたのだが、今上はそれが面白くなかったようだ。

「沈ちん黙もくがくどすぎる。空也ならば『よくぞ戻ったと言え』、と要求してくるぞ？」

「わたしが実際申しあげたら、黙もく殺さつなさるくせに」

　ぼそっと、けれど聞こえるように言うとご下問があった。

「ほう？　なぜそのように思う？」

「主上がわたくしにご興味がおありだとは思えませんので」

「興味？　ああ、あるある」

　帝は扇おうぎをそよがせた。

　どう考えても「いや、ないでしょ」と言いたくなる態度だと思う。

　とはいえ、帝に好かれなくても沙綾はべつだんかまわない。なので、この際だし、とずけずけ行くことにした。

「兄をいじる駒こまとしてでございましょう？　ちなみに申しあげますと、兄は『お弁当』に悶もん絶ぜつしたようでございます。悪態をついておりました」

　さらりと兄の話題を交じえると、御簾向こうで扇のハタハタがやんだ。

「〈神凪姫〉。うすらボケているのかと思っていたが、おまえ、思うより勘かん所どころがよいな」

「お褒ほめにあずかり光栄です。主上におかれましても、面おも白しろみのある冷血漢と推察され、喜ばしく思います」

　礼と皮肉をないまぜに答えると、今上帝が忍しのび笑う。

「空也もな。時には、おまえくらい申せば楽しいものを」

「それを兄に求めるのは酷こくかと。兄はまっすぐで、腹を割さいても真っ白でしょうから」

「いや腹を割けば、なかは普通に赤くてぬるぬるだろうがね。少なくともおまえのように黒くはない」

「恐れいります。主上にはとても及びません」

　きっぱり申しあげると、今上の笑い声が軽く響ひびいた。

　なにに笑ったかはともかく、声の質はうっとりするほど心地ここちよい。

「このまま皮肉合戦をするのも楽しいだろうがな」

　帝はそう言いつつ本題に入った。

　沙綾を召し出したのは、洛らく外がいでの首しゆ尾びを訊たずねるためだったらしい。

　なので沙綾は、これまでのいきさつをかいつまんで話した。

「浄化しろ、と嵐らん公こうが申したのか」

　声にかすかな驚きをにじませた帝は、ぱちりと扇を打ち鳴らした。

「めでたいではないか。儀ぎ丞じように命じ、すぐさま封呪言から浄化の修法に切り替えて編みあげさせる」

「お待ちください。少々お時間を」

「なんのために？　嵐公がさっさと浄化されれば、おまえだって万ばん々ばん歳ざいではないか。もう二度と、だるい思いをせずにすむぞ」

「それはそう、なのですけれど。九曜様のなりすましに会うまでは、黒牙神様は浄化されるくらいなら封じられたほうがマシだとおっしゃっていたのです」

「ほう」

　それがどうした？　と訊くような相づちだったので、沙綾はつづけた。

「なのに、いきなり浄化しろだなどと納得がいきません。だからせめて、黒牙神様のお心変わりのわけを知りたい。そのための時間をいただきたいのです」

「ほう」

　今度の相づちには、軽い失望が混じっていた。

「主上。わたくしの気のせいでなければ、主上はいま『やっぱりおまえはうすらボケている』と思われたようなのですが」

「いや、どちらかというと『こいつ馬鹿じゃね？』のほうが近い」

　帝はけっこう辛しん辣らつだ。

　沙綾はまったく気にならないタチなので、むっとすることもなく「なぜか」と問う。

「そんなもの、自明であろう？　この世に未練がなくなったということだ。ま、やけくそも手伝っての選せん択たくだろうがね」

「？？？　なんだかよく、おっしゃる意味がわからないです。わたしのご提案した浄化とは、黒牙神様の黒牙神様たる邪じや悪あくな部分を薄め、『ほとんどヒト』になっていただいて余生を過ごしましょう──というものなのですもの」

　この世に未練がなくなった者の取る行動である〈成じよう仏ぶつ〉とは真逆だと説明すると、一言『ボケ』とかしこきあたりがのたまわった。

「黒牙神から邪悪さを取り除いたら存在の根幹が消えるだろうが、と説明しなければわからないなど、おまえの低脳ぶりは立派すぎて恐れいる」

　早口で毒を吐かれたが、沙綾の心まで届いたのはうまい具合に重要な部分だけだ。

「存在の根幹が消える？　つまり浄化とは消しよう滅めつと同義になるのですか？　いえ、聞かなくてもわかります。そういう意味だとおおせになられてますよね」

　沙綾は『狐落とし』と同じように考えていたのだ。だからああ言ったのだが、そもそもその認識が間違っていた──ということになる。

「つまり、わたしは黒牙神様に『死んで？』と申しあげていたようなもの？　だから黒牙神様は、あれほど頑かたくなに封じられるほうがいいと？　ああダメ、眠くなってきました～～」

　自分の台詞を振り返り、沙綾は現実逃とう避ひの睡すい魔まに襲われた。

　床についた両手を滑らせるように、そのまま突っ伏す。

「どうしよう。わたし、黒牙神様になんてことを～～。そうじゃない、って弁解したいです。ただずっとご一緒したかっただけで。それには名案だと思いません？」

「黒牙神が根幹から失われること、それすなわち『浄化』。という定義でなければな」

「ですよねえ～～～～」

　沙綾は床に転がったまま悶絶した。

　いますぐ駆けつけられるものなら、嵐嶺に会って謝りたい。

「わたし本気で、黒牙神様の愚痴につきあうつもりだったんですよ？　黒牙神様だって一瞬、それいいなと思ってくださったみたいなのに」

「いと憐あわれなり、〈神凪姫〉。おまえの頭は残念すぎて『へぼん』だな」

「ってそれ、わたしの考えた擬ぎ音おんですから！」

　というか、聞かせた覚えはないはずですが!?

　どうやって小耳に挟はさんだのか、いやそれとも自分と今上帝の造語感覚が同方向なのだろうかと沙綾は悩なやんだ。

「わたし、主上ほど邪悪でもイケズでもないと思いたいですけれど。いえ、その辺は無関係で、むしろおつむの程度が似たもの同士？　喜んでいいやら嘆なげくほうがよいやら」

　うだうだしている間に、沙綾は本格的な睡魔に捕つかまった。

　遠のいてゆく意識のなか、この三日、ほとんど寝ねていなかったのを思い出す。

「ぐー」

　沙綾が寝息を立てはじめると、帝は御簾をかきわけて出てきた。

　あどけないというか無防備すぎる寝顔を扇の陰かげからのぞいて、ひとりつぶやく。

「どんだけ自由だ」

　すべての史書を紐解いても、昇殿中に帝の前で眠りこけた者は沙綾だけに違いない。

「しかし、バカ子というものはかわいいものだな。空也の妹だと思うと、とくに」

　彼はふだんならおよそ及ばぬ行こう為い──すなわち、自ら抱だきあげて運ぶ──をした。
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　御簾内に沙綾を入れて寝かせ、自分の肩かた衣ぎぬを掛布代わりにしてやる。

「まあ、空也が見ものだ」

　なにッ、ヤツが沙綾を召し出したのか!?　と、空也はおいおいやってくるはずだ。

　そもそも、そうやって飛びこんでくるのを楽しみに、彼に用事が押しつけられるよう采さい配はいしたのは帝自身である。

「それにしても、だよ」

　帝は沙綾の髪かみをもてあそびながら、紙し燭しよくの明かりに肩かたをすくめる。

「こうも気づかぬものか？　キレ神がなぜやけくそになったかに」

〈神凪姫〉を話し相手に憂うさ晴らしをする。それはすでに、黒牙神とは呼べない。

「さて、〈神凪姫〉」

　謎なぞかけのように今上は言った。

「キレ神が軟なん弱じやくになった原因は、かの神の心にだれが忍びこんだからであろうな……？」
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「おまえ。なにをしに、いや、どうやって神かみ世よにきた？」

　とつぜん目の前に現れた沙綾に、嵐嶺が目を剝むいた。

　そこは、現世とそう変わらない世界だった。

　神世の、嵐嶺の居場所。

　美事な調度品の揃そろった、どこかの邸やしき。

　ただ、しつらえはちょっと異国風だ。たしか三百年前ごろには、こんなふうな外つ国渡りの品々がもてはやされたのではなかっただろうか。

「大だい僧そう正じよう様に送っていただきました。といっても身体ごとは無理なので、魂だけですけれど。ただの瘦せたおじいさんかと思ってましたが、大僧正様ってすごいですよね？」

「いや普通、大僧正はすごいだろうよ」

　つっこまれたが沙綾は気にしなかった。

「だけど、魂だけって不思議ですね。見た目はいつもと同じなのに、なぜか大だい胆たんになれるような」

　はしゃいだ声で言いながら、沙綾は勧すすめられもしないのに長なが椅い子すの隅に腰こし掛かけた。

　真ん中にどっかり座っているのは当然、嵐嶺だ。

　朱しゆ塗ぬりの長椅子は木製で座り心地のよいものではないが、初めての感覚にうきうきする。

「なにが大胆だ。現世での行動と変わらんだろうが。というか、足をばたつかせるのはやめろ。子どもじゃあるまいしみっともない」

　まるで乳う母ばのように口うるさく言うだけ言い、あとはふいと顔を背そむける。

「帰れ」

「無理です」

「送ってもらったからか？　だったら我が放り出してやる」

「謝るまではいやです」

「謝るだ？」

　怪け訝げんな顔をした嵐嶺に、沙綾は一息に言って頭を下げる。

「すみません！　わたし、浄化の定義のなんたるかを勘かん違ちがいしていて……！」

「ふん。あれは祟たたってやろうかと思ったぞ」

　鼻を鳴らされた沙綾はひたすらに謝り倒す。

「ほんとうにほんとうにすみません～～」

「もういい。どうでもいい」

　嵐嶺の声は突き放すような響きを帯おびていた。

「そんなふうにおっしゃるのは、浄化されると決めたからですか」

　沙綾は訊いた。

「消えるくらいなら封じられる。そうおっしゃってらしたのに。お気持ちを変えられたのは、わたしに愚痴ってもよいと思う自分を女め々めしいとお考えになったから、なのですか」

　沙綾が神世に送ってもらった理由はこれを訊くためだ。

　周囲の反対を押し切ってくれたのは、思いがけないことに帝だった。

　天子の面前で眠りこけるという不ふ祥しよう事じを起こしたにもかかわらず──というか、だからこそ彼は手を貸す気になったらしい。

　目が覚めてみると自室にいて、空也が健康を害しそうなほど気を揉もんでいた。

　やたらに「なにかされなかったか」と訊くので、思わせぶりな帝にこれでもかといじられたのだろう。

　空也でたっぷり遊んだ帝は、その返礼のつもりか、この機会を設もうけてくれたのである。

　嵐嶺は率直すぎる沙綾に訊いた。

「〈神凪姫〉。我がその問いにそうだと答えたら、おまえはどう返す？」

「あなたが、禍まがつ神らしからぬ振る舞いをするご自分をヘタレだとお考えだったら、ですか？　そうですね『は？　なにをいまさら』です」

「おまえ。物言いにかなり棘とげを感じるのは、我の気のせいか？」

「違うと思いますよ。こちらにいられる時間は限られているので、急いでいるせいもありますけれど、正直『ばっかでぇ』と思っているのですもの」

「ばっ、ば──!?」

「あらだって。黒牙神様は、はじめからヒトくさいキレ神様だったじゃありませんか。そもそもが人じん神しんで、つまりヒトに毛の生はえたようなものでしょう？　大まかに申しあげれば」

「くそ。いっそすがすがしいほど、ざっくりまとめやがって」

　嵐嶺は悪態をついた。けれど怒ど鳴ならないのは、どこかで認める気持ちが働いたからなのだろうか。

　神はわざと視線を外し、遠くを見る。

「存在意義がなくなった、と言っただろう。それがすべてだ」

「祟らない黒牙神など黒牙神じゃない、というようなお気持ちでしょうか。べつに、かまわないんじゃありませんか？　優しい黒牙神様がいたとしても」

「ならば、民を不幸にする白羅神がいてもいいことになるぞ。おかしいだろうが」

「意外とまじめなんですねえ」

　感心するとにらまれた。そういうところも、やっぱりヒトくさい。

「おまえが、わけのわからない反応ばかりするせいだ」

「ちょ、どうしてですか」

「ぐだぐだ話しかけて、怒らせただろうが。我を信じたいなどと正気を疑うことも言いやがった。我に笑いかけ、我を笑わせた。ヒトだったころ、そうしていたように」

「思い出し、ましたか」

　嵐嶺は口をつぐんで、かすかにそうとわかるようにうなずいた。

「悲鳴と許しを乞こう声の向こうに、な」

　嵐嶺がまだ、幸せな皇み子こだったころ──。

　神の表情に郷きよう愁しゆうがにじむ。

「でも黒牙神様は、はじめ封じられてやるとおっしゃったでしょう？　時が凍りついてしまえば、笑ったり怒ったりはできないです」

　矛む盾じゆんを感じて指し摘てきした沙綾に、嵐嶺が薄く苦笑する。

「浄化されれば、我はこの世から消える」

「すみません。そこは解かい釈しやくを間違えて申しわけなかったですが、だとすると、なぜあとで浄化しろなどと言ったのかというところに、質問が戻ってしまうのですけれども」

　一度は「消えたくないから」、「封じられてやる」と取り引きを持ちかけたのだ。

　沙綾は首をかしげ、答えない嵐嶺に訊いてみる。

「やっぱり、やけくそも手伝ってますか？　結局九曜様はなりすましだった、って、相当な茶番ですから」

　じろり。

　にらまれたので、それも要因だったらしいとわかる。

「そうですよね。空気が軋るほどお怒りになったのに、なりすましですもの。反動、大きいですよね」

「そうやって念を押されると、口から手を突っこんで、おまえの奥歯をがたがた言わせたくなるだろうが」

「なるほど。脅しをかけてくるということは、なりすましはむなしかったで正解、と」

「ああ、そうだとも。おのれの命をかけて誓ちかい怨霊になって神に進みながら、いまさらおまえの言葉にほだされかかるなど、おのれの生き様をおのれで全ぜん否ひ定ていだ。あげく九曜は騙り。最悪すぎる」

「うんうん。もうやめた、となるかもしれません」

　共感した沙綾は、ですけれど、とつづけた。

「あなたが消えてしまったら、わたしは寂さびしいです。もっと一緒にいたくて、ああいうご提案をしたのですから」

　沙綾が見つめると、嵐嶺がやるせなさそうに視線を結んだ。

「おまえは。賢かしこいようで阿ア房ホウだな。言わなければわからんのか」

「？」

「我がいまのままならば、邪衆が集まり世が乱れる。封じられれば、おまえはふたたび不ふ愉ゆ快かいな身体に逆戻りだ」

　沙綾は嵐嶺の思いを知って衝しよう撃げきを受けた。

「浄化ならば、世に平安が戻るしわたしが快適でいられる、から……？」

　だが、一度は封じられると言ったではないか。

　問い詰めようとして、沙綾は気づいた。

　浄化など、神は本心では望んでいない。

「だけど、ほんとうはこの世を去りたくなんてないんですよね？」

　沙綾は真剣に訊ねたが、嵐嶺は答えなかった。

「でしたら」と言いつのりかけるのを、嵐嶺の同じくらい真しん摯しな目が封じた。

「最後くらい、おまえの役に立ってやろうと思って悪いか？」




　せめて借りを返したい。そう願った相手も贋にせ者もので。

　嵐嶺の怒りを向けるべき従兄帝たちも、もういない。




「我が浄化すれば、おまえも〈神凪姫〉の役目を解かれる。そうすればただの娘むすめだ。恋もできるぞ、憧あこがれのな」

「だけどわたしは、黒牙神様がいなくなるくらいでしたら、封じているほうがいいんです」

　沙綾はうつむきながら言った。

「黒牙神様だって、消滅よりマシだと思ったから、封じろとおっしゃったのでしょう？」

　訊ねながら、涙なみだがじんわりとこみあげた。

　そうなるともう止めようはなく、沙綾は涙をぽろぽろこぼす。

「黒牙神様がお微ね睡むりになるということは、拡大解釈すれば『一緒にいる』になりますよね。それに微睡るということは、目覚める可能性もあるわけです。またお会いできる。かもしれない。もう一度渚がトンマなしくじりをすれば。さすがにないでしょうけれど」

「〈神凪姫〉。泣きながら希望と見せかけた悲観的観測ばかりするのはやめろ」

　嵐嶺は沙綾の涙がとことん苦手らしい。とたんにおたつき、あちこちを探って手しゆ巾きんを取り出し涙を拭ふいてやる。

「だって」

　沙綾は嵐嶺の胸にしがみついた。

「すっごくすっごく、楽しかったんですよ？　少しおちょくれば、すぐキレるし。じつはあんまり語ご彙いがないみたいで、なにかというと『我は神だぞ』を連発なさって」

「おまえ。泣きながら言えば、どんな毒どくを吐いても許されると思ってるんじゃないだろうな……」

　うろんに見下ろした嵐嶺がしばしためらったあと、腕のなかの少女の髪を撫なでる。

「昔、こういう手て触ざわりの仔こ猫ねこを飼っていたことがある」

　小こ鬼おにたちと同列に扱あつかわれたような気がして、沙綾はむくれた。

「わたし、仔猫じゃないです」

「変わらんだろう。かまえとじゃれつく、変なものをくわえてくる。機き嫌げん良くのどを鳴らしていたかと思えば、いきなりミーミー泣き出す」

「わたし、ミーミーなんて泣いてません」

「洟はなをグズグズ言わせているあたり、おまえのほうがタチが悪い」

　からかうように言って、嵐嶺は嚙かみしめるように繰くり返した。

「ほんとうにタチが悪い。恐れ多くも、黒牙神をキレさせるなど無礼千万。笑いかけるなど言ごん語ご道どう断だん──」

　ふっと口をつぐみ、ぽつりと嵐嶺は言う。




「おまえのせいで、ヒトを祟ることなど、どうでもよくなった」




「九曜様が黄泉がえったとき、あれほど逆上なさっていたのに？」

「あんな感情は、久しく忘れていた。忘れたままでもよかったのにと思った時点で、黒牙神としてはだめだろう」

「ダメ神様でも、わたしいいですよ」

　嵐嶺がそっと、沙綾の頭をつついた。

「っとに、おまえら兄妹ときた日には。どうして神に上から目線なんだ」

　こづかれる。なんだか親密みたいだと、沙綾はじんわり嬉うれしくなる。

　と。

　どこからか嗅ぎ慣れた香が漂ってきた。

　嵐嶺の装束に焚たきしめられた黄おう沈じん香こうとは違う。

　これは、そう、護ご摩ま炉ろにくべられる抹まつ香こうだ。

「時間か？」

　嵐嶺は聡さとかった。彼にとっては不快な香りのようで、かすかに眉まゆをひそめている。

「生身のヒトの魂で、神世は四し半はん刻こくがせいぜいだそうです」

　沙綾の身体は呪じゆ言ごん陣じんに横たえられ、儀丞がつきっきりで潮時を見極めている。

　沙綾は嵐嶺を見上げた。

　なにか言わなくては。

　そう思って焦あせる、思いだけがつのる。

「どうか封じられてください──！」

　沙綾はがばっと長椅子の上で手をついた。

「役立たずな神様でいてください。微睡っていてください。ああもう、こんなときばかりどうして言葉が出ないのか」

　感情が押し寄せ、どれから口にすればいいのかわからない。

「だけどもし、ほんとうの本気で黒牙神様が現世うつしよにうんざりされたのなら、それは諦あきらめます。ですけどだけど、本心はそうじゃないのでしたら──！」

　まくしたてる自分が、馬鹿みたいだと思った。

　神を抱いだく。決して、楽なことではないのに。

　わかっていて、さよならはいやだ。

　嵐嶺が沙綾を抱え起こした。

「おまえ。また身体がだるくなるぞ。いいのか？」

「いいです。いえよくないですけど、でも耐たえられます。動どう悸きも息切れもめまいもしゃくとり虫のような生活も、みんな『あなたがいる』証あかしですから」

「いや、それならオレいないほうがよくね？」

「よくないです。だめです！　わたしのなかにいてください。消えないで……！」

　すがりついた沙綾に嵐嶺が向けたまなざしは優しかった。

　長い爪が触れぬよう、注意を払いながら頭にぽんと触れる。

「ふたつ、条件がある」

　嵐嶺の言葉で、沙綾は顔をあげた。これって……。

「おまえでなくてもいい。橘きつ宝ぽう帝ていの陵りようにだれかを詣もうでさせてくれ。礼だ」

「お礼？　橘宝帝はあなたを封じる命めいをくだされたのですよね」

「まあな。だが、あいつは帝位を返すと我に誓ちかっている」

　橘宝帝は、劉りゆう徳とく帝の末まつ子しが帝位を継つぐまでの間をつないだ。

　結局は祟たたりにより劉徳帝の血は途と絶だえたのだが、そんな労をとらず、嵐嶺の叔お父じ、仁じん賢けん帝のように、自分の息むす子こに与えることもできたのに。

「だから、あのかただけが長くご在位になったんですね」

　嵐嶺は、従弟帝を信じ、祟らなかったのだ。

「もうひとつはなんでしょう」

「我の神座に花と酒を絶たやすな。どちらも、微ね睡むりの不快を和やわらげるはずだからな」

「お約束します。神座の上から下まで花で埋うめ尽くして──」

「窒ちつ息そくするわ」

　わめいた嵐嶺に、沙綾はふと不安になる。

「ほんとうにいいんですか。その、ご無理をなさったりとかは」

　わがままを言った自覚はあった。後ろめたくてボソボソ言う沙綾に、嵐嶺がうんざり顔を向ける。




「空気を読め、〈神凪姫〉」




「それ、もう一度言わせるなってことでしょうか。つまり──」

「だからしつこい！　おまえの望みが我の望みだ！」

　嵐嶺が声を荒あららげたとき、沙綾の身体がその場からふわりと浮いた。

　遠く──とぎれとぎれに読ど経きようの声が聞こえてくる。

　もう行かねばならない。

「〈神凪姫〉。そういえば、信用がどうとかいうあれはなんだ？」

「あれですか？　こんなときにお話しするようなことでは──」

「もたもたするな。早く言わんか」

　せかされても、いま、この別れ際にしたい話ではない。

「では、そのお話は次回」

「次回だ？」

　嵐嶺が冗じよう談だんではないという声を出す。

「それはいやがらせなのか？　我に悶もん々もんとしたまま微睡れと？」

「ですから。ほんとうにたいしたことではなくて」

　いわば、ちょっとしたひがみ根性だ。

　沙綾は読経の声に呼ばれ、徐々に高く上がってゆく。

　ふたりは見つめ合う。

　どちらからともなく、手を伸ばして指を絡からめた。

「〈神凪姫〉。不ふ憫びんだが、すまん」

　謝られると、涙がにじみそうになった。

　なぜ彼が詫びるのか。

「不憫じゃないですよ。すらりと綺き麗れいに瘦せられますし」

　笑わせたくてそう言った。

　嵐嶺は、唇くちびるに笑みを刻む。




　絡めた指が外れた。

　沙綾は神世から、現世へと帰ってゆく──。
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「すみません。ぼく、姫様にお詫わびしなければならないことがあるんです」

　鋏はさみで桔き梗きようをしゃくん、と剪きりながら渚なぎが言った。

　なんのことだろう、と沙さ綾あやは思った。

　庇ひさしに上うわ敷じきを持ち出して伏ふせった彼女の前には筵むしろが広げられ、朝あさ露つゆを含ふくんだ桔梗が山と積まれていた。

　毎朝、嵐らん嶺りようの神座に供そなえる花酒をととのえる監かん督とくをするのが沙綾の役目だ。

　嵐嶺が微ね睡むりについて、三み月つき。

　どんなにだるくても、一日も欠かしたことはない。

　筵の前に座った渚が、桔梗の茎くきの長さを揃そろえていた。

　まめまめしく、枯れかけた葉やごみを取り除いている。

「嵐らん公こうのことなのですが。以前、秘録を読んできたってお話ししましたよね？」

　ええ、とうなずくのは億おつ劫くうで、沙綾は目で応じるにとどめる。

「あのとき、ぼく、なんて言いましたっけ？　もしかして『史書は正しかった』と言ったような気がするんですけれど」

「そう聞いたと思う」と沙綾はしぐさで肯こう定ていした。

　史記が正しいのかとしょんぼりしたから、よく覚えている。

「いまさらなんですけれど。あれ、間違いでした。なんかぼく、読み違えていたみたいで」

　僧たちが真実を記しるす秘録は、史書と歴史が異なる場合、一見そうとはわからない書き方をするのだという。

「嵐公の謀む反ほんは、無実の罪だったみたいですよ。従兄いとこが邪じや魔まにして、証しよう拠こをでっち上げたのが真相──だったっぽいです」

「気に、しないで」

　責任を感じているらしい渚に沙綾は言った。

　その読み違いが、なにかを変えたわけではなかった。

　それに、彼がいいヒトだったことは、だれよりも沙綾が知っている。




　花と酒の用意ができると、沙綾は空くう也やに支えてもらって、自みずからの手でそれを供えた。

　日によっては、それだけで四し半はん刻こくもかかる。

「黒こく牙が神しん、様。これから毎月吉日恒こう例れい、奉ほう納のう変顔、を、執とり行います」

　ぜいぜいと言った。

　沙綾が勝手に決めた奉納の儀ぎ式しきだ。一ひと月つきじっくり考えた変顔を、神座の前で披ひ露ろうする。

（だからやめろって言ってるだろうが！　なんて、夢のなかでわめいてらっしゃるのかしら）

　きっとそうだろう。そうだといい。




　沙綾の胸元で、白びやつ光こう天てんの飾りがきらりと光る。

　あの日、九曜のなりすましがつけていたものだ。

　空也が拾って預っていたのだが、返す前に呪じゆ言ごん師しは姿を消してしまった。

　どう扱うかで僧たちの意見が分かれたようだが、結局〈神凪姫かんなぎ〉が持つのがいいだろうということになり、沙綾は自分の掛け守とつけかえた。

　なりすましの呪言師は、それきり行方ゆくえをくらませている。

　聞きそびれた首飾りの入手法は、いまも不明のままだ。




「さあ、沙綾。存分に奉ほうじるがよい」

　兄に促うながされ、沙綾は儀式に挑いどんだ。

　あかんべえ、頰ほおは潰つぶして、ブタの鼻も加える。

　左右から真剣にのぞきこんだ空也と渚が噴ふき出した。ふたりは腹を抱かかえ、笑いすぎた渚は沙綾を同どう僚りようかなにかと勘かん違ちがいして背中をどやしつける。

「だめです、おかしすぎます姫様────あっ」

　床ゆかの上に沙綾は倒たおれ伏した。青ざめた空也が声を荒あららげる。

「渚！　この馬ば鹿かちんが！　沙綾、しっかりいたせ!?」

　抱え起こされた沙綾は、目をぱっちりと見開いていた。




　軽い。

　身体からだが、噓うそのように軽い──！




「まさか!?」

　期待に胸をふくらませた沙綾は伸び上がった。

　と同時に、空が暗転して突風が吹いた。

　庭に、すさまじい落らく雷らい。




　羽は衣ごろもをまとった、紅あかい貴か神みが神座に降りてくる──。




　空也が息を止め、渚が目を丸くし、

　沙綾が笑顔をはじけさせる。

「黒牙神様！」

「のおおお！　わたしの沙綾がキレ神に飛びついたああああ!?」
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　絶ぜつ叫きようする空也を、嵐嶺は袖そでの一振りで庭に追いやった。

「懐なつかしい痛みですね」

　沙綾は痺しびれに顔をしかめながら言った。

　いまはそれすらも嬉うれしい。

「ああ、悪かった。病やんでる犬に、どうしても我が慢まんできずにな」

　嵐嶺はあくびをし、髪かみをかきむしった。まだ眠いのかぼやく。

「くそ。我の封印は、どうも解とけぐせがついたな」

　渚がみるみる涙目になるのを見て、呆あきれ顔になる。

「またおまえか、見習いボウズ。おまえ絶対、なにか憑ついてるぞ」

　渚を泣かせておいて、腕うでのなかの沙綾の肩かたを摑つかみ、そっと引き離して見つめる。

「変顔はやめろと言っただろうが。おまえの顔が『変』で固定されたらどうする」

「見えてましたか」

「夢のなかでな」

　言いながら、さらりと白光天の首飾りを外して渚に放り投げた。

　掛け守程度なら見て見ぬフリもするが、宿敵のそれは気に入らないのだろう。

「で、だ。信用がどうとかいう、あの話を聞かせてもらおう」

「まだこだわっていたんですか、黒牙神様。……面倒くさ」

「面倒とはなんだ。次回と言ったのはおまえだぞ。神を謀たばかるか？」

「いえ謀りませんけれど」

　再会の言葉がここからかと思うと、ため息をつきたくなる。

「それもやめろ」

「ため息ですか？」

「違う、呼びかただ。おまえときたらずっと、その他大勢のように『黒牙神様』などと」

「なんだか急にねちっこくないですか？」

　また不完全な復活をして、今度は性格のほうに難が出たのだろうか。

「やかましい。おまえには特別に許してやる。ありがたく嵐嶺と呼びやがれ」

　強引な神の言葉を聞き、沙綾はふふっと笑う。

「なんだ？」

　不ふ機き嫌げんなキレ神様に、沙綾はなんでもないと首を振る。

　そして。

　万感の思いをこめてささやく。

「お帰りなさい。嵐嶺様」




「おまえなぞキレ神で十分だ──！」

　庭から駆かけ戻もどってきて庇にへばりついた空也の声が、秋の晴れた空に響ひびき渡った。





終わり
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『神抱いだく凪なぎの姫』をお手にとってくださり、ありがとうございます。

　初めまして、あるいはこんにちは、響ひびき野の夏か菜なです。

　この話を書き上がったあと、家族に「タコ姫ってどんな姫？　なにするの？」と訊きかれました。

　はい？

「いやそんなの、わたしでもわからないしっていうか、どこから出てきたの、そのタコ姫ってフレーズ」と訊き返したところ、

「ここ」と題名を指さされました。

「って、『神抱く凧たこの姫』じゃないですから！　ナギだよ凪!!」

　キレ気味に抗こう議ぎしてみましたが、内うち輪わの略りやく称しようは「タコ姫さまシリーズ」で決まりみたいです。ああもう、漢字ドリル押しつけてやりたい。




　さて。主人公の沙さ綾あやはだるい子です。

　二十四時間三百六十五日、だるくてしんどいです。

　その気持ち、わたしには力いっぱいよぉぉぉーくわかります。

　わたしも沙綾ほどではないにしろつねにだるい人なのです（泣）。一年のうち、三百六十日くらいは「ううー、だるいようう」とぐったりしてます。

　体力はつねに低空飛行。

　朝目覚めると元気で気分爽そう快かい！　てどこの国の話ですか、と真剣に思います。

　じつはこのお話は、どんな流れからだったか、そのことを担当様に愚ぐ痴ちっていたところから生まれました。

　その時はじめて、だるい人生送っていてよかったと思いました。こんなふうに日々の体験を余すところなく使えると、ものすごい満足感（笑）。貧びん乏ぼう性しようです。




　沙綾は書いていて、のんびりポヨヨンぶりが楽しかったです。嵐らん嶺りようとのコンビ漫まん才ざいがはじまるとなかなか止められず、あとから原げん稿こうをばっさり切ったりしていました。

　脇わき役やく陣じんもそれぞれ、出番が来るのが待ち遠しかったです。とくに筆ふでが進んだのはお兄ちゃんと帝みかどのシーン。彼らも放っておくと、死ぬまで会話が終わらないタイプでした。




　そろそろお礼など申しあげて、〆しめの挨あい拶さつをば。

　イラストの茉ま莉り花かさま！　直球ど真ん中直ちよく撃げきコースのキャラをありがとうございました。嵐嶺のポニテと帝の麗うるわしさにやられ、カバーで頰ほおが緩ゆるみっぱなしでした。

　カバーと言えば、今回、ロゴにも注目してくださいませ。すっごい凝こっていて、美しいです。素す敵てきなロゴで飾ってくださったデザイナー様にも感謝を捧ささげます。

　そして原稿の大おお幅はばな遅おくれと大だい改かい稿こうで大ご迷めい惑わくをおかけしてしまった担当様にも感謝を。ゲラ届けに来てもらっちゃいましたよ。ごめんなさい。

　原稿が本になるまで、本となったあと読者さまの手に渡るまでに携たずさわってくださったみなさま、いつもありがとうございます！

　そしてそして、この本を読んでくださったあなたに、最大級の感謝を。

　今回、応おう援えん店てんで本作をご購こう入にゆういただくと、おまけにＳＳシヨートストーリーがついてくるようです。

　それとは別に、公式ブログのほうでもＳＳの公開を予定しておりますので、良かったらのぞいてやってくださいませ～。

　それでは。またお目にかかれますように。




　公式ブログ『響野夏菜のそのひぐらし』http://www.higurasi-bin.cocolog-nifty.com/


響野夏菜
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著者

響野夏菜

Kana Hibikino




11月20日生まれ、蠍座のＯ型。

お話を作るとき、わりと早い時点でキャラや国名などを決めてます。

ですが、いざ完成して設定を振り返ると「あれ？　こんな名前つけたっけ？」ってことがザラ……。

それ、設定する意味なくね？

自分にツッコミつつの推敲作業もまた愉しいものです（自虐）。










イラスト

茉莉花

Marika




作業中花粉症まっただ中でした。

この時期は杉の少ない沖縄で仕事するのを毎年夢見てますが、行ったら

行ったで遊んでしまいそう…ダメですね。










電子版　ビーズログ文庫



神かみ抱いだく凪なぎの姫ひめ




～キレ神がみ様さま、お目め覚ざめにございます～













著者／響ひびき野の夏か菜な

イラスト／茉ま莉り花か









2013年6月25日電子版（EPUB3）ver.1.0制作
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デザイン　田熊理子
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本電子書籍はビーズログ文庫『神抱く凪の姫～キレ神様、お目覚めにございます～』

（2013年5月27日発行　初刷）を元にして制作しております。
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